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領域代表者による総括 

 今年度はまず 4 月 6 日に二松学舎大学において全体会議を開催した。全体会議では各計画研究班か

ら昨年度の報告、今年度の研究計画および予算についての打ち合わせに加え、C01 班所属の特任助

教である孟碩洋による研究報告「尊厳学研究：計量書誌学的手法と内容分析によるレビュー」が行

われた。さらに、今年度の研究を進めていくにあたって、班同士の連携を積極的に進めるように代

表者から指示した。それに応えて実施されたのが、7 月 12 日・13 日開催の「『問いとしての尊厳概

念』合評会」（A02 班主催、B02・B04・B05 班参加）、9 月 14 日開催の「『グローバル関係の思想

史 万有連関の世界認識研究へ』合評会」（B02 班主催、A01 班・A02 班・B01 班参加）であり、さ

らには 2025 年 3 月 17 日には A02 班と A03 班の共催で「領域横断交流会～西洋・東洋・現場の対話

～」と題した研究会が開催される予定となっている。 

今年度の計画においてはローマ・サピエンツァ大学で開催された世界哲学会議（World Congress of 

Philosophy: WCP）への参加を重要な項目として位置づけており、6 月から 7 月にかけてその準備を行

った。Research Project on Dignity Studies と題して日本哲学会と協力する形でラウンドテーブルを申請

し、領域代表者として Matthias Kettner（Witten/Herdecke University）および Wu Xiandong（北京師範

大学）と共に 8 月 8 日に研究報告とディスカッションを実施した（内容の概要は 3.13 に譲る）。ラ

ウンドテーブルでは尊厳学研究を国際的に推進していくための国際尊厳学協会（International Society 

of Dignity Studies: ISDS）設立を宣言し、多くのチラシが配布され、また協会の詳細についての問い

合わせもあった。A04 班の納富信留の総会におけるプレゼンテーションもあり次回の世界哲学会議

は 2028 年 8 月に東京で開催されることとなったため、本研究領域の研究期間終了後の開催にはなる

が、来るべき東京大会において研究成果を世界に向けて発信できるように研究を進めていきたい。 

本研究領域ではジェンダー学にならって尊厳学という分野を構築することを計画しているため、

年に数回「ジェンダー学会議」としてジェンダー研究者を招いての講演会・研究会を開催している。

ジェンダー学会議は総括班の主催によって実施されるものであり、班の垣根を越えて分担者が参加

する点で、各班の連携を促すという意味合いも持っている。今年度は計 3 回のジェンダー学会議が

開催され、通算で 4 回目となる年度初回は日本女性学会のシンポジウム「女性学を継承する」に参

加する形で 6 月 8 日に実施された。シンポジウムでは女性学の創設世代である上野千鶴子氏（東京大

学名誉教授）と次世代である佐藤文香氏（一橋大学）による報告が行われ、会場との質疑応答を通

じて女性学という学問分野がどのように創設・継承されてきたのかについて貴重な知見を得ること

ができた。WCP 後となる 8 月 10 日には加藤圭木氏（一橋大学）を研究代表者とする「国際共同研究

強化（A）「『帝国経験のリアリティを伝える歴史学』のための日韓共同研究」との共催で、日本

学術振興会のサマープログラムで来日していたドロテア・ムラデノヴァ氏（ライプツィヒ大学）を

招き、一橋大学において第 5 回ジェンダー学会議として国際ワークショップ「ベルリンの「平和の

少女像」から考える」を開催した。最近の報道によれば、ベルリン市長は日本政府からの要請によ

ってベルリン市内に設置された「平和の少女像（戦時性暴力に反対するシンボルとして建てられた

旧日本軍「慰安婦」の形をした像）」を撤去することを計画している。この問題は「尊厳の毀損」

という観点からも考察することが可能であり、ジェンダー論・歴史修正主義・植民地主義・戦時性

暴力・マイノリティ論・といった広範な観点からの議論がなされた。さらには、「平和の少女像」

がトランスナショナルな記憶の文化を担う役割を果たしており、「忘却の暴力」に抵抗することで、
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マイノリティ・グループの尊厳を守る働きを持つことも示された。12 月 20 日には古川直子氏（長崎

総合科学大学）に依頼し「ジェンダー概念をめぐる混乱を解きほぐす」と題して講演会を実施した。

ジェンダー学におけるジェンダー概念の混乱を指摘した古川直子氏の議論は、今後尊厳学において

尊厳概念を取り扱う上でも同様の事態が起きる可能性を示唆するものとして、非常に重要なもので

あった。 

9 月には日本倫理学会から主題別討議を依頼され、「理論的・概念史的研究」を担当する A班によ

る横断的研究として「二つの尊厳理解と尊厳概念の正当化の問題」と題して、A01 班の岩佐宜明、

A02班の宇佐美公生、A04班の上原麻有子と共に参加した。尊厳概念はとりわけ第二次世界大戦後に

社会・国際秩序の理念として重要性を増しているが、同時にその内実は明らかではなく、尊厳概念

の「濫用」に対して尊厳不要論が提起されるなど、非常に錯綜した状況にある。そうした尊厳概念

をめぐる現状における「思想史（概念史）的研究」の持つ意義を、国際的に尊厳研究を主導するウ

ォルドロンの研究を反面教師的に手がかりとして解明することを試みた。尊厳理解には二つの系譜、

古代ローマの貴族社会で用いられていた「dignitas」に由来する「地位」ないし「身分」とそれに対

するふさわしい扱いとして尊厳を理解する伝統的な立場（これはホッブズらを経由して現代英米哲

学にまで引き継がれてゆく）と、カントに由来する「絶対的価値」として理解する立場とが存在す

る。ウォルドロンは前者の立場に立ちながら、カントを伝統的理解の文脈に位置づけることにより、

尊厳概念の内実を思想史（概念史）的分析を通して規定するという方法論を採用している。しかし、

ウォルドロンの方法論には、一階の正当化、つまり「経験的」な解明に留まるため二階の正当化と

なるいわば「超越論的」な解明が欠けているという問題と、その思想史（概念史）的分析が欧米の

ものに限られているために、尊厳概念が担うべき普遍性が欠けているという問題が内在している。

これらの問題に対して、宇佐美報告はカント哲学に独自の分析をほどこしながら価値としての尊厳

の形而上学性を堅持しようと試みるのに対して、岩佐報告は大胆に自然化を推進しようとするとい

う、異なるアプローチからの取り組みを提示した。さらに、上原報告は戦前の女性解放運動にあっ

て尊厳概念が積極的な役割を果たしていた事実を掘り起こすことで、欧米圏が「独占」してきた尊

厳概念の普遍性を揺さぶり、非欧米圏の尊厳概念研究の重要性を明らかにした。これらの報告によ

り、これまでの尊厳研究の問題点を析出すると共に、それらを乗り越えて「尊厳学」の確立を目指

すという本領域の意義を示すことができた。 

特に非欧米圏の尊厳研究は従来の欧米を中心とした尊厳研究に対して本領域の優位性を示す鍵と

なる研究であり、本領域では A03 班が中心となって精力的に取り組んできた。今年度はその研究成

果を加藤泰史・小島毅編『尊厳概念の転移』（法政大学出版局）として刊行した。本領域全体とし

ての最初の研究成果の公刊であると同時に、本領域における非欧米圏の研究の重要性を提示するシ

グナルともなっている。この論文集の制作にあたっては、日本・中国・韓国・台湾などの東アジア

圏を中心としつつイスラームにまで研究の視野を広げており、哲学や倫理学から文学・法学・法制

史・日本思想史・歴史学・イスラーム学に至るまでの多分野の研究者が連携して研究を推進すると

同時に、海外の研究者も参加しており、国際的な研究ネットワーク形成と国際尊厳学協会の推進に

も寄与している。 

このように、非欧米圏の研究については順調に研究成果が蓄積されているが、これを踏まえ、欧

米圏と非欧米圏の比較研究という観点から、ドイツのベルリン自由大学との共同研究として来年度

に比較研究のための国際ワークショップを日本とドイツの両方で企画し、その成果を英語論文集



  1. 2024 年度の総括 

4 

 

（仮タイトルは The Concept of Dignity from Global Perspective であり、出版社はドイツの De Gruyter を

予定している）として刊行予定である。非欧米圏に関する研究を重視した比較研究はこれ以外にも、

今年度では北京大学との共同研究（3 月末に実施予定）を、来年度は中国社会科学院・中国人民大

学・北京師範大学との国際ワークショップの開催を企画しており、日本語以外での論文の公刊も計

画している。また、国内での論文集のさらなる刊行にも計画的に取り組んでゆく予定であり、すで

にいくつかの企画が進んでいる。さらに、本研究領域が目指す研究成果に基づいた社会実装のため、

C01 班が中心となってインタビューの実施も進めている。 

今年度も各班により積極的に研究会が開かれており、2 月時点で 20 を超える研究会が実施された

ことから、各班における研究の蓄積は順調に進んでいる。しかし本領域が目的とする「尊厳学の確

立」のためには、「学術横断的で包括的な尊厳理解の構築」だけではなく「臨床応用的な課題の解

決」に加えて「社会実装の遂行」を果たさねばならない。現在の研究状況は現代社会の抱える諸問

題を尊厳（尊厳の毀損）の枠組みから解明するという第一段階にあるが、これを深化させてさらな

る段階へ進めていくためにも、各班の相互参画を深めていくことが必要となる。すでに領域代表者

から各班に働きかけを行いある程度の相互参画が行われているが、来年度以降は特に「臨床応用的

研究」を担当する B 班を中心とした相互連携を深めることを目指し、総括班が主導して研究会の共

催や論文集の共同制作などを実施する予定である。また、今年度からは 5 名の公募研究者が研究に

加わることとなった。公募研究者の参画は領域内の分担者ではカバーしきれない研究分野を補うだ

けでなく、尊厳研究に新たな視点をもたらすことが期待される。公募研究者との研究連携はすでに

始まっているが、来年度はそれをさらに深化させるべく積極的に各班へと働きかけていきたい。 

 

尊厳学フォーラムの総括 

 研究班を横断した研究会として、2024 年 4 月から 2025 年 1 月までに 21 回の「尊厳学フォーラム」

が開催された。このうち、国際シンポジウムや国際ワークショップ（＊を付記）は 7 回である。各研

究会の詳細については「3. 尊厳学フォーラム」に譲る。 

※1 第 28 回は主催：A04 班、共催：総括班 
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パブリケーションの総括 

 2024 年度全体としては、論文、発表、書籍の 3 つの項目について、計 165 の業績がある。詳細につ

いては「4.  パブリケーション」に譲る。 

 雑誌論文 学会発表 図書 総数 

総括班 8 7 1 16 

A01 3 3 1 7 

A02 2 12 1 15 

A03 18 2 0 20 

A04 4 12 1 17 

B01 6 7 2 15 

B02 5 4 1 10 

B03 1 10 5 16 

B04 2 4 1 7 

B05 3 25 5 33 

C01 5 7 0 12 

合計 55 92 18 168 

 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

総括班 
第 18 回 

2024 年 3 月 27 日 
第 25 回 

2024 年 6 月 8 日 
 第 28 回＊※1 

2024 年 8 月 8 日 
第 29 回 

2024 年 8 月 10 日 
第 36 回 

2024 年 12 月 20 日 

A01 
第 16 回 

2024 年 3 月 2 日 
─ ─ ─ ─ 

A02 
 第 23 回＊ 

2024 年 5 月 31 日～ 

6 月 2 日 

第 27 回 
2024 年 7 月 12～13 日 

─ ─ ─ 

A03 
第 19 回 

2024 年 5 月 18 日 
 第 24 回＊ 

2024 年 5 月 31 日 
─ ─ ─ 

A04 
 第 28 回＊※1 

2024 年 8 月 8 日 
─ ─ ─ ─ 

B01 ─ ─ ─ ─ ─ 

B02 
第 31 回 

9 月 14 日 
─ ─ ─ ─ 

B03 
 第 22 回＊ 

2024 年 5 月 25 日 
第 30 回 

2024 年 9 月 8 日 
第 34 回 

2024 年 12 月 14 日 
 第 35 回＊ 

2024 年 12 月 16～17 日 
─ 

B04 
第 17 回 

2024 年 3 月 20 日 
─ ─ ─ ─ 

B05 
 第 20 回＊ 

2024 年 5 月 19 日 
第 21 回 

2024 年 5 月 24 日 
第 26 回 

2024 年 6 月 8 日 
 第 33 回＊ 

2024 年 11 月 28 日 
─ 

C01 
第 32 回 

2024 年 9 月 25 日 
─ ─ ─ ─ 
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2.1. A01：理論［価値論/倫理学・応用倫理学］班 

2.1.1. 期間内の実施状況 

（1） 目標設定 

A01 班の目標は、「価値の態度適合理論 Fitting Attitude Theory of Value」を、感情、自然・環

境、生命、文化、ジェンダー、セクシャリティの観点から改良・使用することで、多元的で多様な

現代社会に対応した尊厳概念を「絶対的価値」として正当化し、新たなモデルを築くことである。

代表者も含め各班員は、価値論、哲学、美学、倫理学、ジェンダー論の観点から、尊厳概念を多元

化・多様化・拡張化し、現在の社会要請に応答可能な、絶対的価値としての尊厳概念を提供するこ

とを目標している。 

 

（2）年度の目標設定 

2024 年度の目標は、人間以外をも対象とする「価値の態度適合理論」の構築を行うことである。

より具体的に言えば、態度という概念を自然化し、人間以外の存在者にまで拡張することで、それ

ぞれの存在が態度を持ち、それゆえに価値を享受していることを明らかにする。 

 

（3） 研究の進展状況 

 人間以外の生物の、主観的意識や理由、目的といった内的構造を、生物学の新しい目的論との関

係から探究し、価値に関わる態度を形成する構造が人間以外の生物にもあることを明らかにするこ

とに取り組んでいる。これにより、「価値の態度適合理論」が人間以外の存在に対しても拡張可能

になると考えられる。この研究については、2025 年 2 月に安倍美里氏（神戸大学）を招き理由と価

値についてのワークショップを開催する予定である。 

 

2.1.2. 研究計画と公募研究の連携で得られた成果 

（1） 研究計画 

 関連する業績は以下の通りである。なお、本年度のメインの目標については、本報告書の執筆段

階では未完了である。これについては、2025 年 2 月に開催のワークショップ、および、2025 年 3

月の日本イギリス哲学会大会における研究において成果を報告する予定である。 

 

論文 

・青田麻未「生活の時間と公園の時間――都市における自然がもつ美的意義」、太田和彦・吉永

明弘編『都市の緑は誰のものか 人文学から再開発を問う』、ヘウレーカ、2024 年、197-221

頁 

・高木駿「自律概念の自然化──「価値の態度適合理論」を拡張するために」、『基盤教育セン

ター紀要』43、北九州私立大学、2024 年、63-75 頁 

 

口頭発表 
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・岩佐宣明「絶対的な主観的価値としての尊厳；G.シェーンリッヒを批判的に継承しつつ」、

日本倫理学会第 75 回大会・主題別討議「尊厳概念の思想史的射程」、2024 年 09 月 28 日、京

都大学 

・品川哲彦「ケアの倫理――本シンポジウムとのずれと重なり」、日本ショーペンハウアー協

会第 37 回大会シンポジウム、「ケアと共感の倫理学」、2024 年 12 月 14 日、関西学院大学 
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2.2. A02：欧米圏［概念史］班 

2.2.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

 本領域の学術的問いは、「現代の「被造物の尊厳」などの新たな尊厳概念を踏まえた、欧米圏の

尊厳概念史の再構築は可能か」である。本領域の研究目的は、この問いに答える概念史モデルを構

築・提案することにある。 

 主にドイツ語圏・フランス語圏における概念史を調査しつつ、他方で尊厳概念不要論の根拠とな

る隣接概念を比較概念史的に調査検討する。必要に応じ、ワークショップ・シンポジウムを行う。 

 津田はドイツにおけるスピノザ主義の源流やカント以前の尊厳概念を、馬場は 20 世紀フランス哲

学における生命思想を、宇佐美は尊厳概念不要論検討のための概念史的基盤を担当する。 

 

（2） 年度の目標設定 

 今年度の目標は、被造物の尊厳を組み込んだ欧米圏の尊厳概念史のモデルを提案し、「世界哲学

／世界哲学史」の構想への寄与に向けた作業を行う。 

 津田は、C・トマジウスら敬虔主義神学の議論や、尊厳の毀損としての狂気がどのようにとらえ

られていたかを焦点にして、カント以前の尊厳概念史を検討する。馬場は、スイス基本法に見られ

る「被造物の尊厳」という発想を可能にする概念史上のリソースの候補として、ジャック・マリタ

ン（1882-1973）の著作を検討する。加えて世界哲学会議で発表をする。宇佐美は、「内在的価値」

としての尊厳概念を「不要」とする批判の意義の検討を通し、多義的な尊厳概念の存在論的布置の

解明を目指す。 

 

（3） 研究の進展状況 

 津田は、尊厳の毀損としての狂気が、カント以前にどのように考えられていたかについて検討を

行い、日本病跡学会で報告した。加えて、カントにおける人権や制度についての思想の検討の一環

として、人権論・結婚論を検討した。馬場は、マリタンの著作を検討し、世界哲学会議では、安藤

昌益の互生概念を世界哲学史的な観点から論じた。宇佐美は尊厳不要論を受けつつカントの尊厳概

念の理念的性格を検討した。 

 また、領域内での意見交換を進めるため、領域関係者が多数執筆した『問いとしての尊厳概念』

の書評会を A02 班が主催した。馬場は B03 班長の芝崎厚士氏の『グローバル関係の思想史』合評会

に評者として参加した。 

 

2.2.2. 研究計画と公募研究の連携で得られた成果 

（1）研究計画 

 津田は、狂気についての思想史の一端を解明することで、尊厳概念史のネガティブアプローチに

着手した（津田 2024）。馬場は、東アジアの思想文脈の中に昌益の互生概念を位置づけることで、

「尊厳の毀損」を思想解釈にも適用しうることを明らかにしつつ、被造物の尊厳に関する世界哲学

史的な比較のてがかりを得た（Baba2024）。またマリタンにおける新トマス主義哲学の読解を通じ、
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被造物の尊厳につながる世界の位置に応じた尊厳の論理を明らかにした。宇佐美は、尊厳不要論者

が持ち出す「自律と人格の尊重」に還元しきれない働きが、尊厳の理念的性格に由来することを、

カントの尊厳概念の検討を通して明らかにした。（宇佐美 2024）。 
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2.3. A03：非欧米圏［概念史］班  

2.3.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

 A03 では、A02 と連携しながら欧米圏に対抗できる非欧米圏の概念史を構築することを目的とす

る。手法としては「非欧米圏」における「尊厳に相当する概念」の思想史的考察と現状分析を実施

する。資料には対象地域の諸言語で書かれたテクストを活用し、内容を分析することでその特徴を

明らかにする。 

小島は、全体を統括するとともに、ひとりの分担者として中国思想研究の視点から東アジアの伝

統思想における尊厳概念について調査・考察し、また近代における西洋思想の紹介によってそれが

どのように受容されたかを検討する。 

中村は、近現代中国（中華民国期と中華人民共和国期）・香港・台湾の尊厳概念史について、政

治家や知識人の政治・思想活動に注目して、それらを歴史学の実証的手法を用いて明らかにする。

とりわけ、政治体制に変動のあった 1949 年を跨いで考察することがポイントとなる。 

牧角は、尊厳概念の転移について東アジア世界を中心に考察する。もともと東洋的価値観の範疇

になかった「尊厳」が、東アジア世界とどのように切り結ぶことができるのかという視点を中心に

すえて、一つは「尊厳概念」との近似的志向を探すこと、もう一つは「尊厳概念」の移入の経緯と

受容の特徴を明らかにすることを目標とする。 

小倉は、西洋や中国といった大文明が営々と構築した「人間」概念とは異なるさまざまな「ひ

と」概念に着目する。例えば、日本という群島や朝鮮という半島においてどのような「ひと」概念

が育まれたのかについて考察する。大文明における「人間」を中心として考究されてきた尊厳概念

の問題点を指摘する。 

清水は、A03 の中で「日本の伝統思想」における「尊厳概念」の転移を担当する。日本の倫理

学・倫理思想史の視点からの尊厳概念をめぐる方法論的検討とともに、他方で、思想史特に日本近

世を中心とした伝統思想の中から尊厳概念に関わる事柄を抽出・分析して、尊厳概念の転移の実体

を明らかにする。 

犬塚は、西洋から日本への尊厳概念の受容とその展開を明らかにすること、また西洋の尊厳概念

と比較し得る日本思想の概念を探求することを目指す。前者に関しては主に近代日本の哲学者集団

である京都学派の著作を対象とし、後者に関しては広く日本の人間観・生命観・自然観を扱った先

行研究を手がかりに探索的に調査する。 

ギブソン松井は、近代日本文学の小説、特に私小説を取り上げ、作品中に表現されている人間観

に注目し、人間の実存の内実を凝視すべく、日常生活を営む人間のありのままの心身のあり方を照

射し分析的検討を行う。と同時に尊厳概念の膨らみにつなげるために私小説における自己・自我の

捉え方の連続と非連続にも考察を加える。 

前川は、西洋的な「尊厳」概念に対する仏教思想からの応答や、その現代的可能性について検討

する。主として日本仏教の教理文献を対象とするが、インド以来の仏教思想の展開を視野に収めた

うえで、比較思想史的な検討を行う。また、仏教思想内での歴史的・地域的変遷についても考察し

ていく。 
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菊地は、啓典クルアーンとイスラム古典思想における尊厳およびそれに近似する概念がいかなる

ものであるのかを考察し、西欧由来の尊厳概念との異同を踏まえつつ、それらの諸概念がイスラム

思想に与えた影響とそれらを前提にして構築されたイスラム教における人間観の検討を目指す。 

 

（2）年度の目標設定 

 小島は、2023 年 7 月に開催した研究会での口頭報告を論文としてまとめる。また、2023 年 9 月

の他班主催の研究会で知り得た知識にもとづいて世界人権宣言起草委員会の主要メンバーだった中

華民国の張彭春について 10 月の日本中国学会年次大会で口頭報告し、その後論文としてまとめる。 

中村は、中華民国憲法（1947 年制定）の事実上の生みの親である張君勱の政治思想を分析対象と

して、近現代中国・香港・台湾のうち、中国と香港における尊厳概念史を重点的に考察する。 

牧角は、東アジアの中でも中国を対象に、主に近代における新概念の受容と変容について考察す

る。具体的には、中国近代の知識人の一典型として周作人を取り上げ、『新青年』の初期に掲載さ

れた「人間の文学」の分析を通じて、中国近代における「人間」観の一例を提示する。 

小倉は、日本や朝鮮において、性、生、死、歴史、ことばなどがどのように考えられてきたかを

分析している。それらは日本や朝鮮というそれぞれの枠内においても多様であり、大陸文明に近い

ものもあればそうでないものもある。大陸文明的な「人間」ではなく、非大陸文明的な「ひと」の

尊厳とはなにか、ということを考える。 

清水は、倫理学的視点を方法的に反省しながら、個別具体的な研究をおこなう。具体的には、16

～18 世紀の日本の思想史から「尊厳概念」の歴史的変遷と実体を明らかにするとともに、あわせて

日本における少数民族問題から「尊厳概念」の解明のための補助的考察を加える。 

犬塚は、近代日本における尊厳概念の展開の一例として、哲学者和辻哲郎（1889～1960）の倫理

学の基本的構造とその尊厳概念を、彼の主要著作『倫理学』、およびそれに連なる著作群の分析を

通じて明らかにする。また、今日の尊厳研究における和辻倫理学の可能性についても検討する。 

ギブソン松井は、日本近現代文学の中から尊厳概念の検討に適した作品を選定し、各作品の人間

の生き様の表象を掬い取りながら、人間の脆弱性も含めもつ尊厳概念を明らかにすることを目指

す。 

前川は、近代日本の仏教者が、西洋由来の「尊厳」や「人格」について、どのような理解を行っ

たかを、思想史的な観点から検討を行う。特に西洋との接触が始まった明治期、および仏教福祉が

提供された大正期以後に焦点をあてて考察を行う。 

菊地は、尊厳の類似概念であるカラーマが啓典クルアーンにおいていかなる役割を演じているの

かを考察し、その概念と西欧由来の尊厳概念との異同、およびイスラム古典思想への影響について

調査する。 

 

（3）研究の進展状況 

 小島は、論考「唐君毅の「自作主宰」―人格尊厳の根拠として」を執筆して本班の論文集『尊厳

概念の転移』に寄稿した。また、日本中国学会の歴史部会で「世界人権宣言における良知」と題す

る研究発表を行い、これをもとにした論文を『死生学応用倫理研究』に投稿した。 

中村は、張君勱の尊厳をめぐる政治思想を一つの核にして、20 世紀の中国および香港で尊厳概念

が「人格」概念とどのように結びついていたのかについて新たな見解を提示した。なお、台湾の動
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向については陳文松氏・陳建守氏（2024 年 5 月招聘）から、中国の動向については孫宏雲氏（2024

年 8 月招聘）から、それぞれ助言を得た。 

牧角は、2023 年 7 月に開催した研究会での口頭報告と議論を踏まえて、論考「周作人『人間の文

学』に見る中国近代知識人の「人間」観」を執筆して本班の論文集『尊厳概念の転移』に発表し

た。 

小倉は、性、生、死、歴史、ことばなどを「実体系」のものと「非実体系」のものに分類した。

例えば、「言霊こそ日本人の言語観である」などといわれるが、これは日本人の多様な言語観の中

で一部に過ぎない実体系のものを一般化した認識である。単一の観念に回収されない「ひと」の営

みに、尊厳を見出す作業をしている。 

清水は、現代の「当事者」概念と尊厳概念について、「「世教」再考―当事者とはだれか」を

『弘道』に投稿し、「「開くことと閉じること」―当事者とは誰か・道徳の主体と尊厳」を『キリ

スト教と諸学』に投稿した。また「伝統思想における尊厳概念―十七・十八世紀の日本思想とその

方法から」を本班の論文集『尊厳概念の転移』に寄稿した。 

犬塚は、和辻哲郎の主要著作『倫理学』、およびそれに連なる著作群の分析を完了した。これに

よって、和辻倫理学における二種の尊厳概念とその両立の構造、また、今日の尊厳研究における和

辻倫理学の可能性が明らかになった。 

ギブソン松井は、日本近代文学の私小説における人間の弱さに関する表現を細やかな洞察力を援

用しながら考察し、近代西洋合理主義に回収できない人間観の分析へと研究を発展させることがで

きた。 

前川は、明治期において最初に西洋思想に接した島地黙雷、最初期に大学教育を受けた清沢満

之、仏教福祉を提唱した渡辺海旭・矢吹慶輝・椎尾辨匡といった、各時期を代表する仏教者の「尊

厳」「人格」に関わる発言を検討し、彼らが相互依存（縁起）を中心とする独特の社会理解から

「尊厳」を理解していることを確認した。 

菊地は、カラーマという概念に注目しその派生語がクルアーンにおいてどのような機能を持って

いるのかを調査し、それらがイスラム古典思想の義務賦課概念と密接に結びついており、神学上の

差異に帰着していることを明らかにした（小島編, 2024）。 

 

2.3.2. 研究計画と公募研究の連携で得られた成果 

（1） 研究計画 

 小島は、唐君毅が書いた諸テクストを分析することで、彼が自由概念の「みずからによる」とい

う自立・自主を重視したことを確認できた（小島, 2024）。また、張彭春自身の著作や僚友だった

Humphrey の日記、蒋介石の演説などの資料を分析し、張が「良知」を世界人権宣言第一条に

conscience として加えたのは、漢族知識人にとっての常識だった知識を世界共通の普遍的な理念と

して提起したのだとする学説を実証的に裏付けることに成功した（小島, 2025）。 

中村は、張君勱の尊厳をめぐる政治思想について考察を深め、20 世紀の中国および香港において

尊厳概念が少なくとも政治家や知識人たちの間で着実に広まっていたことを証明すべく、東京では

収集できない次の二つの史料群を重点的に検討した。（1）愛知大学に保管されている関連史料、

（2）政治大学〔台湾〕で新たに整理・公開された張君勱の手稿がそれである。 
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牧角は、A03 主催の研究会における中国近代の人間観に関する各報告の内容を精査し、活発な議

論を経たうえで、論考にまとめることを試みた。その結果、西洋由来の「尊厳」概念は「人間」の

自立を前提とすること、なおその「人間」観の確立において、日本と中国の知識人たちがどのよう

に関わり表現したのかについて確認できた。 

小倉は、本班の論文集『尊厳概念の転移』に日本群島文明の「ひと」観に関する論文を書いた。

またハイデガー・フォーラム第 19 回大会でこの問題について講演した。朝鮮に関しては第 30 回儒

教思想と退渓学国際学術会議で日本思想と朝鮮思想の関係について発表した。まだ公刊はされてい

ないが、朝鮮の安重根と白磁に関する論文を書いた。 

清水は、論集『尊厳概念の転移』（2024）への寄稿の中で、18 世紀の安藤昌益の思想は、中華か

らみて東夷となる日本の位置づけを、当時の蝦夷地および蝦夷を「東夷」とすることで「尊厳概念」

に新たな方法意識を与える可能性をもつものと分析するとともに、そのことを「天」を「天帝」、

「人」を「男女」と表記するような、相依性・相互性にもとづいて人間や自然を位置づける彼の独

特な人間観と連関させて考察した。 

犬塚は、和辻哲郎における尊厳概念の分析を通して、共同体の成員となりうるものとしての尊厳

という関係的尊厳概念と、絶対空という絶対者に根差したものとしての尊厳という絶対的尊厳概念

とが、個が有する否定性を軸に両立する可能性を明らかにした（犬塚, 2024）。また、小松美彦と

加藤泰史の議論と照らし合わせながら、今日の尊厳研究における和辻倫理学の可能性――尊厳の承

認とその変化の構造――についても提示した（同前）。 

ギブソン松井は、日本近代文学作品（特に私小説）を取り上げ、個別の登場人物の生き様を分析

することによって、人間の実感としての尊厳感情がいかに保持あるいは毀損されるかに注目し、接

触場面での他者から受ける言葉や態度（動作や振る舞いなど）が決定的な役割を果たすことを確認

した。そして尊厳概念と人間の経験が有機的に連動していることを呈示することができた（小島篇, 

2024)。 

前川は、明治期において最初に西洋思想に接した島地黙雷、最初期に大学教育を受けた清沢満之、

仏教福祉を提唱した渡辺海旭・矢吹慶輝・椎尾辨匡といった、各時期を代表する仏教者にみられる

「尊厳」「人格」に関わる発言を検討し、相互依存（縁起）を中心とする独特の社会理解が彼らに

一貫して見られ、その立場から「尊厳」「人格」を理解していることを明らかにした（前川 , 

2024）。 

菊地は、日本国内においてイスラム思想内の尊厳概念が主に歴史学の視点から考察されてきたの

（加藤編, 2024）とは見方を異にし、啓典クルアーンにおけるカラーマ概念の用法の検討を手始め

に、カラーマとタクリーフ（義務賦課）概念とのつながりを考察することでイスラム思想史の枠組

みから尊厳概念を問い直すことができた（小島編, 2024）。 

 

（2）公募研究：各公募研究者 

姚毅は、中国と台湾、両地域の代理出産法制化をめぐる議論を調べた。代理出産をめぐって中国

と台湾では一時法制化する動きが活発になったが、両方とも挫折していた。両地域は人権思想や民

主化の度合いが随分異なるが、代理出産法制化をめぐる議論においては意外に高い相似性が見られ

る。その相似性は漢民族の家族主義に由来していると考えられる。 
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福井は、今年度ヴァヌアツ共和国の国内事情により現地調査ができず、そこで文献研究から自然

物や土地が人格を形成するというオセアニア的社会構造を再考した。その結果は来年度以降、学会

発表や論文で公にする予定である。加えて B05 の笹月桃子氏と連携し、研究会を開催した。福井は

そこでオセアニア的人格の特徴と、その共在性を明らかにし、文化人類学的な人格論の限界と可能

性を示唆した（福井, 2024）。 
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2.4. A04：世界哲学史構想班  

2.4.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

 A04 班では「尊厳」概念の哲学的意義と射程を明らかにするために、まずは「世界哲学・世界哲

学史」の枠組みを構築し、その視野から古代から現代に至る複数の哲学伝統を検討して、それらを

比較しつつそこに見られる多様な「尊厳」概念のあり方について考察を行う。 

 納富は、世界哲学・世界哲学史全体の構想を進め、その枠組みを理論的に整備し、国際的な展開

にあたる。古代ギリシア哲学を基盤に、「尊厳」をめぐる比較哲学の構築を目指す。最終的に、①

古代ギリシア哲学を基盤とする西洋哲学伝統の位置付け、②「東アジア哲学史」の構築、③「尊厳」

概念への基本視座策定を行う。 

 中島は、世界哲学・世界哲学史を具体的に展開し、それらと自然科学や科学技術との対話構築を

目指す。最終的に、①世界哲学としての中国哲学と科学技術との対話、②世界哲学としての日本哲

学と科学技術との対話、③対話から出てくる「尊厳」の位置付けを行う。 

 日本の近代には「尊厳」の受容史が不在であると考えられていたが、上原は第一次フェミニズム

運動を担った女性思想家・社会活動家の言説における「尊厳」という用語とテキストを選定し、そ

の言語現象を手掛かりに、近代の「空白」期間の「尊厳」思想が、フェミニズム運動から始まった

ということを明らかにする。 

 

（2）年度の目標設定 

 納富は、古代ギリシア哲学・哲学史を基盤に、①西洋哲学の「尊厳」概念の基礎を明らかにし、

②東アジア哲学などの同様の概念との伝統の比較を目指し、まずはその考察のための世界哲学・世

界哲学史の枠組みと方法論の策定、並びに海外でのネットワーク作りを行う。 

 中島は、中国哲学・哲学史と日本哲学・日本哲学を基盤に、海外の研究者とともに、科学技術と

の対話の中で「尊厳」もしくはそれに類する概念がどう論じられているかを検討する。 

 上原は第一次フェミニズム運動を担った女性思想家、平塚らいてう・与謝野晶子の言説における

「尊厳」という用語を選定し、その言語現象を手掛かりに近代の「空白」期間の「尊厳」思想の内

実と背景について検討する。 

 

（3）研究の進展状況 

 納富は、2024 年 8 月にイタリア・ローマで開催された世界哲学会議 WCP で複数の研究発表で

「世界哲学・世界哲学史」の構想を提示しており、諸外国からの参加者から「東アジア哲学史」構

想の妥当性の示唆と協力をえている。またヘレニズム・ローマ期の哲学における「尊厳」概念につ

いて考察を開始している。 

 中島は、その同じ世界哲学会議 WCP において、複数のパネルの司会を務め、ネットワーキング

を行った。とりわけブレット・デービス教授（日本哲学、ロヨラ大学メリーランド）と交流を深め、

その著作を『日本哲学――世界哲学への貢献として問い直す』として翻訳し、中島による解説をつ

けて出版することにした。また、科学技術を問い直している哲学者ユク・ホイ教授（エラスムス大

学）と「近代の超克」をめぐる国際シンポジウム“The Standpoint of Heimatlosigkeit and the Planet”
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を 2024 年 11 月 29 日～30 日にかけて開催し、「尊厳」概念に隣接する「故郷」や「居場所」につ

いて、科学哲学研究者である下村寅太郎を軸に発表した。また、2025 年 1 月 7 日～10 日にかけて、

"Techne and Human Sciences in the 21st Century" と題して国際シンポジウムを開催する予定であ

る。 

 上原はフェミニストが導入した「尊厳」の思想背景とカント哲学との関連を調査し、彼女ら独自

の「尊厳」の意味を検討した。これは、加藤泰史代表と他班の研究者２名と共に日本倫理学会の

「主題別討議」で発表され、ディスカッションを通じて明治終盤～大正期の社会運動・ジャーナリ

ズム・哲学における「尊厳」の研究へと進める展望を開いた。 
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2.5. B01：法制度［憲法/メディアなどを含む］班  

2.5.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

  B01 班の目的は、尊厳に関して法学の観点から解釈、実効性、課題について明らかにすることで

ある。そのため、尊厳がどのような法分野で実定法化され適用されているのかを、各国の憲法や法

令、判例、学説等を取り上げて、解釈や意義に関して検討し、一定の解釈のモデルを提示する。研

究課題が部分的に共通する B02 班と連携しながら、「法的概念」としての「尊厳」概念を主に考察

して、A02 班や B04 班/B05 班に研究成果を提供する。 

各研究者の具体的な目標は以下の通りである。建石は、憲法上の生命権や健康権に関わる「終末

期の患者の権利」及び「生殖補助医療における関係者の権利」に関する法制度や判例、学説を、

「尊厳の尊重」という観点から検討し、人権としての尊厳の射程および人権保護としての解釈を明

らかにする。池田は、性と生殖に関わる領域において、尊厳概念がどのように用いられており、そ

こにはどのような可能性と限界があるのかを、日本法及び関連する外国法の立法例、裁判例、学説

を素材に検討し、尊厳概念の法哲学上の意義を明らかにする。宮下は、プライバシー・個人情報保

護をめぐる尊厳の位置づけについて法的考察を行い、アメリカのプライバシー権の議論や EU の個

人データ保護法との比較の中で、日本国憲法や日本の個人情報保護法における「尊厳」の位置づけ

を明らかにする。松尾は、遺伝的な親を知る権利としての「自己の出自を知る権利」の保障に関す

る独仏の法状況および欧州人権裁判所の判例の検討を通じ、個人が自ら自分を定義する権利として

の自己定義の権利、また尊厳ある個人として尊重される法的利益を明らかにする。 

 

（2）年度の目標設定 

 建石は、欧州の生命倫理としての尊厳原則について、終末期における患者の権利を取り上げてそ

の解釈を明らかにする。池田は、ジェンダー・セクシュアリティをめぐる近時の立法や裁判例（主

として日本法）において、尊厳概念がどのように言及され、援用されているかを分析する。宮下は、

2024 年に成立した EU の AI 規則と個人データ保護法（GDPR）との関係性の中から、human-

centric の思想から尊厳の位置づけについて研究する。また、日本における同種の法制度や日本国憲

法制定時の議論から尊厳の基礎研究を行う。松尾は、いまだ日本では不明確な状況が続く「出自」

情報の内容について、ドイツおよび フランスの生殖補助医療、内密出産あるいは匿名出産、養子

縁組の各文脈において記録される当該情報について検討する。 

 

（3）研究の進展状況 

各研究者の進展状況は次のとおりである。建石は、フランスの終末期における患者の権利につい

て脆弱性と尊厳の観点から検討し、9 月の日仏法学研究会において報告を行った。その他、論考も

近刊の予定。引き続きフランスの終末期法案について尊厳の観点から検討を行う。池田は、日本に

おける「多様な性」理解増進法（いわゆる LGBT 法）を中心に検討し、7 月の法哲学・社会哲学学

会連合（IVR）で報告を行った他、関連する論考を刊行した。宮下は、AI 規則 14 条の「人間によ

る統制（英語版と仏語版の異同）」と GDPR22 条の「人間介入の権利」を視点とした、人間と AI/

データの関係性から尊厳の意味を探ってきた。日本におけるデータ保護や AI 規制論における違いを
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明らかにするため、引き続き検討を行う。松尾は、ドイツおよびフランスの法制度上収集される義

務的な「出自」情報と任意の「出自」情報と、日本の特別養子縁組における「出自」情報について

比較、検討を行った。現在は上記「出自」情報が設定された立法過程について調査中であり、検討

は未だ中途である。 

 

2.5.2. 研究計画と公募研究の連携で得られた成果 

（1）研究計画 

建石は、終末期の患者の権利における尊厳原則について、日本においては死に関する自己決定権

が判例上も学説においても不明確であることを明らかにした（建石 a）。さらに終末期の患者の権

利としての尊厳の保護のあり方は、患者の状況―精神的・身体的に脆弱か否かーとの関係における

意思決定の可能性と連動していることを明らかにした（建石、2024b）。生殖補助医療における生

命倫理としての尊厳に関しては、欧州においては，日本と異なり、生命倫理が倫理に留まらず実定

法であることを明らかにした（建石、2024c） 

・建石 a “Accès aux soins et la fin de vie au Japon :des traitements respectueux de la dignité “ in 

Concilier santé et droits fondamentaux en période de pandémie, Bryant (pp.329-344). 

・建石 b 「終末期にある人の権利保護と『脆弱性』」、田坂さつき編『生命操作の倫理』、知泉社、

2025 年 2 月刊行予定。 

・建石 c「生殖補助医療の法制化で問われる生命倫理−尊厳、精神及び身体ノ完全性、自己決定権

−」、学術会議叢書 32『生殖補助医療のこれからー社会の合意に至るために考えること−』、日本

学術協力財団、2025 年 2 月刊行予定。 

池田は、「多様な性」理解増進法（いわゆる LGBT 法）をめぐる立法過程や審議過程、そして立

法に対する社会的受け止め等を分析し、セクシュアリティに関わる尊厳の保障をめぐる日本社会の

課題を検討した（池田 a）。その成果の一端を国際学会で報告し、諸外国の関連制度との関連を明

らかにした（池田 b）。また、婚姻制度の将来についての検討において、同性婚訴訟における尊厳

概念の援用に着目し、慎重な検討の必要性を指摘した（池田 c）。 

・池田 a『LGBT のコモン・センス――自分らしく生きられる世界へ』、第三文明社、2024 年 6 月。 

・池田 b “Sexual Diversity and Japanese Law: the Importance of Accurate and Careful Understanding” 

The 31st World Congress of the International Association for Philosophy of Law and Social Philosophy, 

July 2024. 

・池田 c 「婚姻の契約化と婚姻廃止論――婚姻法と親子法の幸せな「離婚」は可能か」、『法律時

報』、2025 年 3 月号。 

宮下は個人情報保護法や AI 関連規制において個人の尊厳の意味について検討を行った。宮下 a は

医療 DX における個人の尊厳の意味について、宮下 b は宮下 c における議論を基に EU の AI 規則に

おける「人間による統制」と関連する判例について分析した。 

・宮下 a「マイナ保険証と医療における『個人の尊厳』」、大阪保険医雑誌 698 号（2024）。 

・宮下 b「AI と憲法：『人間による統制』の意義」、白鴎大学法政策研究所年報 17 号（2025 近

刊）。 

・宮下 c ‘A Deep Dive into the Legal Issues and Regulations on Generative AI’ Lawyers Associated 

Worldwide 2024, 18 April 2024 
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松尾は、生殖補助医療、内密出産あるいは匿名出産、養子縁組における「出自」情報およびその

開示プロセスについて、ドイツはいずれの場合においても同権利を優先する傾向がある一方、フラ

ンスは権利の保障を事例毎に変化させていることを明らかにした（松尾、2025a）。また、日本の

特別養子縁組について、東京都が定めた要綱と国の各種通知を比較し、両者の間にある当事者の権

利保障の異同について検討した（松尾、2025ｂ）。 

・松尾 a 「法的な『出自』情報とは何かー内密出産、匿名出産、生殖補助医療および養子縁組に

関する独仏の状況を参考にしてー」、法学志林 122 巻４号掲載予定（再校中） 

・松尾ｂ 「特別養子縁組における「出自」情報に関する一考察―「他者のプライバシー」として

の「自己の出自」―」、法政法学 31 号掲載予定（再校中） 
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2.6. B02：政治［国際政治/移民・難民などを含む］班 

2.6.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

 班全体としては、昨年度までの研究会、外部スピーカーを招いた研究会、長崎における被爆者と

尊厳にかかわる調査などを踏まえて、国際社会における法、政治、社会、文化などさまざまな領域

において、「尊厳」概念がどのように利用され、言及されてきたか、それぞれの由来、発展過程に

ついて基本的な見取り図を得ることを目標とした。芝崎は国際文化論の観点から、国際交流、音楽

における尊厳の問題を検証する。斎藤は政治理論において、尊厳の毀損にかかわる諸概念について

検討する。川眞田は国連憲章ほかの国際法における尊厳概念の導入過程を検証する。岸見は入管に

おける非人道的な取り扱いに関して、「尊厳」概念の有用性を分析する。 

 

（2）年度の目標設定 

 班全体としての目標は、各自の専門分野における研究をさらに深めることに加えて、班全体のテ

ーマである「国際社会における尊厳」をとらえる統一的な理論的、哲学的な視座を確立することに

あった。具体的には、2024 年度にメンバーの一人である芝崎が刊行した『グローバル関係の思想史 

万有連関の世界認識研究へ』（晃洋書房、2024 年）をめぐる合評会や研究会、ホロコーストに関す

る尊厳をめぐる海外調査などを計画した。さらに、他の班との共同・連携活動を強化することを目

標とした。 

芝崎は、同書の研究成果をできるかぎり領域横断的、学際的な形で検討することで、国際社会に

おける尊厳概念がもつグローバルな広がりに関する理論的な考察を試みた。斎藤は「劣位化」に関

する先行研究を整理した上で、それらが「尊厳」概念に基づくリベラルな社会の形成に対する有効

性を検証した。川眞田は世界人権宣言における尊厳概念の導入過程について、先行研究に基づいて

分析を進めた。岸見は入管へのフィールドワークや英国など海外の事例についての先行研究を検討

した。 

 

（3）研究の進展状況 

 班全体としては、９月に研究協力者として柳原伸洋（東京女子大学）を伴い、ミュンヒェン、ダ

ッハウ、クラコフ、アウシュヴィッツ、ワルシャワを訪問、強制収容所、絶滅収容所をはじめとす

る数多くのホロコースト、ナチ・ドイツ、第二次世界大戦関連の歴史的遺構を訪問し、フィールド

ワークを行った。また、同じく９月に『グローバル関係の思想史』の合評会を開催した。他班との

連携は、７月に A02 班主催の研究会に出席し、登壇、コメントを行った。また、年度内には韓国に

おける尊厳にかかわる歴史的遺構の調査を行い、A02 班、B01 班ほかが参加する合同研究会への参

加を予定している。 

 メンバー各自も順調に業績を蓄積している。例を挙げると、岸見は『難民研究ジャーナル』に無

知の認識論に関する論考を発表し、芝崎は『現代思想』に尊厳概念を基調に据えた国際関係の将来

を展望している。 
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2.7. B03：経済・福祉政策班 

2.7.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

人間の尊厳は不可侵の絶対性をもつ，毀損されることも比較秤量されることもない．この言明は

尊厳尊重義務の崇高性を喚起すると同時に，尊厳尊重義務違反を糾弾し，個々人が受けた測り知れ

ない被害を測り，社会的に補償することの重要性をも喚起する．B03 班の目的は介護や医療，福祉

などの臨床場面，ならびに病と障害当事者の生活場面において出現する尊厳問題に着目し，学問の

方法的枠組と福祉国家のあり方を批判的に精査することにある． 

後藤は，「尊厳へのケイパビリティ」概念を措定して、尊厳尊重義務違反の事実と，尊厳をも含

む個人のケイパビリティを測る方途を探る．ここでいうケイパビリティは「本人が選ぶ理由のある

生」の機会集合を指す．その大きさは資源と資源利用能力により規定される．その不足は資源の社

会的移転を要請する根拠とされる．  

稲原は、マイノリティ当事者（特に、障害当事者とその家族）の「生きづらさ」や「尊厳」につ

いて、「生きられた経験」に注目し、現象学的アプローチを使って明らかにする。当事者性の高い

参加者を集めた哲学カフェを企画運営し、対話のなかで構築されていくコミュニティのあり方、そ

こで得られた語りから尊厳を捉え直す。 

日笠は、認知症を有する人の「尊厳」がどう捉えられ、それをどう尊重するかについて、主に医

療・ケアの意思決定の文脈において検討する。生命倫理学における先行研究の理論を検討し、家族

や医療・ケアの専門職者らとの意見交換を行うことで、意思決定において認知症を有する人の尊厳

を尊重するあり方を明らかにする。 

 

（2） 年度の目標設定 

 後藤は，（家庭，学校，職場，施設，病院，国境など，さまざまな空間の）「内と外を自由に出

入りする」個人のケイパビリティ（＝「本人が選ぶ理由のある生」の機会集合）を測定する方法の

定式化に努める．ポイントは，人間行動の双対性に着目しつつ，1）尊厳を含む機能リストの選定，

2）自由概念の再定式化，3）当事者アイデンティティの概念化にある． 

稲原は、神戸大学附属特別支援学校の在校生と卒業生の保護者を対象にした哲学カフェを企画運

営する。今年度は信頼関係を構築することを重視する。また、当事者性と尊厳に関するワークショ

ップを 2 回開催し、女性障害者の経験を研究している研究者と現象学を研究している研究者から学

術的情報を収集する。 

日笠は、医療・ケアの受け手が「自律的ではない」と判断される認知症状態などの場合に、意思

決定においてその人にとっての益や害がどのような内容として捉えられているかを検討する。これ

により、その人の尊厳やそれを尊重するあり方についての多様な捉え方を把握する。 

 

（3）研究の進展状況 

 後藤は，観察不可能な個人の機会集合の構成方法を探究し，他領域への応用可能性を探った。ま

た，福祉と capability の視点から労使関係をめぐる諸問題を広く捉え返すことを目的として，

「Well-being and the Future of Industrial Relations」を開催した．計量経済学・社会政策学・規範経
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済学などの異なるアプローチが突き合わされ，情報理論・脳科学・教育工学への応用可能性が検討

された． 

稲原は、神戸大学附属特別支援学校の在校生と卒業生の保護者を対象とした哲学カフェを 5 回開

催し、来年度につながる土台ができた。また、2024 年 12 月 14 日に「ディスアビリティとジェンダ

ーの交差性：尊厳・人格・倫理」、2025 年 2 月 15 日に「現象学と尊厳―経験と差別を考える」の

2 つのワークショップを開催した。 

日笠は、認知症を有する人の尊厳の尊重が、認知症状態での益や関心の促進や、苦痛緩和や基本

的ケアの提供などと論じられることを明らかにした。また、2024 年 9 月 8 日にワークショップ「認

知症と尊厳・人格・最善」を開催し、認知症を有する人の尊厳への多様な専門的観点からのアプロ

ーチについて把握した。 

 

2.7.2．研究計画と公募研究の連携で得られた成果 

後藤は，次の 2 つの結果を得た．1）合理的自由の定式化（選択肢 A と B に関して，一方の値が

高く他方が低いとしたら，個人の選択は合理的必然であっても自由とはいえない）．2）グルー

プ・ケイパビリティの定式化（個々人の実現機能値をもとに一定の規範的集計ルールで構成する）．

このプロセスは，一定の病や障害をもつ当事者が自分たちの要求を集約するプロセスと解釈される． 
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2.8. B04：先端科学技術政策班 

2.8.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

 B04 では、AI・ロボットといった先端科学技術の社会的受容（あるいは拒否）において「尊厳」

概念がどのように規範として機能しうるのかという問いに答えることを目標にし、問題点の析出と

影響の評価を、主に先行研究のサーベイや AI・ロボット研究者へのインタビューを通して明らかに

する。 

 杉本は、本プロジェクトで雇用する特任助教と連携して、AI・ロボットの社会的受容に伴う尊厳

の問題に関して、先行研究のサーベイや AI・ロボット研究者へのインタビューを実施する。その結

果を踏まえて、 人間の尊厳や AI・ロボットの尊厳への影響を明らかにする。 

西條は、AI・ロボットのジェンダー化がもつ社会的含意や、社会のなかの性差別との関わりの分

析、ソーシャルロボットと人間の親密な関係性を考察する。 

小山は、国際的にも著名なロボット工学者である大阪大学の石黒浩教授をはじめ石黒研究室のメ

ンバーと協働して、AI・ロボットの社会的受容に伴う尊厳の問題を信頼やプライバシーの観点から

検討する。 

本田は、トランスヒューマニズムが人間や AI・ロボットの尊厳に与える影響を評価する。特に、

身体保守主義の立場から、身体改造によって人間の身体が人工物に置き換わることによって、どの

ような問題が生じるかを考察する。 

特任助教の伊藤は、AI・ロボットの社会的受容に伴う尊厳の問題に関して、先行研究のサーベイ

や AI・ロボット研究者へのインタビューを実施する。その結果を踏まえて、 人間の尊厳や AI・ロ

ボットの尊厳への影響を明らかにする。 

 

（2）年度の目標設定 

 杉本は、特任助教と連携して、AI・ロボットの社会的受容に伴う尊厳の問題に関して、AI・ロボ

ット研究者へのインタビューを実施する。また、尊厳概念が本質的に論争可能な概念かどうかを検

討する。さらに、AI 倫理の諸問題とカントの尊厳概念の応用可能性を考察する。 

西條は、AI・ロボットのジェンダー化がもつ社会的含意やそれらに対する人のセクシュアリティ

を代用品ではなく固有の性的指向ととらえる立場で考察する。 

小山は、自動運転車をその車を監視するのがドライバーかロボットかによって分けるように、対

話システムのレベル分けを検討する。 

本田は、トランスヒューマニズムが人間の尊厳を貶めるかどうかを検討する。そのため、ポスト

ヒューマンの尊厳を擁護するニック・ボストロムの議論を検討し、その問題点を検討する。 

特任助教の伊藤は、AI・ロボットの社会的受容に伴う尊厳の問題に関して、先行研究のサーベイ

や AI・ロボット研究者へのインタビューを実施する。また、尊厳概念が本質的に論争可能な概念か

どうかを検討する。 

 

（3）研究の進展状況 
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 B04 では、今年度の研究は概ね順調に進展している。杉本は、特任助教の伊藤と連携して、AI・

ロボットの社会的受容に伴う尊厳の問題に関して、AI・ロボット研究者へのインタビューを実施し

た。また、尊厳概念が本質的に論争可能な概念ではないことを明らかにし、現在の論争は概念それ

自体のせいでなく、意味の混同のせいであることを明らかにした。さらに、AI 倫理の諸問題とカン

トの尊厳概念の応用可能性を考察した。 

西條は、近刊論文や研究会において AI・ロボットのジェンダー化がもつ社会的含意やそれらに対

する人のセクシュアリティを代用品ではなく固有の性的指向ととらえる立場で考察した。 

小山は、対話システムのレベル分けを、その対話の「発言権」を取り扱うことができるかどうか

でレベル分けすることを提案した。チャットボットのように特定の発言に応答できるのがレベル１、

発言が限定されないのがレベル２、誰に発言権があるかを認識できるのがレベル３、発言権に齟齬

が生じたとき調整できる高度な取り合いができるのがレベル４である。 

本田は、ポストヒューマンの尊厳を擁護するニック・ボストロムの議論を検討し、その問題点と

して、身体改造を享受できる富裕層と享受できない貧困層のあいだの経済格差の問題と、身体改造

によって身体に備わった自然な志向性が第三者のメンテナンスを必要とする技術に媒介された志向

性に置き換わることで、市民社会の自律性を棄損してしまう問題を明らかにした。また、神道やそ

れに接続するテクノアニミズムの観点から日本でトランスヒューマニズムを受け入れることの困難

さを明らかにする。 

特任助教の伊藤は、AI・ロボットの社会的受容に伴う尊厳の問題に関して、先行研究のサーベイ

や AI・ロボット研究者へのインタビューを実施した。また、尊厳概念が本質的に論争可能な概念で

はないことを明らかにし、現在の論争は概念それ自体のせいでなく、意味の混同のせいであること

を明らかにした。 

 

2.8.2. 研究計画と公募研究の連携で得られた成果 

（1） 研究計画 

 杉本は、尊厳概念が本質的に論争可能な概念ではないことを明らかにし、現在の論争は概念それ

自体のせいでなく、意味の混同のせいであることを明らかにした（Ito & Sugimoto 2024）。また、

AI 倫理の諸問題とカントの尊厳概念の応用可能性を考察した（Sugimoto 2024; 杉本 2024a）。さら

に、A02 班の宇佐美の論文に対する書評を行った（杉本 2024b）。 

西條は、近刊論文や研究会において AI・ロボットのジェンダー化がもつ社会的含意やそれらに対

する人のセクシュアリティを代用品ではなく固有の性的指向ととらえる立場で考察した（西條 

2024a; 西條 2024b）。 

小山は、対話システムのレベル分けを、その対話の「発言権」を取り扱うことができるかどうか

でレベル分けすることを提案した（小山 & 西村 2024）。チャットボットのように特定の発言に応

答できるのがレベル１、発言が限定されないのがレベル２、誰に発言権があるかを認識できるのが

レベル３、発言権に齟齬が生じたとき調整できる高度な取り合いができるのがレベル４である。 

本田は、神道やそれに接続するテクノアニミズムの観点から、日本でロボットが受容される一方

で、トランスヒューマニズムを受け入れることの文化的・宗教的障壁を明らかにした（ Honda 

2024）。 
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特任助教の伊藤は、AI・ロボットの社会的受容に伴う尊厳の問題に関して、先行研究のサーベイ

や AI・ロボット研究者へのインタビューを実施した。また、尊厳概念が本質的に論争可能な概念で

はないことを明らかにし、現在の論争は概念それ自体のせいでなく、意味の混同のせいであること

を明らかにした（Ito & Sugimoto 2024）。 
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2.9. B05：先端医療技術政策班 

2.9.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

B05 では、先端医療技術の倫理問題を中心に医療そのもののあり方や医療の社会的影響を「尊厳」

の毀損の観点から分析するのが目標である。ゲノム医療推進法が制定され、その実施計画の策定が

進められている。その現状を踏まえ、「尊厳」の毀損の現場を的確に捉えてそれを克服する豊かな

方向性を「尊厳」概念の中に探る。 

田坂は、研究代表者として、ゲノム医療やミトコンドリア置換などの最先端医療に関わる尊厳の

毀損の問題についての勉強会や研究会を企画して、B05 としての研究を推進する。また、尊厳死・

安楽死問題に関わる尊厳の毀損について、進行性難病 ALS 患者などの重度障害者との臨床哲学対話

を学生と授業の一環として実施し、当事者と協働で研究を推進する。 

加藤は、尊厳理解にはキケロから現代英米哲学に至るまでの「地位・身分」としての伝統的理解

と、ルターから始まりプーフェンドルフを経てカントにおいて確立される「内在的価値」としての

カント的理解の二つの系譜があるという、尊厳概念についての概念史的研究を踏まえて、看護倫理

学で議論される「高齢者の尊厳」の内実を明らかにし、そこで生じている問題の克服を目指す。 

松原は、先端医療技術の社会的実装の基盤となる現在の医療・福祉に関わる制度および行政に内

在する優生思想の問題について検討する。優生政策の策定と展開の過程を文書にもとづき実証的に

分析し、その知見にもとづいて、現代の科学技術・医療技術の課題を尊厳学的な見地から提示する。 

香川は「尊厳」概念の観点を踏まえ、①生命科学の最先端技術の現状を分析し、臨床応用の可能

性を検討することとともに、②安楽死・尊厳死をめぐる日本と欧米（ことに米国と英仏）の議論の

状況を俯瞰し、論点の整理と今後の方向性を明らかにすることを目標とする。       

美馬は、ゲノム編集、安楽死、AI、ロボットに関わる論争に関して、医療社会学および科学技術

社会論の観点から考察し、言説分析の手法を用いて、議論の前提となっている認識を批判的に見直

し、現代社会における先端的な医療技術が「尊厳」の概念にどのような変更をもたらしているかを、

理論的に解明する基盤を構築する。 

石井はゲノム編集・iPS/ES 細胞の患者治療および生殖応用に際する当事者の尊厳について検討す

る。特に、2023 年、世界初めて米英で承認されたゲノム編集治療 Casgevy と自己 iPS 細胞から作成

された生殖細胞の同性夫婦および単一親の生殖利用を分析対象とした。 

笹月は、小児の脳死下臓器提供・生命維持治療・出生前/着床前診断など、胎児～子どものいの

ちに関わる医療や技術利用の方針決定に至る現場での協議の構造と力学を明らかにし、子どものい

のちと最善の利益をめぐる議論の中で、子どもの「尊厳」とはどのように理解され、把握され、医

療方針に還元され得るか明らかにする。 

阿久津は、ゲノム編集技術をはじめとするゲノム改変技術と、生殖細胞・幹細胞が交差すること

で生じる尊厳の毀損の問題に焦点を当てる。また、先端医科学技術が医療のあり方や社会に与える

影響について分析し、その倫理的課題を明らかにする。 

小倉は、フランスの芸術作品における死の描かれ方の変遷に注目し、詩人や美術から近代の黎明

期の尊厳死のイメージを浮かび上がらせる。 
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（2） 年度の目標設定 

田坂は、先端医療の研究者と市民との対話を通して、先端医療技術の倫理問題を考察する機会を

設ける一方、難病患者が先端医療技術における尊厳の毀損を同様に捉えているかを哲学対話を通し

て究明する。 

加藤は、現在国際的に尊厳研究を主導しているウォルドロンの研究を批判的に検討し、それに代

わる新たな研究の方向性を模索する。 

松原は、日本の優生法の策定と運用および優生政策の展開について、強制不妊問題を中心に検討

する。特に立法や行政、医療や福祉における障害者の尊厳の毀損の具体的過程と、尊厳回復のため

の障害者運動・女性運動、さらに 2018 年以降の国賠訴訟の影響に注目して分析する。 

 香川は 1-1①について、生命科学領域に関してはすでにさまざまな応用が開始されているオル

ガノイド利用研究に焦点をあて、そこに含まれる倫理問題を明らかにし 1-1②の終末期医療をめぐ

る問題に関しては欧米での議論と日本における尊厳死言説の推移を整理する。 

 美馬は、2024 年度は、ゲノム編集、iPS 細胞、エンドオブライフケアの問題に関しての「遺伝

子化」や「医療化」という医療社会学の観点からの言説分析を進め、尊厳概念とのかかわりを考察

することを目指す。 

 石井は、Casgevy を受ける患者にとってのオフターゲット変異のリスク、また同性カップルお

よび単一親が自己 iPS 細胞由来生殖細胞（人工生殖細胞）を利用して生まれる子との‘不自然な’関係

を多角的に分析し、尊厳の保持と毀損の分水嶺を見出す。 

 笹月は、重度障害を持つ新生児の治療方針決定をめぐる国内外の議論を整理・検証し、本人が

意向を表明できない小児患者の生命維持治療の中止あるいは差し控えの方針決定の在り方について

検討する。 

阿久津は、生殖医学分野における先端医科学技術の発展と、それに伴う逸脱的応用が人間の尊厳

に及ぼす影響を検討する。特に、受精を経ずに作製される疑似受精胚（胚モデル）という新たな技

術が、生命の萌芽の操作という観点から尊厳の毀損につながる可能性について科学的意義と倫理的

課題の両面から考察する。 

 小倉は昨年度に続いて、ボードレールの後期の作品における「成熟」の観念について明らかに

し、「尊厳」dignité の前提になっているものを論じる。 

 

 

（3）研究の進展状況 

 田坂はゲノム医療推進法に関する有識者である武藤香織氏を招き、現状の報告を受ける一方で、

「尊厳」の毀損に関わる倫理問題を議論するために、2025 年２月に研究会を開催し、そこで提起さ

れた論点についてさらに研究を進めている。また、進行性難病 ALS 患者および、重度重複障害者の

親との臨床哲学対話を学生を交えて実施し、それに関する論考を含んだ編著書を 2025 年 5 月に出

版する。 

 松原は、障害者に対する強制不妊手術の根拠となった優生保護法の策定および施行過程、さらに

優生政策に反対する運動の歴史を通して、人の尊厳を毀損および回復の過程を検討した。その知見

を、ジェンダー法研究所シンポジウム、精神保健福祉連絡協議会などで報告した。またこのテーマ
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に関わり、全国精神保健福祉連絡協議会講演講師、子ども家庭庁旧優生保護法一時金認定審査会委

員（学識経験者）等として社会活動を行った。 

 香川は 1-1①のオルガノイド研究に関しては現在多岐にわたる応用の現状について情報を収集し

ている。1-1②のアメリカの「尊厳死」をめぐる状況については、近年までの議論をまとめ、研究

会に報告するとともに、論文にて成果を発表している。 

 美馬は、ゲノム編集については、クリスパー技術について生物学の哲学という観点から分析して

論文としてまとめている。また、安楽死や尊厳死に関しては、安楽死する人びとがどのように表象

されるかという独自な視点から考察し、表象文化（映画、文学作品など）での調査を進めている。 

 石井は Casgevy 治療を受けた患者の細胞に標的外変異はないと主張する薬事申請をめぐるＦＤＡ

議論に典型的な問題：消極的事実の証明を見出した。また、女性カップルおよびシングル女性が男

性の関与なく、自己 iPS 由来由来精子を使い親となるのは‘不自然’にみえるが、既存の養子縁組や母

子家庭を考えるとそうみえず、子の視点を洞察することにした 

 笹月は、B03 班との合同フォーラム（高齢認知症患者の尊厳に関わる内容）にて、目の前に在る

子どものいのちに立ち現れる尊厳について共有した上で、フロアと討議した。その議論と 2023 年

に招聘した Oxford 大学の Wilkinson 教授の論考・論文の批判的検討を統合し、子どもの尊厳の所在

と内実に関する考察を発展させている。 

阿久津は、ゲノム編集技術と生殖細胞・幹細胞研究が交差することで生じる「尊厳」の毀損問題に

ついて検討した。特に、受精卵へのゲノム編集に関する世界的な取り組みと各国の立場を整理し社

会へ向けて報告を行った。さらに、幹細胞を用いて試験管内で作製される疑似受精胚（胚モデル）

研究の意義と、それに内在する生命倫理的課題について検討した。これらの研究は、生命の萌芽と

見なされる胚を人為的に操作・作製することが、人間の尊厳や生命の価値をどのように変容させる

かという問いに向き合うものである。 

 小倉はボードレールの後期の作品と同時期の作家、ヴィクトル・ユゴーの作品とを対比しつつも、

同時代の死生観について奥行きをもって理解しようとしている。 

 

 

2.9.2. 研究計画と公募研究の連携で得られた成果 

（1）研究計画 

 田坂は今年度完了した研究について内容を精査し、次年度の取り組みへとつなげる。2025 年３月

17 日に実施した武藤香織氏の講演会で指摘された論点について共著本を出版することを検討してい

る。また、完全封じ込め状態の ALS 患者研究を医療人類学として研究しているタロニア高等研究院、

ロヴィラ・イ・ ヴィルジリ大学（URV）医療人類学研究センターのフェルナンド・ヴィダル教授

と大学院生とのオンラインでの共同研究会を 2024 年度に開催できたことにより、国際的な連携が

今後期待される。 

 加藤は、ウォルドロンの研究は尊厳概念を「地位・身分」として理解する伝統的立場に立ちなが

ら、カントをそこに位置付けることで尊厳概念を概念史的分析を通じて規定しようとしていると分

析し、そこには経験的な正当化を超えた「超越論的」解明が欠けているという問題と、概念史的分

析が欧米のものに限られているという問題があることを明らかにした。 
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 松原は、日本の断種法の歴史を優生政策の推進と反優生運動の相互作用を検討し、その既決とし

ての最近の国賠訴訟と補償制度の制定を検討したうえで、障害者等の尊厳の毀損と回復の過程を明

らかにした（松原, 2024b）。また全国精神保健福祉連絡協議会での講演等を通して、精神保健福祉

専門家を含む多様な関係者に旧優生保護法問題が示唆する現代的課題を提示した（松原, 2024a）。  

 香川は上述の成果を、田坂が編纂する論集『生命操作の倫理』(仮、2025)で総括し、主に DNAR

指示（心肺蘇生を行わないこと）と ACP （Advance Care Planning）について、日米での議論の推

移を整理した。また終末医療に関する諸点を「アメリカにおける Maid(Medical Aid-in-Dying)の歴

史と現状」（香川、2024）にまとめた。有識者のアウトリーチにあたるエッセイ集『死を考える』

に「いのちをめぐる倫理的問題」（香川、2024）を寄稿し、ACP の重要性などの啓蒙活動に努めて

いる。 

美馬は、ゲノム編集および安楽死に関する研究成果に関して『臨床と生政治―〈医〉の社会学―』

（2024）として公刊した。また、2024 年 5 月 19 日に Fernando Vidal 教授（スペイン）、Celia 

Spoden 博士（ドイツ）を招いて国際シンポジウム「Participation (Un)plugged: Exploring Dignity 

and Disability through Human-Robot Interaction」、同 11 月 28 日に蔡甫昌教授（台湾）を招いて

国際ワークショップ「日本と台湾のエンドオブライフケアの最新動向：尊厳と自己決定を再考する」

をハイブリッドで開催した。 

 石井は、ゲノム編集治療においてオフターゲット変異がない消極的事実の証明を厳格に求めると、

被験者を守る一方、将来の患者の救済を遠ざける相反、また、同性カップルおよび単一親が自己人

工生殖細胞を家族形成に使う許容性は、医学的リスク、社会的受容の観点に加え、生まれる子の受

容を推定する不確定性を見出した。 

 笹月は、人格・尊厳が人との関係性のうちに見出されるとする言説を批判的に考察し、事実とし

てそこに在る、自らの「他者」としての子どものいのちに立ち現れる尊厳について検討した。その

上で、重篤な疾患や重度の障害を持つ子どもの治療決定に際し、最善の利益として子どもの力や利

益の最大化を願うことと、そこに在って生きる子どもに危害が加わらないように守ることの両面を

ふまえた医療者と家族の協働の重要性を提起した。 

 阿久津は、多遺伝子ゲノム編集（Heritable Polygenic Editing，HPE）の概念がもたらす影響に注

目する。技術の発展と社会への影響について、日本国内および国際的な議論を整理し、生殖細胞系

列のゲノム編集技術がもたらす「尊厳」の概念の変容について検討を進める。 

 小倉はボードレールが宗教的な真理と科学的な真理との二つと距離を保ったことを中世のメラン

コリーの伝統と結びつけ、今日的な「尊厳」と位置付けた（小倉「1860 年におけるボードレールの

詩学の「成熟」」, 2024）。また、初期作品「猫たち」を考察し、その源流を模索した。（大橋洋

一編『文学理論の名著 50』収録論文、近刊） 

 

（2）公募研究：各公募研究者 

 田坂は、吉良との情報共有のためのオンライン会議の機会を持ち、吉良の研究の進捗の報告を受

け、B05 との連携の可能性の提案を行った。主に、ゲノム治療推進法や安楽死法を巡る倫理問題を

吉良から法哲学研究という側面から指摘することを求めた。またその会議の中で、石井が、ミトコ

ンドリア置換をめぐる「尊厳」を巡る問題を指摘し、寄稿論文の紹介があったので、班で共有し、
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議論を進めることを計画した。その後、吉良氏に 2025 年３月に立正大学で開催された武藤香織氏

の講演会での特定質問者を依頼し、B05 として今後に向けた課題を共有した。 
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2.10. C01：社会実装班 

2.10.1. 期間内の実施状況 

（1）目標設定 

C01 では、尊厳を道徳や公共などのカリキュラムと教育法制に適切に繰り込むための条件、そし

て、子どもの尊厳の特質を明らかにする。そのために、国内外の教育理論・実践・法制に尊厳がど

のように導入されているのか、また、児童生徒や教師などの教育の主要アクターに尊厳がどのよう

に意識されているのかを検証する。その上で、尊厳を教育一般に繰り込むの際の問題点を析出しな

がら克服の方途を明らかにすることで、尊厳学習のカリキュラムと子どもの尊厳に適った教育実

践・法制の構築を遂行する。 

柳橋は、ドイツ語圏の教育理論・実践における尊厳概念の導入状況について調査研究し、日本の

教育理論・実践への導入への示唆を得ることを目標とする。より具体的には、カントの教育学、お

よび、超越論的教育学（現代のカント派教育学）における尊厳概念の導入状況を明らかにする。 

伊藤は、主に教育・保育について、ケアを観点として検討する。1994 年批准「子どもの権利条約」

にのっとり、2016 年「児童福祉法」が改正、2023 年「こども基本法」が施行された。これらの法

的整備を踏まえ、教育哲学の手法から、教育・保育における尊厳概念の導入の意義を明らかにする。 

片山は、英米の教育理論・実践における尊厳概念の導入状況について調査研究し、日本の教育理

論・実践への導入への示唆を得ることを目標とする。より具体的には、シティズンシップ教育・宗

教教育・人権教育・道徳教育や、マイノリティの尊厳を肯定する教育等の理論・実践における尊厳

概念の導入状況を明らかにする。 

藤井は、A 班の理論的・概念史的考察、B 班の臨床的応用の研究成果をもとに、本研究が志向す

る尊厳概念に根ざした教育プログラムの社会実装を進める。そのために鵜飼らと連携し、既存の関

連教材を分析し、とりわけ防災教育、道徳教育および高等学校の公民科での教育実践に焦点をあて

て、教材・授業開発を遂行する。 

松塚は、A 班の理論的・概念史的考察と B 班の臨床的応用を踏まえて、日本の教育現場における

尊厳概念の実装性を明らかにするために、学生（生徒）、教師、教育管理者等を対象とした実証的

研究を設計・遂行し、得られたデータを分析することによって教育現場における尊厳概念の実装へ

とつなげる。 

孟は、A 班による尊厳の理論的考察を基盤とし、B 班による尊厳の応用事例を参照しながら、ア

ンケートやインタビューを通じて、日本の教育現場における尊厳概念の実装可能性について検討す

る。具体的には、尊厳概念への気づき、受容性、導入可能性、およびその実装が持つ意義を明らか

にすることを目指している。 

鵜飼は、「人間の尊厳」の枠組の教育現場への実装を実現するための準備作業として、公教育に

おける「人間の尊厳」に関連する文書等を検討することを目標とする。具体的には、日本国憲法、

教育基本法、学習指導要領、教科書等を検討することを目指す。 

 

（2）年度の目標設定 

柳橋は、ドイツ語圏の教育理論・実践における尊厳概念の導入状況を調査研究するため、ドイツ

語圏の教育学の文献で尊厳を重要なテーマとしているものを取り上げ、尊厳概念の捉えられ方と提
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唱されている教育について比較検討する。 

伊藤は、2022 年に厚生労働省により全国的実態調査が実施された「不適切な保育」、近年不要論

も出ている PTA について取り上げ、子どもの権利条約、2016 年改正児童福祉法、2023 年こども基

本法を踏まえつつ、子ども・親・保育者・教員の尊厳をめぐる状況について検討する。 

片山は、英米の教育理論・実践における尊厳概念の導入状況を調査研究するため、英国と米国そ

れぞれの教育学の文献で尊厳を重要なテーマとしているものを取り上げ、尊厳概念の捉えられ方と

提唱されている教育について比較検討する。 

藤井は C 班の他の研究者とともに、学校における道徳教育および道徳科における尊厳概念の取り

扱いを明らかにし、その課題を検証する。そのために研究会や学会での報告を行い、他領域の研究

者および学校教員からのフィードバックをうける。あわせて、公民科の教科書分析を鵜飼と共に進

め、その特質を明らかにする。 

松塚は C 班の他の研究者とともに、上記実証研究のプロトコールと段取りを定め、尊厳概念の研

究が進む医療・看護・介護の分野において先行研究を資源に質問項目を整え、関連分野の代表的研

究者の助言を得るなどして質問紙を確定するとともに、これを用いたパイロット調査を企画・実施

し来年度からの本格的調査展開に備える。 

孟は、医療・看護・介護分野における学生や教員を対象とした尊厳スケールの開発を行うことを

目指している。さらに、スケールの信頼性を確認した上で、本調査を展開する計画である。そして、

今後ドイツと中国において同様の調査を展開するために、共同研究機関との合意を達成することを

目指している。 

鵜飼は、「人間の尊厳」の枠組の教育現場への実装に関する検討を行うために、高等学校の教科

書等の検討を行うことを目標とする。具体的には、公民科科目公共と倫理の教科書における「人間

の尊厳」の取り扱いを検討することを目指す。 

 

（3）研究の進展状況 

柳橋は、カントの道徳哲学における尊厳論を尊厳教育論として再構成した教育学の二つの文献

（Koch 2001, Giesinger 2012）を検討し、それぞれにおける尊厳概念の捉え方と提唱されている教

育の特徴を明らかにした。そして、尊厳概念に紐づいている尊敬概念の教育学における導入状況の

検討を開始した。 

伊藤は、ケアリングを観点とし、まず「不適切な保育」を検討する研究を進め、ケアによる尊厳

の恢復と制度化されたケアによる毀損を示し保育者の尊厳に照射する必要性を示した。次に PTA の

全国と単位（各学校）の中間団体の活動報告を「関係的な子どもの権利説」を踏まえ検討し、権利

を関係性に見出す必要性を示した。 

片山は、尊厳を重視した人権教育を提唱する英国の教育学の文献（Bowie 2016）とマイノリティ

の尊厳を肯定する教育を提唱する米国の教育学の文献（Irby et al. 2022) を比較検討し、それぞれに

おける尊厳概念の捉え方と提唱されている教育の特徴を明らかにした。 

藤井は、研究成果を日本デューイ学会（第 67 回大会）、日本道徳教育学会（第 104 回大会）、

日本赤十字社（国内委員会）等において報告し、論文化した（『静岡大学教育学部研究報告』他）。

また、ネブラスカ大学のカーティス教授など海外の研究者から研究計画について助言をうけ、学校

での実践に向けた計画策定・連携構築を図っている。 
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松塚は、上記実証研究のプロトコールと段取りを定めた。また、C 班研究代表者の先導と調整に

よって、医療・看護の分野で尊厳概念を研究する代表的研究者から講演と助言を得、C 班の他の研

究者とともに質問紙を確定した。さらに、研究代表者の所属機関においてパイロット調査を年度内

に行う段取りであり本格的調査展開に備えている。 

孟は、医療・看護・介護分野における学生や教員を対象とした尊厳スケールの草案を完成させた。

これから修正を加え、各班員の確認を得た上で、パイロット調査を実施する予定である。また、本

調査に関しては、北京大学医学教育研究所との間で合意に向けた方向性が示されている。 

鵜飼は、公民科科目公共と倫理の教科書における「人間の尊厳」の取り扱いに関する検討を完了

させた（鵜飼・藤井 2023；鵜飼・藤井 2024；藤井・鵜飼 2024）。また、総合的な探究の時間と特

別活動に関して目標に沿った検討を開始している。 

 

2.10.2. 研究計画と公募研究の連携で得られた成果 

 

（1）研究計画 

柳橋は、価値教育を尊厳教育に置き換えるべきとする現代カント派教育学の文献（Koch 2001）

を検討し、その成果を 2024 年 11 月 23 日に日本道徳教育学会のラウンドテーブル「道徳教育にお

ける尊厳概念の射程」で「ルッツ・コッホにおける教育と尊厳」と題して発表した。第二に片山と

共に、ドイツ語圏におけるカントの尊厳論の教育学への導入状況を明らかにしている文献を翻訳し

出版した（『問いとしての尊厳概念』に所収）。 

伊藤は、ケアによる尊厳の恢復と制度化されたケアによる毀損を示し保育者の尊厳に照射する必

要性について、024 年 11 月 23 日に日本道徳教育学会のラウンドテーブル「道徳教育における尊厳

概念の射程」において、「ケア倫理からの提起～教育・保育現場の葛藤状況の検討を通して～」と

題して発表した。第二に、PTA の中間団体の活動報告を「関係的な子どもの権利説」から検討した

（森・伊藤 2025 年刊行予定）。 

片山は、尊厳を重視した人権教育を提唱する英国の教育学の文献（Bowie 2016）とマイノリティ

の尊厳を肯定する教育を提唱する米国の教育学の文献（Irby et al. 2022) を比較検討し、それぞれに

おける尊厳概念の捉え方と提唱されている教育の特徴を明らかにする研究を行い、その成果を 2024

年 11 月 23 日に日本道徳教育学会のラウンドテーブル「道徳教育における尊厳概念の射程」で「英

米における尊厳概念の射程」と題して発表した。 

藤井は科目「公共」や「倫理」での「人間の尊厳」の取り扱い（鵜飼・藤井 2023、藤井・鵜飼 

2024, 鵜飼・藤井 2024）、防災や国際人道法の教育と課題を明らかにした（藤井 2024, 2025）。国

際人道法委員会（日本赤十字社）、防災担当者研修会（静岡県教育委員会）、次世代日中友好団交

流会（外務省）等で講演を行った。日本道徳教育学会（シンポジウム）、デューイ学会（課題研究）

で尊厳の概念関係を明らかにした。 

松塚は、質問紙調査の妥当性を確認するために、学生 10 名を対象に質問項目のテスト試行を行

い、その結果を孟とともに質問紙に反映した。また、ライプチヒ大学にて学生と教員計 7 名を対象

にグループインタビューを行い、学校教育を通して尊厳をどのように学び理解してきたのかなど、

尊厳の学習に伴う個人的あるいは組織的な経験や見解について尋ねた。結果は年度内にまとめて報

告する。 



  2. 2024 年度の研究活動 

35 

 

孟は、松塚との共同研究において、日本国内外の既存の医療・看護・介護分野における患者や高

齢者を対象とした先行研究および尊厳スケールを整理し、医療・看護・介護分野における学生や教

員を対象とした尊厳スケールの草案を完成させた。また、尊厳概念に対する全体的な理解を深める

ため、領域代表の加藤および松塚と共に、仮タイトル「Dignity in the Spotlight: A Bibliometric 

Analysis of Global Research Landscape and Trends」の共著論文の草稿を作成した。 

鵜飼は、高校公民科「公共」と「人間の尊厳」の関連性（鵜飼・藤井 2023）、「公共」の教科書

における「人間の尊厳」に関する取り扱い（藤井・鵜飼 2024）、高校「倫理」の教科書における

「人間の尊厳」に関する取り扱い（鵜飼・藤井 2024）を明らかにした。第 67 回日本デューイ学会

では、課題研究「デューイと人間の尊厳――カント生誕 300 周年を記念して」の登壇者として研究

発表を行った。 
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第 16 回尊厳学フォーラム 「価値論の現在：尊厳概念をめぐっ

て」 

１． 主催 

A01 班 

 

２． 日時 

 2024 年 3 月 2 日（土）13:00～17:00 

 

３． 場所 

愛知学院大学名城公園キャンパス ALICE タワー7 回 7703 教室 

 

４． 形態 

ハイブリッド開催 

 

５． プログラム 

鈴木真「価値、理由、主体の関係について」 

岩佐宣明「尊厳を脱神秘化する―絶対的価値への自然主義的アプローチ」 

 

６． 参加者数 

7 人 
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第 17 回尊厳学フォーラム 「AI・ロボットの社会的受容と尊厳」 

１． 主催 

B04 班 

 

２． 日時 

 2024 年 3 月 20 日（水）13:00～16:30 

 

３． 場所 

慶應義塾大学日吉キャンパス 来往舎 2 階 小会議室 

 

４． 形態 

ハイブリッド開催 

 

５． プログラム 

13:00-13:05 開会の挨拶:杉本俊介(慶應義塾大学) 

13:05-13:35 神崎宣次（南山大学）「アライメントと尊厳：「AI が」尊厳を侵害するかもしれない状

況はあるか」 

13:35-13:55 神崎報告に対する質疑応答 

13:55-14:25 工藤郁子(大阪大学)「AI・ロボットと死者の尊厳」 

14:25-14:45 工藤報告に対する質疑応答 

14:45-15:00 休憩 

15:00-15:30 伊藤克彦(慶應義塾大学)・下道亮成(慶應義塾大学）「「AI と尊厳」の文献サーヴェイ調

査の報告～プライバシーと労働の問題を中心に～） 

15:30-15:50 伊藤・下道報告に対する質疑応答 

15:50-16:20 全体討論 

16:20 閉会の挨拶:杉本俊介(慶應義塾大学) 

 

６． 参加者数 

対面 3 人，オンライン 40 人 

 

７． 概要と振り返り 

本ワークショップでは AI 技術の発展が人間の尊厳に対してもたらすリスクをめぐり、各報告者の発表

と質疑応答、フロアとの全体討論がなされた。 

神崎報告では、応用倫理学者の立場から人間の尊厳を含め様々な重要な価値が AI 技術によって毀損され

ないようコントロールする AI アライメントの現状とその問題点が指摘された。 

工藤報告では「AI 美空ひばり」の「炎上」が印象的な、AI 技術と死者の尊厳の緊張関係が法学の側

面から論じられ、死者の権利を考える上での難しさ、尊厳概念の多義性、そして故人を再現するサービ

スに対する反応の多様性が指摘された。 
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伊藤・下道報告では、人間の尊厳から直接プライバシー権を導出しようというルチアーノ・フロリデ

ィの試みとその懸念点が下道によって紹介され、伊藤は法哲学研究者として、労働、なかでも意味のあ

る仕事（meaningful work）に関する先行研究を整理した。 

フロアとの全体討論では、各報告に対する質疑応答のほか、報告間で尊厳という概念が多義的に用いら

れていることを確認した。 
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第 18 回尊厳学フォーラム・第 3 回ジェンダー学会議 「なぜ＜ジ

ェンダー学＞ではなく＜ジェンダー研究＞なのか−−ディシプリン

からスタディーズへの転換を問う」 

１． 主催 

総括班（X00 班） 

 

２． 日時 

 2024 年 3 月 27 日（水） 

 

３． 場所 

オンライン 

 

４． 形態 

オンライン 

 

５． プログラム 

16:00 ~ 16:10 領域研究代表者挨拶 加藤泰史(椙山女学園大学) 

16:10 ~ 17:00 横山道史(立正大学人文科学研究所研究員) 

17:00 ~ 17:10 休憩 

17:10 ~ 17:30 質疑応答 

 

６． 参加者数 

約 15 人 

 

７． 概要と振り返り 

今回は、立正大学人文科学研究所の研究員、横山道史氏を招き、なぜ<ジェンダー学>ではなく<ジェ

ンダー研究>なのか−−ディシプリンからスタディーズへの転換を問う」というテーマで講演会が開催

されました。これは昨年の上野千鶴子氏と金井淑子氏の問題提起を受け、それらをまとめつつ、横山氏

が総括を試みようとするものです。 

講演で横山氏は、まず自分自身の研究背景として、エコロジーとフェミニズムの交差点における研究

が紹介しました。その上で、ジェンダー研究が「視点の学問」であり、特定のディスプリン(学問領域)

としては位置づけられていないという上野千鶴子氏や若桑みどり氏の見解を示しました。こうした点が

重要になる理由は、ジェンダー研究が既存の学問分野を横断し、ジェンダーという分析変数を用いて社

会現象を捉えるものであるからです。一方で、舘かおる氏の「ジェンダー研究は視点であると同時に領

域的な学問でもある」という立場や、科学論の文脈におけるウォーラーステインやギボンズの議論を参

照しつつ、横山氏はジェンダー研究の位置を総括しました。 

さらに以上を踏まえた上で、知識生産の様式としての「モード 1」と「モード 2」の概念を用い、ジ
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ェンダー研究が社会的要請に応じたトランスディシプリナリーな学問として発展してきたことを横山氏

は説明しました。「モード 1」が既存のディスプリン内での知識生産を指すのに対し、「モード 2」は

社会的問題解決を目的とした学際的な知識生産を指します。これにより、既存の学問体系に収まらない

新たな学問領域の可能性が示唆されました。特に、ジェンダー研究がディスプリンの枠を超えた学問と

して、社会的問題に直接関与する重要性が強調されました。 

今回の講演を通じて、「尊厳学」を確立しようとする際、ジェンダー研究の成立過程や、その学際的

な位置づけが重要なヒントとなることが示されました。また既存の学問体系にとらわれず、社会的問題

解決に資する新たな学問領域を構築することの意義が明確になったとも言えます。これらの知見は、尊

厳学が社会に与える影響やその発展可能性を考える上で大いに役立つと考えられます。 

今後もこのような学際的な講演会を継続し、ジェンダー学会議は「尊厳学」の発展に寄与していきた

いと思います。今後は連続講座として、さらなる専門家の意見を取り入れ、多角的な視点から議論を深

めることで、新たな知見や発見が期待できます。次回以降の開催も視野に入れ、学際的な交流の場を広

げていく予定です。 

 

(文責:孟碩洋) 
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第 19 回尊厳学フォーラム 「尊厳概念の近代日本への転移」 

１． 主催 

A03 班 

 

２． 日時 

 2024 年 5 月 18 日（土）10:30～17:00 

 

３． 場所 

日本教育会館 8 階会議室＋オンライン 

 

４． 形態 

ハイブリッド開催 

 

５． プログラム 

シンポジウムⅠ：尊厳概念の近代日本への転移 

座長：牧角悦子（二松學舍大学教授） 

10:30−10:40 挨拶：小島毅（東京大学教授） 

10:40−11:20 Eddy DUFOURMONT（フランス）：中江兆民思想における尊厳と自由・平等観――

フランス共和主義の導入を中心として（日本語） 

11:20−12:00 前川健一（日本）：近代仏教における縁起と尊厳（日本語） 

12:00−12:20 質疑応答（午前の部） 

昼休み 

13:30−14:10 犬塚悠（日本）：和辻哲郎における尊厳概念（日本語） 

14:10−14:50 商兆琦（中国）：丸山眞男の「尊厳」認識――その公私研究を手がかりに（日本語） 

14:50−15:10 質疑応答（午後の部） 

コーヒーブレイク 

15:30−16:00 コメント:中島隆博（東京大学教授） 

16:00−17:00 討論 

 

６． 参加者数 

対面 54 人，オンライン 21 人 

 

７． 概要と振り返り 

2024 年 5 月 18 日に本領域と東方学会による共催で、シンポジウム I「尊厳概念の近代日本への転移」

を対面(日本教育会館 8 階会議室)とオンライン(Zoom)によるハイブリッド形式で開催した。対面参加者

は 54 名、オンライン参加者は 21 名であった。司会は牧角悦子氏(二松學舍大学)であり、小島毅氏(東京

大学)による「尊厳」及び「尊厳学フォーラム」研究についての紹介から始まった。 

まず、午前中には Eddy DUFOURMONT 氏(Université Bordeaux Montaigne)による「中江兆民思想
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における尊厳と自由・平等観――フランス共和主義の導入を中心として」と前川健一氏(創価大学)によ

る「近代仏教における縁起と尊厳」の発表が続いた。DUFOURMONT 氏は中江兆民とフランス共和主

義者たちを中心に「尊厳」概念史を追跡し、兆民は人間固有の価値ではなく宗教的意味として「尊厳」

概念を使ったが、一方カントに触発されたフランスのテキストを紹介することによって、日本において

「尊厳」概念を紹介した最初の人物の一人であることを明らかにした。前川氏は近代西洋思想の「尊厳」

概念と出会った日本近代の仏教を考察し、「縁起」概念が「相互依存」の意味として再解釈されたこと

を示した。 

午後は犬塚悠(名古屋工業大学)氏による「和辻哲郎における尊厳概念」と商兆琦(復旦大学)氏による

「丸山眞男の「尊厳」認識――その公私研究を手がかりに」の発表が続いた。犬塚氏は、和辻哲郎の尊

厳概念において絶対者に根差した個人の絶対的尊厳概念と、他者からの承認における関係的尊厳概念の

双方が見出されたと報告した。最後に商氏は、丸山眞男の「尊厳」概念の根底には、一人ひとりのかけ

がえのない個性という究極的価値があり、それは「自由」のような超越的な価値を信じることから保証

されると述べた。 

以上の発表の後、中島隆博(東京大学)氏からのコメントがあり、その後は全体質疑が続いた。フロア

からは、「尊厳」という概念の土台にでもあるカント哲学的観点に関する質問や日本の諸概念の基底に

置かれている中国の古典からの影響についての指摘もあった。 

今回のシンポジウムにおいては、日本の研究者だけでなく、海外で活発に活動している日本思想研究

者を招待して研究成果を共有し、それに加えて様々な分野の専門家との議論もできる有意義な時間であ

った。このように実りのある濃い時間が構築できた理由は、学変 A ならではのものであると思う。次回

はまた他のメンバーや場所でこのような機会を設けたい。 
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第 20 回尊厳学フォーラム Participation (Un)plugged: Exploring 

Dignity and Disability through Human-Robot Interaction 

１． 主催 

B05 班 

 

２． 日時 

 2024 年 5 月 19 日（日） 

 

３． 場所 

立命館大学朱雀キャンパス３０３号室 

 

４． 形態 

 ハイブリッド 

 

５． プログラム 

2:40 – 2:50 PM 

Opening Remark  

Tatsuya Mima (Professor, The Graduate School of Core Ethics and Frontier Sciences, Ritsumeikan 

University) 

 

2:50 – 3:20  

Yukiko Himeno (Assistant Professor, College of Life Sciences, Ritusmeikan University) 

“Perceptions of the relationship described in the narratives by persons with locked-in syndrome”  

 

3:20 – 3:50  

Celia Spoden (Senior Research Fellow, German Institute for Japanese Studies (DIJ)) 

"An alter ego in the classroom: Potential and limitations of avatar robots for hospitalized children or 

children with disabilities" 

 

3:50 – 4:00 Coffee Break 

 

4:00 – 4:30 

Akihito Suzuki (Professor, Death and Life Studies and Practical Ethics, Graduate School of Humanities 

and Sociology, University of Tokyo) 

“Flight in History: myth, religion, literature, science, technology, politics, economy and everyday life from 

c.1000 BC to c.1800” 

 

4:30 – 5:00 
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Hiroto Shimizu (Designated Assistant Professor, Graduate School of Medicine, Nagoya University) 

“Personal Health Records (PHRs) using AI & robotics: Towards understanding its social and normative 

dimensions” 

 

5:00 – 5:30 

Fernando Vidal (ICREA (Catalan Institution for Research and Advanced Studies) Research Professor, 

Medical Anthropology Research Center (MARC), Department of Anthropology, Philosophy and Social 

Work (DAFITS), Universitat Rovira i Virgili)  

Blanca Deusdad (Associate Professor, MARC, DAFITS, Universitat Rovira i Virgili) 

“Human-Robot Interaction in persons with dementia. Outline of a new project on the sociocultural and 

gender differences and ethical and professional implications in the use of companion robots” (On-line) 

 

5:30 – 6:20 

Comments from Commentators and General Discussions. 

Yumiko Kawaguchi (Sakura International, Visiting Researcher, Institute of Ars Vivendi, Ritsumeikan 

University) and her group (ALS patients, on-line) 

Hiroshi Toya (Associate Professor, The Graduate School of Core Ethics and Frontier Sciences, 

Ritsumeikan University) 

 

6:20 – 6:30 Closing Remark 

Tatsuya Mima (Professor, The Graduate School of Core Ethics and Frontier Sciences, Ritsumeikan 

University) 

 

６． 参加者数 

対面 10 名、オンライン 20 名 

 

７． 概要と振り返り 

社会のデジタル変革は、介護にどのような可能性をもたらし、障害を持つ人々の生活にどのような変

化をもたらすのかという問いをもとに、この国際シンポジウムでは、人とモノと情報が交錯するデジタ

ル空間が、「人らしさ 」と 「尊厳 」の概念をどのように再構築しうるかを探った。このイベントでは、

障害者の支援者を交えたディスカッションを行い、こうした変化に対する包括的な視点を提供すること

ができた。 

スペインのロビラ・イ・ビルジリ大学の Fernando Vidal 教授およびドイツ日本研究所の Celia Spoden

研究員らとの学術的な国際交流を行った。Vidal 教授とは長期にわたって国際的な共同研究を継続的に

行ってきた間柄である。今回の国際シンポジウムでは、最近の研究テーマとして、病者や障害者のコン

パニオン・ロボットについての人類学的な知見を、尊厳という観点から報告していただいた。Spoden

研究員は、コンパニオン・ロボットの具体例として、長期入院している児童のアバターとして orihime

ロボットを活用した日本のケースを取り上げて、ドイツとの比較も含めて報告した。 

デジタル空間や実空間におけるアバターやロボットのインターフェイスを介したコミュニケーション
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が、完全な参加と平等を促進し、誰一人取り残されることがないのか、あるいは新たな形の束縛を生み

出す可能性があるのかについても検証した。日本側からの参加者としては、姫野友紀子助教（立命館大

学）がＡＬＳの人びとの経験の調査報告を行い、鈴木昭仁教授（東京大学）が、古代ギリシャから今日

までの技術史を概観し、志水洋人助教（名古屋大学）がＡＩとロボットに関する人文社会科学研究の現

状と展望を述べた。ディスカッションでは、当事者の立場からＡＬＳ患者の支援をしている川口有美子

氏と科学技術の倫理について多数の著書のある戸谷洋史准教授（立命館大学）からのコメントを受けて、

国際的かつ多面的な議論が行われた。こうした討論を通じて、尊厳を、具体的にどう実現するかという

問題を明らかにすることにつなげることができた。分野横断型の学術変革Ａならではの研究討論であっ

たと考えられる。（文責：美馬達哉） 

 

 

  



  3. 尊厳学フォーラム 

47 

 

第 21 回尊厳学フォーラム 「mother トークイベント」 

１． 主催 

B05 班・ギャラリーFu 

 

２． 日時 

 2024 年 5 月 25 日（土）16:30～18:00 

 

３． 場所 

gallery Fu（横浜市） 

 

４． 形態 

対面 

 

５． プログラム 

5 月 25 日（土）16:30-18:00：トークイベント１「人に対するゲノム編集の行方」 

小野寺雅史氏（国立研究開発法人国立成育医療研究センター遺伝子細胞治療推進センター・センター

長） 

田坂さつき（立正大学文学部哲学科教授） 

 

６． 参加者数 

約 20 人 

 

７． 概要と振り返り 

 B05 班では班代表者の田坂さつきが、横浜市のギャラリーFu が主催するイベント、「White Out」の

トークイベントに依頼を受けて参加した。ギャラリーFu では、先端科学技術をテーマに、有識者と現代

アートとのコラボレーションを行うことで、「人間の未来」について考えてきた。第 3 回となる今回の

テーマはゲノム編集である。ギャラリーのイベントは多岐にわたった。5 月 22 日から 6 月 9 日までに、

3 回の入れ替えを行って 6 人の現代アートを展示するのに加え、2 回の専門家のトークイベントを行っ

た。B05 班の田坂が参加するのは、この一端である。 

 「White Out」という展覧会のタイトルが全体の方向性を説明するが、これは「今は霧に包まれて、

先が見えないように感じているが、必ずいつか霧は晴れる」という明るいものである。イベントには専

門家だけではなく、一般の人々が広く集まり、アートを通じて、イメージとしてゲノム編集について理

解を深めていこうとするものである。こうしたイベントに参加することは、アウトリーチ活動の一環と

して、有益なものとなることが見込まれる。 

 田坂のトークイベントは、小野寺雅史氏と行われた。小野寺氏は、第一線で活躍する小児科医の立場

から、遺伝子治療と政策のあり方について提言を行ってきた。 

 まず小野寺氏からゲノム編集の現状について報告がされた。小野寺氏は、長い間、遺伝子治療に関わ

ってきた立場から、これまでの流れを振り返った時、国内の遺伝子治療は医師の個人的努力に支えられ
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たもので、欧米のように国を挙げて遺伝子治療を包括的に実施する体制構築を目指したものではなかっ

たという意識を念頭に、現状を総括した。そして、 

 これを踏まえた上で、田坂からは、人に対するゲノム編集の行方をめぐって、その功罪が問いかけら

れた。田坂はゲノム編集の生殖応用に関しては、科学者の暴走が起きうることから、臨床はもとより、

基礎研究についても慎重な立場である。イベントは、田坂の著書『人のゲノム編集をめぐる倫理規範の

構築を目指して』と、日本学術会議における科学者委員会・ゲノム編集技術に関する分科会で発表した

提言「ゲノム編集技術のヒト胚等への臨床応用に対する法規制のあり方について」の内容を改めて、ア

ウトリーチする場となった。 

 会場からの意見を集約しつつも、主催者側の鈴木智惠氏からは、マクロな視点とミクロな視点とを切

り分けることが提案された。また後日、岩崎秀雄が 6 人の参加アーティストともにイベントの全体を総

括した。朝顔の変形、デザイナーズベイビー、人類の時間の流れの変化など、展示された現代アートが

モチーフにするもの、それによって提言するものは多岐にわたる。イベントを通じて、科学技術の理解

を深めつつも、その霧を取り払っていくこと、そのためには疑問を持ち、問い続ける姿勢が大切である

ことが示された。 
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第 22 回尊厳学フォーラム “Hauntings and Death as an Integral 

Part of Life” 

１． 主催 

主催：Japanstiftelsen（スウェーデン） 共催：B03 班 & 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 

ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 

 

２． 日時 

 2024 年 5 月 25 日（土） 

 

３． 場所 

神戸大学鶴甲第 2 キャンパス F 棟 2 階 F257 教室 

 

４． 形態 

対面（言語：英語のみ） 

 

５． プログラム 

Maria Lönn（マリア・ロン）（ウプサラ大学）「The Haunted House: on the Actor’s Experience of the 

Other in him(her)self（お化け屋敷：俳優が経験する自分自身の中の他者について）」 

Lisa Folkmarson Käll（リサ・フォークマーソン・シェル）（ストックホルム大学）「Life’s Dose of 

Death（人生における死の意味）」 

 

６． 参加者数 

10 人 

 

７． 概要と振り返り 

 スウェーデンから来たジェンダー研究者の Lisa Folkmarson Käll（リサ・フォークマーソン・シェル）

氏（ストックホルム大学）と Maria Lönn（マリア・ロン）氏（ウプサラ大学）はそれぞれの研究プロジ

ェクトを実施しているが、どちらも忘れられない経験の心的表象、死、身体性をテーマにしている。シ

ェル氏とロン氏は共にジェンダーや尊厳、現象学の観点から人間の脆弱性について講演を行った。 

 まず、ロン氏が「The Haunted House: on the Actor’s Experience of the Other in him(her)self（お化け

屋敷：俳優が経験する自分自身の中の他者について）」というタイトルで講演を行った。彼女は、すべ

ての人間は常に「自分以上のものを内包している」という前提から出発し、映画や舞台などのキャラク

ターがいかに俳優の中で「もう一人の自分」として作用するか、そしてこの内在する他者がいかに気分、

スピード、身体の動き、思考、影響によって「取り憑かれる」ことができるかを論じた。さらに、俳優

たちは、演技が終わった後もそのキャラクターに取り憑かれ続けるというケースが多いという。その後、

シェル氏が「Life’s Dose of Death（人生における死の意味）」というタイトルで講演を行った。それは、

シェル氏が「北欧ジェンダー・身体・健康ネットワーク（NNGBH）」の中で行っている仕事の一部で

あり、現在進行中の「生における死の身体技法」という大きなプロジェクトの一部でもある。本講演で
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は、生と死の関係に対する私たちの理解と対応を、社会やコミュニティから疎外された個人、そしてよ

り広範な人々に対して、どのように再構成できるかについて問うた。彼女は生の身体性が死を予期させ

るさまざまな技法と常に結びついていることを示唆した。特に、医師による自殺幇助をめぐる議論にお

ける尊厳と自律の概念について触れ、関係性、身体性、状況性、脆弱性、主観性を主要な特徴とするフ

ェミニズム的な枠組みとこれらを突き合わせた。 

この国際セミナーでは、死や憑依は、生から根本的に切り離されたものであり、二度と同じような生

命力を持つことはないであろう生の不在であると捉えられてきた一方で、生の中の、そして生の一部と

しての本質的な要素として私たちの中に根付いているものであるということが明らかになった。人の死

を考えることは他者の死との出会いだけでなく、有限で脆弱な自分自身との出会いでもある。生の不可

欠で構成的な要素としての死や憑依を考えることは、今後の尊厳学において重要な示唆を得ることにな

るだろう。（文責：稲原美苗） 
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第 23 回尊厳学フォーラム “4th International Colloquium in 

Contemporary Philosophy and Culture” 

１． 主催 

A02 班 

 

２． 日時 

 2024 年 5 月 31 日（金）～6 月 2 日（日） 

 

３． 場所 

長野県立大学三輪キャンパスラーニングホール 

 

４． 形態 

ハイブリッド開催 

 

５． プログラム 

5/31（金） 

Ionut Untea (Southeast University, Nanjing), “Topological Existential Engagements: Modern Local 

Identity and Postmodern Performativity” 

 

Sikong Zhao (Institute of Philosophy, Shanghai Academy of Social Sciences), “The Metaphor of 

Messiah’s Chair from the Perspective of Modernity” 

 

Felix S. H. Yeung (University of Essex), “Enlightenment’s ‘Good Mourning’: A Psychoanalytic 

Interpretation of the Dialectic of Enlightenment” 

 

【Art Session ONLINE】Antoine de Mena, “Life is savage”, 

 

Fernando Gerheim (Federal University of Rio De Janeiro【ONLINE】), ” Reflections on Art-Research 

Group Poéticas em Campo Experimental – PAX (Poetics in Experimental Field) in dialogue with 

Walter Benjamin’s philosophy of language regarding the articulation between Nature, Spirituality, 

and Culture” 

 

Motohiro Kumasaka (Tokushima University), “Creating Little Deities To Be a Prayer to Nature and to 

Be a Player with Nature” 

 

Ryo KIKUCHI (Sophia University), “Can We Love an Extraterrestrial? – A Reflection on Love and 

Human Nature” 
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【Art Session ONLINE】Akiko Nakayama, “Hemispherical Portrait” 

 

Kunimasa SATO (Ibaraki University), “Doxastic Transformation and Transformative Experiences That 

Cause Epistemic Conversions” 

 

Stavroula Tsirogianni (Chinese University of Hong Kong), “Slowing Down in the Age of Involution: A 

Case Study of the Black Box Space” 

 

Ryan Adams (University of Memphis), “Association Comes Before Assent: Reconsidering Religious 

Epistemology in Social Terms” 

 

6/1（土） 

Songqi Han (the University of Tokyo),  Haoguang Li (Keio University), “Body as Line of Flight: A 

Deleuzian Account on Merleau-Ponty’s Phenomenology” 

 

Ve-Yin Tee (Nanzan University), “Home Away from Home: Migrant Culture and Allochthonous Nature” 

 

Huang Lu (TOHOKU University), “Speculative Realism, Phenomenology and the Truth in Empirical 

Science: A Defence of Husserlian Phenomenology against the Critique from Ancestrality in 

Meillassoux” 

 

【Art Session ONLINE】Aly Roshdy Aly Shalby (Helwan university – Cairo – Egypt), “Calm Canvas: A 

Visual Odyssey of Tranquility”, Chair Rossen Roussev 

 

Lucas Scripter (The Hong Kong Polytechnic University), “Environmentalism and the Sublime” 

 

Nicolaas Buitendag (North-West University, South Africa), “Between Nature and Society: The 

Anthropocene’s Challenge to Environmental Law” 

 

Vaiva Daraškevičiūtė (Vilnius University), “(An)Aesthetics of the Anthropocene and the Problem of 

Landscape” 

 

【Art Session ONLINE】Hannes Schumacher (Chaosmos ∞) “Strange Visitors”, Chair Rossen Roussev 

 

Beth Harper (The University of Hong Kong) , “Delightful leisure and spiritual freedom: the gardener in 

comparative perspective” 

 

Christian Krägeloh (Auckland University of Technology), “Unitlessness and Pure Experience: Bridging 

Eastern Philosophy and Western Psychology in Mindfulness Studies” 
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6/2（日） 

Keiko Ueda (Tokyo Metropolitan University), “Nature as ‘The Holy’ in Heidegger’s Interpretation of 

a Hölderlin’s Hymn ‘As if it is a Day of Festival…’ ――An Approach to the Fundamental Eco-logy 

Based on the Holiness of Nature” 

 

Rossen Roussev (St. Cyril and St. Methodius University of Veliko Tarnovo), “Nature, Culture, and 

Deconstruction: Claude Lévi-Strauss and Jacques Derrida” 

 

【Art Session ONLINE】Eugenia Gianno  (Chaosmos ∞)  “undergrass” 

 

Tomokazu Baba (The University of Nagano), “Kaii Higashiyama and sympathy with landscape” 

 

Roman PAȘCA (Akita University), “The Heart-mind as a Field: Cultivation, Spirituality and Nature in 

Japanese Philosophy” 

 

Fiona Tomkinson (Nagoya University), “Ted Hughes and Nature: the Goddess of Complete Being and 

the Remains of Elmet” 

 

６． 参加者数 

約 30 人 

 

７． 概要と振り返り 

本ワークショップは、A02 班班長の馬場とヴェリコ・タルノヴォ大学（ブルガリア）准教授 Rossen 

Roussev 氏（哲学）が中心となり、2018 年から運営している Society for Global Conversation が企画す

る国際シンポジウム International Colloquium in Contemporary philosophy and Culture である。これま

でブルガリア、キルギス、ブラジルで開催し、今回が 4 回目となる。このシンポジウムおよび Society の

目的は、学問上の専門分野、国や文化、学問とアートの間にある隔たりを超え、学術発表や作品発表を

行い、広範囲で複眼的な視野で議論し、現代世界の課題を考えるための新たな発想を生み出すことにあ

る。今回は、22 組の研究者、5 組のアーティストが、世界 10 カ国ほどから参加した。今回は A02 班と

共催とし、研究課題の一つである「被造物の尊厳」を考えるため、テーマを「Nature, Spirituality and 

Culture」とした。本シンポジウムでは、自然に精神を、あるいは精神に自然を見出してきた思想や文化

を論じ、「被造物の尊厳」を論じるためのより広い問題設定の解明を目指した。近代は自然を人間が使

用する資源と見做し、それ以前に人がそこに見出してきた霊性を排除し、自然を脱魔術化した。今や生

命も技術開発の対象となり、自然がマクロにもミクロにも破壊されているからこそ、それに歯止めをか

けるために「被造物の尊厳」といった発想も召喚されている。それゆえ、自然を「被造物」と捉えるか

は置いておくとしても、人間が自然をどう捉えてきたのかを改めて検討する必要がある。 

 22 本の学術発表は、①特定の思想家・哲学者における自然の問題を扱ったもの（6/1: Han&Li, Lu、

6/2: Ueda, Roussev, PAȘCA）、②個人とそれを取り巻く環境の関わりに焦点を当てたもの（5/31：
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Kikuchi, Sato, Tsiroganni, Adams、 6/1: Krägeloh）③近代の再検討を目指すもの（5/31：Untea, Zhao, 

Yeung、 6/1: Buitendag）、③美学的な自然の捉え方を扱ったもの（5/31: Gerheim、 6/1: Scripter, 

Daraškevičiūtė 、6/2: Baba ）、④ 文化（ 史）や文 学の視 点から 自然の 問題を 扱った もの （ 5/31: 

Kumasaka、6/1: Tee, Harper、 6/2: Tomkinson）に分類できる。近代以降における自然の問題を再考し

ようとすると、オーソドックスには①のようなアプローチが求められる。しかし、自然を考える際には

③や④のアプローチが①と相互補完的な関係になり、その中における個人のあり方に目を向けると②の

視点が生かされてくる。こうしたことが全体を通して浮かび上がった。加えて、5 組のアーティストに

よる作品発表とディスカッションは、全てのアプローチに示唆的だったが、議論にある種の遊びの空間

を、思考に柔軟さを与えるものとなった。 

哲学、文学、美学から心理学やマインドフルネスまで、さまざまな専門領域とする研究者が、昼食や

休憩時間、懇親会も含めて、年代を超えて対面で濃密な議論を行う機会は大変貴重であった。とりわけ

若手研究者の参加が多く、国や専門を超えた議論は互いに刺激になった。また、運営補助に、学部生や

大学院生も加わった。彼らとの会話も参加者には親しみやすい雰囲気の形成に役立った。学生たちには

良い経験となったし、留学を検討する大学院生はアドバイスをもらったり、ネットワーク形成に役立ち、

国際研究会の設立参画に繋がったそうである。このようにして、議論を通じたフラットな関係性が参加

者間で醸成され、新たな研究ネットワークが形成された。これを基盤に早速、5/31 の発表者菊地氏には、

7 月に実施した A02 班主催の書評会にも参加していただいた。被造物の尊厳をめぐる今後のワークショ

ップにも今回のネットワークを活かして行きたい。 

 

（文責：馬場智一, A02 班班長） 

 

第 24 回尊厳学フォーラム 「台湾の尊厳概念史」 

１． 主催 

A03 班 

 

２． 日時 

 2024 年 5 月 31 日（金）15:00～18:00 

 

３． 場所 

東京大学駒場キャンパス 18 号館 4 階コラボ 1 

 

４． 形態 

対面 

 

５． プログラム 

15:00-15:05 開催にあたって：小島毅（東京大学教授） 

15:05-15:45 報告 1：陳文松（成功大学歴史系・教授）「日本内地延長主義下における植民地台湾人の

人格と尊厳とは？――『台湾青年』と『台湾』を中心にして」 
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15:45-16:20 報告 1 をめぐる質疑応答 

16:30-17:25 報告 2：陳建守（中央研究院近代史研究所・助研究員）「戦後台湾における尊厳概念史

――「世界人権宣言」から民主化まで」 

17:25-18:00 報告 2 をめぐる質疑応答 

 

６． 参加者数 

25 人 

 

７． 概要と振り返り 

この国際シンポジウムは、台湾における尊厳概念の形成過程を分析し、日本の中国研究者・アジア研

究者および日本社会の次世代を担う大学院生・学部生に台湾の尊厳概念史に対する認識を深めてもらう

ことを目的としたものである。なぜ台湾を取りあげるのかと言えば、日本や中国をはじめとする東アジ

ア諸地域の尊厳概念は一定程度解明され、日本社会でも少しずつ知られるようになったとはいえ、それ

でも、日本社会は、東アジアのなかでも尊厳概念を着実に発展させてきた台湾の歴史と現状については、

ほとんど無知なままであるからである。日本社会は、台湾の尊厳概念の発展の歴史を知った時にはじめ

て、現在の台湾がなぜ人権（例：LGBTQ をめぐる権利）をかくも発展させているのかを理解できるだ

ろう。この学変 A が、A03 班を中心に非欧米圏の尊厳概念史を構築しようとするのであれば、台湾に対

する考察は不可欠である。 

本国際シンポジウムは、陳文松氏（成功大学歴史学部・教授）による報告「日本植民統治期の台湾人

の人格と尊厳とは？――『台湾民報』系列の言論を中心にして」と陳建守氏（中央研究院近代史研究

所・助研究員）による報告「戦後台湾における尊厳概念史」で構成され、この二報告をめぐって、中国

語を主として活発な議論が展開された。陳文松報告によれば、台湾のエリート青年たちが日本植民統治

下の 1920 年代頃から尊厳を自由や権利の意味と重ね合わせるようになった、とのことだった。他方で、

陳建守報告によれば、台湾の尊厳概念は、第二次世界大戦終結後に、台湾内部の民主化を求める社会的

圧力やアメリカの政治的圧力などを背景として緩やかに発展していき、1990 年代には人権の多様性を容

認するような概念となり、現在の台湾社会の多元性を導き出した、とのことだった。 

このような台湾に対する理解の深化は、「尊厳（人権）をめぐる法制の整備や社会規範の確立がなぜ

大切なのか」を現在の私たちに問いかけるものであり、歴史学や哲学という次元にとどまらず、法学・

政治学・社会学・倫理学・医学などの分野にも示唆を与えるものである。まさに、学変 A に相応しい知

見が当日の議論を通じて得られた。 

この貴重な成果は、A03 班が企画編集する論文集に収録される予定である。非欧米圏の尊厳概念史に

対する理解が日本社会でますます深まることを期待している。（文責：中村元哉） 
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第 25 回尊厳学フォーラム・第 4 回ジェンダー学会議 「女性学を

継承する」 

１． 主催 

日本女性学会 共催：X00 

 

２． 日時 

 2024 年 6 月 8 日（土）13:00～16:30 

 

３． 場所 

武蔵大学江古田キャンパス 1 号館 

 

４． 形態 

対面 

 

５． プログラム 

13:00-13:05:牟田和恵氏による趣旨説明 

13:05-13:45:上野千鶴子「女性学からジェンダー研究へ:制度化への道」 

13:45-14:25:佐藤文香「女性学とジェンダー研究のあいだ:なにが異なり、なぜすれ違うのか」 

14:25-14:55:加藤秀一・古川直子のコメント 

14:55-15:10:休憩 

15:10-15:30:上野・佐藤による応答 

15:30-16:30:全体の質疑応答 

 

６． 参加者数 

約 100 人 

 

７． 概要と振り返り 

シンポジウム「女性学を継承する」は、日本女性学会が設立された 1979 年から約半世紀を機に、女

性学の固有性と現代的意義を再考することを目的として開催された。シンポジウムは主に学会員や女性

学・ジェンダー研究に関心を持つ研究者、学生を対象とし、世代間の対話を通じて女性学の継承と発展

の可能性を探ることを企図している。 

シンポジウムでは、女性学創設世代の上野千鶴子氏と次世代の佐藤文香氏による報告が行われた。上

野氏は女性学の歴史的展開と制度化の過程を振り返り、ジェンダー概念が権力概念であることを強調し

た。具体的には、女性学が民間学として始まり、やがて大学での制度化を果たしていった過程や、男性

学の誕生、ジェンダー概念の精緻化を経て、より領域横断的な「ジェンダー研究」へと発展してきた経

緯が語られた。佐藤氏は、女性学創設世代とジェンダー研究の制度化以降にアカデミアに参入した後続

の世代との間に横たわる認識のギャップに焦点を当て、ジェンダー概念の捉え方の変遷やその概念の社

会への影響力について論じた。ここでは特に、世代間の認識の差異の背景や、それぞれの世代が抱える
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課題について詳細な分析が提示された。 

ディスカッションでは、加藤秀一氏と古川直子氏のコメントを交えて、ジェンダー概念の権力性、フ

ェミニズムの役割、当事者性の問題など多岐にわたる議論が展開された。特に、「ジェンダーへの自由」

と「ジェンダーからの自由」が両立する可能性や、生物学的性差の扱いが主な論点となった。加藤氏は

ジェンダー概念を拡張しうる可能性について言及した。古川氏は階層秩序としてのジェンダーを問うこ

とと、性別二元論を批判することを両立させうる可能性について問題提起を行った。本シンポジウムを

通じて、女性学・ジェンダー研究の歴史的意義と現代的課題が浮き彫りになった。世代間の対話や、理

論と実践とを架橋することの重要性が再確認され、今後の研究と運動の方向が示唆された。特に、ジェ

ンダー概念の捉え方や生物学的性差の扱い方をめぐる議論は、学術にとどまらず現実社会に大きな影響

を与えることが確認された。 

本シンポジウムは、女性学の継承世代にとって、自らの立ち位置を再確認し、今後の研究の方向性を

深く考察する貴重な機会となった。創設世代から受け継いだ問題意識や方法論を、いかに現代社会の文

脈に適用し、発展させていくかという課題の重要性を改めて認識させられた。今後の女性学・ジェンダ

ー研究の発展に向けて、継承世代としての責任を新たに自覚する契機となり、参加者それぞれが自身の

研究や実践を再考する機会となったことは、本シンポジウムの大きな成果といえるだろう。 

 

(文責:永山理穂) 

  



  3. 尊厳学フォーラム 

58 

 

第 26 回尊厳学フォーラム 「mother トークイベント」 

１． 主催 

B05 班・ギャラリーFu 

 

２． 日時 

 2024 年 6 月 8 日（土）16:30～18:00 

 

３． 場所 

gallery Fu（横浜市） 

 

４． 形態 

対面 

 

５． プログラム 

 6 月 8 日（土）16:30-18:00：トークイベント 2「mother シリーズ第４弾を終えて」 

岩崎秀雄（早稲田大学理工学術院教授）、阿部智子（横浜美術大学・加藤良次テキスタイル研究室研

究生）、白谷琢磨（東京藝術大学大学院美術研究科彫刻専攻修了）、宇佐美織絵（東京藝術大学

大学院デザイン科視覚伝達研究室修了）、坂間真実（東京藝術大学大学院美術研究科先端芸術表

現専攻修了）、コムロヨウスケ（The Art Institute of Philadelphia グラフィックデザイン学科卒

業） 

 

６． 参加者数 

約 20 人 

 

７． 概要と振り返り 

 B05 班では班代表者の田坂さつきが、横浜市のギャラリーFu が主催するイベント、「White Out」の

トークイベントに依頼を受けて参加した。ギャラリーFu では、先端科学技術をテーマに、有識者と現代

アートとのコラボレーションを行うことで、「人間の未来」について考えてきた。第 3 回となる今回の

テーマはゲノム編集である。ギャラリーのイベントは多岐にわたった。5 月 22 日から 6 月 9 日までに、

3 回の入れ替えを行って 6 人の現代アートを展示するのに加え、2 回の専門家のトークイベントを行っ

た。B05 班の田坂が参加するのは、この一端である。 

 「White Out」という展覧会のタイトルが全体の方向性を説明するが、これは「今は霧に包まれて、

先が見えないように感じているが、必ずいつか霧は晴れる」という明るいものである。イベントには専

門家だけではなく、一般の人々が広く集まり、アートを通じて、イメージとしてゲノム編集について理

解を深めていこうとするものである。こうしたイベントに参加することは、アウトリーチ活動の一環と

して、有益なものとなることが見込まれる。 

 田坂のトークイベントは、小野寺雅史氏と行われた。小野寺氏は、第一線で活躍する小児科医の立場

から、遺伝子治療と政策のあり方について提言を行ってきた。 
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 まず小野寺氏からゲノム編集の現状について報告がされた。小野寺氏は、長い間、遺伝子治療に関わ

ってきた立場から、これまでの流れを振り返った時、国内の遺伝子治療は医師の個人的努力に支えられ

たもので、欧米のように国を挙げて遺伝子治療を包括的に実施する体制構築を目指したものではなかっ

たという意識を念頭に、現状を総括した。そして、 

 これを踏まえた上で、田坂からは、人に対するゲノム編集の行方をめぐって、その功罪が問いかけら

れた。田坂はゲノム編集の生殖応用に関しては、科学者の暴走が起きうることから、臨床はもとより、

基礎研究についても慎重な立場である。イベントは、田坂の著書『人のゲノム編集をめぐる倫理規範の

構築を目指して』と、日本学術会議における科学者委員会・ゲノム編集技術に関する分科会で発表した

提言「ゲノム編集技術のヒト胚等への臨床応用に対する法規制のあり方について」の内容を改めて、ア

ウトリーチする場となった。 

 会場からの意見を集約しつつも、主催者側の鈴木智惠氏からは、マクロな視点とミクロな視点とを切

り分けることが提案された。また後日、岩崎秀雄が 6 人の参加アーティストともにイベントの全体を総

括した。朝顔の変形、デザイナーズベイビー、人類の時間の流れの変化など、展示された現代アートが

モチーフにするもの、それによって提言するものは多岐にわたる。イベントを通じて、科学技術の理解

を深めつつも、その霧を取り払っていくこと、そのためには疑問を持ち、問い続ける姿勢が大切である

ことが示された。 
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第 27 回尊厳学フォーラム 「『問いとしての尊厳概念』合評会」 

１． 主催 

A02 班 

 

２． 日時 

 2024 年 7 月 12 日（金），13 日（土） 

 

３． 場所 

椙山女学園大学 

 

４． 形態 

ハイブリッド開催 

 

５． プログラム 

1 日目: 7 月 12 日（金） 

14:00 開催趣旨説明(馬場智一/A02 班班長)【対面】 

14:10 第 I 部 原理的考察 

14:10 第 I 部 第 1 章 看護倫理学と「高齢者の尊厳」の問題・序説(加藤泰史総括班) 

書評 1 岸見太一(福島大学 B02 班)(15 分) 

書評 2 田坂さつき(立正大学 B05 班)【対面】波多野真弓(埼玉県立大学)【オンライン】(15 分) 著者か

らの応答(20 分) 

全体質疑(20 分) 

 

15:20 休憩 

15:35 第 I 部 第 5 章 「尊厳」概念の不確定性をめぐって(宇佐美公生 A02 班) 

書評 1 芝崎厚士(駒澤大学 B02 班)【対面】(15 分) 書評 2 杉本俊介(慶應大学 B04 班)【オンライン】

(15 分) 著者からの応答(20 分) 

全体質疑(20 分) 

 

16:45 休憩 

17:00 全体討論(30 分)司会 津田栞里(東洋大学 A02 班)【対面】 17:30 閉会 

 

2 日目: 7 月 13 日（土） 

10:00 第 I 部 第 6 章 被造物の尊厳──比較衡量可能な内在的価値の可能性(岩佐宣明)【オンライン】 

書評 1 馬場智一(長野県立大学 A02 班)【対面】(15 分) 書評 2 菊池了(上智大学博士課程)【対面】(15

分) 著者からの応答(20 分) 

全体質疑(20 分) 
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11:10 休憩 

11:25 第 II 部 第 1 章 プラトンにおける「魂の尊厳」(齊藤安潔 総括班)【対面】 

書評 1 田坂さつき(立正大学 B05 班)【対面】桑原司(法政大学大学院 B05 班 RA)【オンライン】(15 

分) 

書評 2 小倉康寛(椙山女学園大学 総括班・B05 班)【対面】(15 分) 著者からの応答(20 分) 

全体質疑(20 分) 

 

12:35 休憩 

12:50 全体討論(30 分)司会 馬場智一(A02 班) 13:20 閉会 

 

６． 参加者数 

12 日（金）：19 人，13 日（土）：15 人 

 

７． 概要と振り返り 

 『問いとしての尊厳概念』は、本領域の前身となる研究課題「尊厳概念のグローバルスタンダードの

構築に向けた理論的・概念史的・比較文化論的研究」（基盤研究(S)18H05218）の成果である。報告者

も含めて、本領域の現メンバーが、前身となる研究課題に全員参加しているわけではない。本領域の研

究を進めるにあたり、基盤研究（S)での成果を共有し、共通の議論の土台を作っておくことが必要であ

る。特に、本領域のように分担者数が多く、対象領域も極めて幅広い場合はなおさらである。また、領

域内の若手研究者と中堅ベテラン研究者の交流も意図してプログラムを組んだ。例えば、加藤論文と宇

佐美論文の評者は、若手中堅を中心に担当していただき、岩佐論文には若手の菊地氏、齋藤論文にはベ

テランの田坂氏に加わっていただいた。 

 「看護倫理学と「高齢者の尊厳」の問題・序説」は、ナチス時代における「生きるに値しない生命」

に死を与える発想にまで遡り、「尊厳のある死」が持ちうる両価性から出発した刺激的な論考だが、若

手研究者からの熱心なコメント、質問が続いた。尊厳概念の不確定性をむしろ肯定的に捉え直す宇佐美

論文に対しては、論述の手続きをめぐる精緻で白熱した議論が取り交わされた。岩佐論文は比較衡量可

能な内在的価値の可能性を、象徴的価値の位置付けをめぐり検討する。コメントはむしろ、被造物の尊

厳の基盤になるトマスの存在の類比や、生命への畏敬（シュヴァイツァー）といった思想史的な論点を

投げかけるものであった。齋藤論文は、そもそも近代的な尊厳概念が存在しない古代においてプラトン

の中にどのようにのちに続く発想を見出すかを検討した野心的な試みである。その試みの射程を可能な

限り掬い上げるコメントや、プラトン研究の専門的見地から問題の精査を促すコメントが続いた。専門

家と非専門家両方からのコメントが飛び交うことで、基盤研究（S）の成果に新たな光を当てつつ、現

在の領域の課題に接続する機会になったのではないかと思う。 

 分厚い論集にはまだ多くの論考がある。機会があれば、今回のような相互レビューの機会を再び設け

たい。 

 

（文責：馬場智一, A02 班班長） 
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第 28 回尊厳学フォーラム XXV World Congress of Philosophy 

Rome 2024 

RT372 – Research Project on Dignity Studie 

１． 主催 

総括班 共催：日本哲学会 

 

２． 日時 

 2024 年 8 月 8 日（木）13:00～15:00 

 

３． 場所 

ローマ・ラ・サピエンツァ大学（イタリア） 

 

４． 形態 

対面 

 

５． プログラム 

1. Yasushi Kato, “Research Project on Dignity Studies” 

2. Mathias Kettner, “Towards an Agenda for Dignity Studies” 

3. Wu Xingdong, “Marx’s thought of dignity in Contemporary China” 

4. Q&A 

 

６． 参加者数 

約 20 人 

 

７． 概要と振り返り 

 国際哲学会連盟（FISP）が主催する世界哲学会議（WCP）は、5 年に一度開催される世界最大規模の

哲学の学術会議である。前回の北京大会（2018 年）では 4~5000 人、今大会は 5~6000 人規模の参加者

があったと推測される。今大会会期中の FISP の会議で、次回大会（2028 年）の開催地が東京に決定し

た。こうした今後の動きに竿挿しつつ、尊厳学を国際規模に拡大し、国際尊厳学協会の設立の足がかり

とするため、日本哲学会と協力する形で、また海外の研究者を二人招く形で、尊厳学という研究領域を

世界に向けリーチアウトするため、このフォーラムが開催された。 

 まず領域代表者の加藤泰史氏から、本領域「尊厳学の確立」の紹介が行われ、世界各国から来た参加

者に向けて、尊厳についての国際的な研究ネットワークの形成が呼び掛けられた。続いて Matthias 

Kettner 氏（Witten/Herdecke University）から、尊厳研究を学問分野として確立するための基本的な方

向性が示された。尊厳概念は、文化、法律、政治、道徳、宗教といった幅広い分野で使われるが、本来

国連人権宣言のような人権の文化と密接な繋がりがある。したがって、単なる理論的な研究ではなく、

洗練され（refined）、現実的で（realistic）、関連性があり（relevant）、道理に適った（reasonable）

ものでなければならない。こうした青写真に呼応するように、会場からは、人間的生の始まりと終わり
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における尊厳についての質問、国連の「人間開発指標」が人間の尊厳に呼応するものであるかについて

の質問、動物の権利なども視野に入れた、「人間の」尊厳の意味の広がりについての質問がなされた。

続いて、Wu Xiandong 氏（北京師範大学）からマルクスにおける尊厳概念と現代中国における関連研究

についての発表があった。中国ではマルクス研究が盛んだが、労働の尊厳についてのマルクスの思想に

ついては、日本のマルクス研究（岩崎允胤氏）の影響があったという。国際的な研究ネットワークの呼

びかけの場にふさわしく、東アジアにおける研究状況がそれ以外の地域へと発信された。 

 会場との質疑応答のち、A04 班（世界哲学史構想班）の納富信留氏から、次回の世界哲学会議（東京

大会）の告知がなされた。会議終了後も、加藤氏への質問が続き、会場に持参した国際尊厳学協会設立

のチラシは大部分が持ち帰られ、その後問い合わせも一件あった。領域内の複数班で協力することで、

世界に向けて尊厳学の確立をアピールできた。本領域は 2028 年 3 月に終了し、同年 8 月に世界哲学会

議東京大会が開催される。この東京大会で国際尊厳学協会として、世界にその研究成果を問うことがで

きるよう、今後の研究の進展を計らねばならない。また国際尊厳学協会の機関誌の発刊を通じ、各国の

尊厳研究の現状をシェアできるようにしていかなければならない。 

 

（文責：馬場智一, A02 班長） 
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第 29 回尊厳学フォーラム・第 5 回ジェンダー学会議 「ベルリン

の「平和の少女像」から考える」 

１． 主催 

総括班（X00 班） 

 

２． 日時 

 2024 年 8 月 10 日（土）11:00～17:00 

 

３． 場所 

一橋大学国立キャンパス・マーキュリータワー5 階 3509 

 

４． 形態 

ハイブリッド開催 

 

５． プログラム 

11:00~11:20 司会挨拶:加藤泰史(椙山女学園大学)「ノイエ・ヴァッへの「ピエタ」とベルリンの「平

和の少女像」」 

11:20~12:10 ドロテア・ムラデノヴァ(ライプチッヒ大学)「世界各地の『平和の少女像』の建立と撤

去の試み ―ドイツを例として」 

12:10~13:00 朝倉希実加(一橋大学)「『平和の少女像』と日本社会-表現の不自由展を中心に」 

12:50~14:20 休憩 

14:20~15:10 金富子(東京外国語大学)「〈平和の少女像〉と朝鮮人「慰安婦」～植民地主義とミソジ

ニーから考える」 

15:10~15:40 崔藝隣(一橋大学)「アートと記憶 : 日本軍「慰安婦」問題から考える」 

15:40~15:50 休憩 

15:50~17:00 全体討論 

 

６． 参加者数 

対面 11 人，オンライン 15 人程度 

 

７． 概要と振り返り 

最近の報道によれば、ベルリン市長はベルリンの「平和の少女像」(戦時性暴力に反対するシンボル

として建てられた旧日本軍「慰安婦」の姿をした像)を撤去することを計画している。今回、この「少

女像」問題を研究すると同時に「少女像」を取り巻く運動にも関わってきた、ドイツ・ライプチッヒ大

学のドロテア・ムラデノヴァ氏が日本学術振興会のサマープログラムで来日していることを契機に、こ

の問題は「尊厳の毀損」という観点からも考察可能であると考え、日韓関係を研究している一橋大学の

加藤圭木氏の協力を仰ぎ、第 5 回ジェンダー学会議として変革領域のメンバーと加藤圭木研究室の関係

者を対象としてワークショップを開催した。 
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ムラデノヴァ氏は世界各地に「平和の少女像」が建立されてきた経緯を解説し、「少女像」が戦時性

暴力の教育活動の中で肯定的な経験をもたらす役割を担っており、性差別、植民地主義、人種差別など

の普遍的な問題を象徴するものとして機能していることを指摘した。また、ドイツにはいまだ人種差

別・反ユダヤ主義が社会に蔓延しており、移民に対する殺人事件と警察による不十分な対応が繰り返さ

れているが、こうした暴力と「暴力の忘却」に抵抗するものとして、「平和の少女像」は追悼の場にも

なっており、マイノリティ・グループの記憶文化の拠り所として機能していることが示された。 

朝倉氏は表現の自由が侵害されたことを問題視して開催されることになった「表現の不自由展」が繰

り返し中止されてきたという経緯と、紆余曲折の末に開催された展覧会における「少女像」と観客との

交流について解説した。そして、韓国ではさまざまな都市のあちこちに「少女像」が建立されているだ

けでなく地域住民に大切にされていることを報告し、「平和の少女像」が慰安婦問題を記憶するための

モニュメントとして公共の場にあることの重要性を論じた。 

金氏は日本・韓国・米国における歴史修正主義の系譜を整理し、フェミニズムを装った植民地主義と、

ミソジニーと結託した植民地主義という、2 つのパターンがあることを指摘した。その上で、「少女像」

は触れて隣に座るという体験を通じて隠されていたものを可視化する力を持っており、批判や嫌悪だけ

でなく、関心や共感を引き起こす可能性があることを指摘した。 

崔氏は「慰安婦」問題に対する抗議集会である「水曜デモ」の現状を扱った自作のドキュメンタリー

映画を上映し、年月が経過するにつれて被害者本人も被害者と共に活動していた人も減っていく中で、

どうやって記憶を継承していくのかという観点から、前三者の発表に対してコメントした。 

本ワークショップでは、日本においては「親日」「反日」という虚構的な対立に単純化されがちな 

「平和の少女像」問題がより普遍的な意味を持っているという視点が提起され、日本の戦争責任と 

歴史的記憶を考える上でも貴重な機会となった。 

 

(文責:齊藤安潔) 
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第 30 回尊厳学フォーラム 「認知症と尊厳・人格・最善」 

１． 主催 

B03 班 

 

２． 日時 

 2024 年 9 月 8 日（日）13:00～17:00 

 

３． 場所 

岡山大学津島キャンパス・文法経 1 号館文学部会議室，オンライン 

 

４． 形態 

ハイブリッド開催 

 

５． プログラム 

13:00 開会  司会 日笠晴香（岡山大学学術研究院ヘルスシステム統合科学学域） 

13:03～13:10 開会の挨拶 加藤泰史（椙山女学園大学、学術変革領域研究 A「尊厳学の確立」領域

代表者） 

13:10～13:40 石井伸弥（広島大学大学院医系科学研究科共生社会医学講座）「認知症の人本人にと

っての最善とは何か」 

13:40～14:10 沖中由美（岡山大学学術研究院保健学域）「老いを生きる認知症高齢者の望む生き

方・暮らし方—本人と家族とケア提供者が紡ぐ認知症高齢者の思いと尊厳—」 

14:10～14:15 〈休憩 5 分〉 

14:15～14:45 笹月桃子（早稲田大学人間科学学術院/九州大学大学院医学研究院成長発達医学分野）

「子どもの尊厳と最善の利益について考える～新生児・小児・重症心身障害児医療を通じて～」 

14:45～15:15 清水哲郎（東北大学名誉教授/臨床倫理ネットワーク日本）「認知症を伴う人生：人間

関係における《尊厳》からのアプローチ」 

15:15～15:30 〈休憩 15 分〉 

15:30～15:40 コメント① 稲原美苗（神戸大学人間発達環境学研究科） 

15:40～15:50 コメント② 後藤玲子（帝京大学経済学部・先端総合研究機構） 

15:50～17:00 全体討議 

17:00 閉会の挨拶  後藤玲子（帝京大学経済学部・先端総合研究機構） 

 

６． 参加者数 

32 人 

 

７． 概要と振り返り 

本ワークショップは、認知症を有する人の「人格」やその人にとっての「最善」がどのようなもので

あると考えられ、「尊厳」がどう捉えられるかに関して、高齢者だけでなく小児にも焦点を当てること
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で、多様な専門分野からの発表と全体討論を行い、尊厳学で取り組むべき課題を精査してより明確にす

るという目的で開催された。開会にあたり領域代表者・加藤泰史氏から、尊厳が帰属するのは「人間」

であるか「自律的人格」であるかに関する哲学的論点が紹介された。参加者は、多分野の研究者と医

療・介護の専門職者であった。 

 提題発表において、高齢者医療を専門とする石井伸弥氏は、具体的な事例から、認知症を有する本人

の意向・選好に無条件に従うことが尊厳を損ない得ること、尊厳の尊重が自律を制限する可能性がある

ことを指摘した。そのうえで、認知症の症状を医学モデルのみで解釈するのではなく、本人の歴史や歩

みを知り「その人らしさ」をも尊重する必要性を示した。 

次に、老年看護学を専門とする沖中由美氏は、認知症を有する高齢者が望む暮らしと、それを家族や

専門職ケア提供者がどう捉えているかに関する調査研究から、高齢者自身の望みや「誇り」を、家族や

専門職者が認め「尊重する」ことが、認知症を有する人の尊厳を護り、人生の統合を支援することにつ

ながると論じた。 

また、小児医療を専門とする尊厳学 B05 班の笹月桃子氏は、「事実としてそこに在る子どものいのち

に立ち現れる尊厳」について論じ、最善の利益として子ども自身の力や利益の最大化を目指すことと、

子どもに危害を加えないようにして守ることの両面をふまえて、医療者と家族が協働して行う意思決定

の必要性を提示した。 

さらに、哲学・臨床倫理を専門とする清水哲郎氏は、dignity という語の用法を分析し、その人自身の

視点から現在の自己の生を肯定する姿勢であり場合によっては「尊厳が失われた」という言い方があり

得るような「主観的尊厳」と、その人の心身状態を問わずに周囲の視点から尊重される「客観的尊厳」

とについて論じた。 

これらの発表を受けて、コメンテーターとして尊厳学 B03 班の稲原美苗氏と後藤玲子氏が、「でき

る・正常・幸福／できない・異常・不幸」という二項対立や、社会の全成員の必要に公平に応える制度

的条件などに関する問いを提起した。これに続くフロアも含めた全体討論では、特に、尊厳の主観的意

味と客観的意味とが相互に独立する側面と連関する側面に関して、尊厳の測定・評価や、さまざまな社

会的条件において現実に生じ得る問題についての活発で詳細な議論が行われた。 

本ワークショップを通して、多様な専門分野の観点から、認知症を有する人自身を尊重する仕方、最

善の要素、尊厳の捉え方、これらに関する価値の対立を調整する臨床的な試みが示され、私たちが取り

組む尊厳学の具体的課題をより多角的に理解する貴重な機会となった。（文責：日笠晴香） 
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第 31 回尊厳学フォーラム 「『グローバル関係の思想史 万有連

関の世界認識研究へ』合評会」 

１． 主催 

B02 班 

 

２． 日時 

 2024 年 9 月 14 日（土）14:00～17:55 

 

３． 場所 

駒澤大学 駒澤キャンパス 

 

４． 形態 

ハイブリッド開催 

 

５． プログラム 

14:00~14:10 開催趣旨説明：芝崎厚士（駒澤大学） 

14:10~15:10 第Ⅰ部 論論・学学（第１章 国際関係研究の将来 国際関係の研究からグローバル

関係の研究へ、第２章 ディシプリンの国際文化交渉 日本の国際関係研究と IR の関係史序説、

第３章 日本の国際関係研究における「固有の課題」と「共有の方法」 国際文化交渉論の視点

から） 

 書評１ 石川健治（東京大学） 

 書評２ 稲賀繁美（京都精華大学） 

15:10~15:25 休憩 

15:25~16:15 第Ⅱ部 空間・時間（第 4 章 国際関係研究における「帝国」と〈帝国〉、第 5 章 ウ

ェストファリア史観と国際関係研究、第 6 章 国際関係研究における時間論 「脱・代入型／

脱・脱却型」時政学の理論的展望 

書評１ 馬場智一（長野県立大学） 

書評２ 根岸陽太（西南学院大学） 

16:15~16:30 休憩 

16:30~17:20 第Ⅲ部 アート・クンスト（第 7 章 グローバルな革命のてがかりとしての児童文学 

『山椒大夫』と『グスコーブドリの伝記』の比較分析、第 8 章 「ボブ・ディランという音」と

平和学 ポール・ウィリアムズのディラン論を中心に、第 9 章 Are you experienced? 体験とし

ての音楽 とある授業の実践摘録） 

書評１ 高木駿（北九州市立大学） 

書評２ 佐藤壮広（山梨学院大学） 

17:20~17:35 休憩 

17:35~17:55 全体討論 
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６． 参加者数 

対面 15 人，オンライン 20 人 

 

７． 概要と振り返り 

本合評会は、Ｂ０２班代表の芝崎の新著『グローバル関係の思想史 万有連関の世界認識研究』のも

つ領域横断的・学際的なアプローチに基づく論考を、多種多様な分野の研究者達が読み解くことで、尊

厳学の確立という全体のテーマ、B02 班の「法、政治、国際関係と尊厳」というテーマ、そして各班そ

れぞれのテーマとの関連を深く掘り下げることを目的として開催された。三部構成をとっている同書に

対して、各部それぞれ２名ずつの評者が報告したあとで、対面・オンライン参加者と討論を行った。 

 第一部では石川氏が、憲法学および憲法思想史、さらに本書が依拠している見田宗介／真木悠介の学

知との関連から、本書の根底を貫く「万有連関の世界認識」をとらえる視座を深く掘り下げた。また稲

賀氏は、美術史から出発し同様に「万有連関の世界認識」と通底する世界史及び日本近代史を捉える独

創的な視点によって、本書の全体を見通す枠組を提示した。 

 第二部では、時間・空間認識をめぐる、理論・哲学的な研究に対して、馬場氏がレヴィナスに依拠し

た哲学的視点から、根岸氏が国際法思想に即した国際法学的視点からそれぞれ報告を行った。 

 第三部では芸術・文化の視点から、高木氏がカントの美学論から、佐藤氏が音楽や音、声に基づく体

験の視点から、児童文学や音楽およびそれらを用いた授業実践について、問題提起を行った。 

 以上のような多岐にわたる視点から、学際的な学の確立の方法と課題、人間およびノン・ヒューマン

の解放とその基礎にある人権そして尊厳のあり方を追求する本書がもつ、様々な視点への着目とその応

用可能性について、フロアを交えて多彩な議論がなされたことで、「尊厳学の確立」へ一定の寄与をな

すことができた会であった。 
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第 32 回尊厳学フォーラム 「看護における患者尊厳測定尺度開発

の実情と尊厳の捉え方」 

１． 主催 

C01 班 

 

２． 日時 

 2024 年 9 月 25 日（水） 

 

３． 場所 

オンライン 

 

４． 形態 

オンライン 

 

５． プログラム 

10:00～10:05 本研究会の趣旨説明と報告者の紹介：柳橋晃（茨城キリスト教大学） 

10:05～10:15 C01 班の尊厳調査の趣旨説明：孟碩洋（一橋大学） 

10:15～11:15 ご報告：太田勝正（東都大学、名古屋大学名誉教授） 

11:15～11:30 質疑応答 

 

６． 参加者数 

12 人 

 

７． 概要と振り返り 

本ワークショップでは、「患者尊厳測定尺度国際版（ International Patient Dignity Scale、以下

iPDS）」を開発された太田勝正先生（東都大学、名古屋大学名誉教授）をお迎えし、「看護における患

者尊厳測定尺度開発の実情と尊厳の捉え方」についてご報告していただき、質疑応答を行った。以下、

太田先生からのご報告をまとめつつ、C01 班の展望を述べる。 

看護学では介入を伴わない調査研究が行われることが多く、患者の心身問題を客観的に捉えるツール

である測定尺度の開発が行われてきた。測定尺度の開発には明確なプロセス（研究デザイン、対象の概

念化、構成要素の確認）が前提とされ、国際標準に基づく手順が求められる。 

 イギリスでは、他国に先駆けて尊厳測定尺度の開発が行われてきた。この経緯で行われた調査によっ

て、看護師における尊厳に対する意識の高さ、尊厳問題への感受性の高さ、尊厳ある看護へのこだわり

が示された一方で、浴室やトイレにおける衛生やプライバシーが適切に保たれていないこと、患者を叱

ること、子どものように大人の患者を扱うことなど患者の尊厳を侵す看護も指摘された。イギリスでは、

このように看護における尊厳の保障に関する問題を文脈化し可視化することで、国をあげて看護におけ

る尊厳の保障を改善する必要が認識され、政策決定にも活かされている。 

 看護における尊厳は、例えば看護師の倫理綱領の冒頭に出現することから自明な概念として捉えられ
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たり、それゆえに曖昧な概念として捉えられることもある。尊厳は失われた時に意識されやすいが、患

者の多くが侮辱や屈辱などの経験を生涯に亘って記憶するため、尊厳は看護における中心概念として繰

り返し確認されなければならない。 

 しかし、患者の視線や代理意思決定を行う家族の視線から尊厳測定尺度を開発する研究はあまり行わ

れなかった。また、患者の希望を尊厳の名のもとで掬い上げる研究もなかった。そこで、太田先生は、

患者と看護師の視点から尊厳を捉える英語圏の先行研究から尊厳を構成する要素を抽出し、国内調査を

行なった。具体的には、500 以上の病床を持つ 11 施設 442 人の患者の協力のもと、165 件の有効回答を

得た。これは、診療科を制限しない広範囲の患者の視点から、看護における尊厳の保障の現状と患者の

希望の方向性を測定する尺度を開発するためであった。これが iPDS 開発の予備調査となり、47 項目の

うち 23 項目が選出され、一人の人間として尊重する、患者の気持ちに寄り添う、話し方と内容に配慮す

る、患者を主体として対応するという４因子が抽出された。こうしたプロセスを通じて「患者の尊厳」

の構造が導かれる。最終的に、太田先生は、目標を国際版の作成に定め、国際的な研究体制で調査研究

を精力的に前進させている。 

 質疑応答では鋭い質問が多くなされた。先ずは、領域代表者の加藤泰史先生（椙山女学園大学、一橋

大学名誉教授）から、「太田先生のご理解では、尊厳には段階があり、また、失われたりするものでし

ょうか」とのご質問がなされた。そして、それに続く形で C01 班メンバーの片山勝茂先生（東京大学）

から、「iPDS では、いずれも Respect~という形で、すなわち、あることを尊重するという形で患者尊

厳測定尺度の因子が抽出されております。ここから、太田先生の開発された患者尊厳測定尺度は、尊厳

そのものというよりも、尊厳がどれくらい尊重されているのかということを測定しているという理解の

仕方も可能であると思います。そして、もう一点質問があるのですが、ただ今調査している米国の教育

学の文献を参照しますと、尊厳は、何人にも侵されない内在的で絶対的な価値である Inherent Dignity

と、それと対比されて理解されるものなのですが、人が誰かに帰属させる Attributed Dignity に区別さ

れております。先生が測定されている尊厳は、他者からの毀損を受ける Attributed Dignity として理解

されるものではないでしょうか。太田先生の尊厳のご理解をお聞かせいただければ幸いです」とのご質

問がなされた。太田先生からは、「患者の皆さんに調査をさせていただくと、看護（Dignified Care）

において、満足度の差が確認され、また、受けている看護に何が足りていないのかを期待というディメ

ンジョンで確認できます。尊厳に段階を与えることによって、看護師はどの程度尊厳が保障された看護

を行なえているのかと問えるようになり、看護の質を高めることにつながると思います。確かに尊厳に

は失われない価値としての側面があると思いますが、同時に看護実践においては損なわれたり失われた

りするものとして理解する必要もあると思います。看護実践の質を高めるという観点からは、尊厳に程

度や段階を設けることは有意味ではないでしょうか」と、看護実践を改善するためには尊厳（の保障）

に段階を設けることも有意味であるとのご教示をいただいた。 

C01 班は、太田先生からいただいた尊厳測定尺度開発に関する有益なご教示を活かし、（学校）教育

における尊厳の保障を目指すための調査研究に着手する。しかしながら、確かに実践を改善するためと

はいえ、尊厳を失われるものとして強く理解してしまうと、尊厳の保障の改善を要求可能にする根拠は

何になるのだろうか。C01 班には、実践の改善を念頭に置く場合には尊厳をどのような価値として理解

すべきなのかという喫緊の問いが与えられたと思われる。 
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第 33 回尊厳学フォーラム 「International Workshop on End-of-

Life Care Updates on End-of-Life Practices in Japan and Taiwan: 

Reimagining Dignity and Self-Determination 

（日本と台湾のエンドオブライフケアの最新動向：尊厳と自己決定を再考する） 

１． 主催 

B05 班 

 

２． 日時 

 2024 年 11 月 28 日（木） 

 

３． 場所 

立命館大学衣笠キャンパス 創思館 303/304 号室 

 

４． 形態 

ハイブリッド 

 

５． プログラム 

15:00- Keynote Lecture, End-of-Life Care in Taiwan: Legislation and Clinical Dilemmas 

蔡甫昌（国立台湾大学）：台湾におけるエンドオブライフケア：法制化と臨床的ジレンマ 

 

15:30- Presentations, The Hospitalization and Decision-making of Unrepresented Patients: Current 

Situation and Ethical Issues in Japan and Taiwan 

鍾宜錚（熊本大学大学院生命科学研究部生命倫理学講座）：身寄りのない患者の入院と意思決定に関

する倫理的課題：日本と台湾の状況 

 

15:55- Caring for his wife taught him how to live the end of life: Palliative care at home and at a hospital 

in Japan 

飯田淳子（川崎医療福祉大学医療福祉学部）：妻の介護経験から学んだ終末期の生き方――日本にお

ける在宅と病院での緩和ケア 

 

16:20- Consideration of Policies and Incidents in End-of-Life Care in Japan over the Last Ten years 

田中美穂（日本医師会総合政策研究機構／立命館大学大学院先端総合学術研究科）：日本の終末期医

療における政策と事例の過去 10 年間の検討 

16:45- 休憩 

 

17:00-18:00 総合討論 

 

６． 参加者数 
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対面 20 名、オンライン 20 名 

 

７． 概要と振り返り 

本シンポジウムは、日本と台湾におけるエンドオブライフケアの最新動向を共有し、尊厳と自己決定

の再考を目的としたものである。基調講演では、台湾の終末期医療の法制化と臨床現場の課題を取り上

げた。続く発表では、身寄りのない患者の意思決定、日本における在宅と病院での緩和ケア、過去 10 年

間の政策・事例分析をテーマに議論を展開した。医療・倫理の視点から国際的な比較を行い、今後の終

末期ケアの在り方について多角的に考察する場となった。 

2024 年 11 月 28 日、立命館大学の衣笠キャンパス「International Workshop on End-of-Life Care: Updates 

on End-of-Life Practices in Japan and Taiwan」が開催され、日本と台湾における終末期医療の最新動向につ

いて議論が行われた。プログラムは基調講演と 3 件の研究発表で構成され、東アジアという地域特性を

重視しつつ、多様な視点からエンドオブライフケアの課題を共有した。 

基調講演では、台湾における終末期医療の法制化と臨床的ジレンマについて、蔡甫昌教授（国立台湾

大学）が講演を行い、法制度の発展と実践の課題が明らかにされた。続く研究発表では、鍾宜錚氏（熊

本大学）が身寄りのない患者の意思決定支援に関する日台の現状を比較し、倫理的課題を指摘した。死

に関する医療の法制化という点では、日本とは対照的に積極的な面を持つ台湾での事例に関して、討論

が活発に行われた。飯田淳子氏（川崎医療福祉大学）は、日本における在宅および病院での緩和ケアの

実践について、家族介護の視点から考察した。人類学的調査に基づいたリアリティのある発表は、尊厳

を現場で考えることに有用であった。最後に、田中美穂氏（日本医師会総合政策研究機構）は、日本の

終末期医療政策の変遷と近年の重要な事例を紹介し、課題と展望を提示した。一つの論点として、死に

ゆく人びとが、自分のことを「迷惑」な存在と考えるかどうかという点について、学術変革 A だからこ

そ実現できる学際的な議論が行われた。 

本シンポジウムは、終末期医療における尊厳と自己決定の意義を再考する貴重な機会となり、今後の

政策や医療現場の実践に示唆を与えた。今後、継続的にこのような催しを複数班で開催していきたいと

考えている。（文責：美馬達哉） 
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第 34 回尊厳学フォーラム 「ディスアビリティとジェンダーの交

差性：尊厳・人権・倫理」 

１． 主催 

B03 班 

 

共催：神戸大学大学院人間発達環境学研究科 ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 

 

２． 日時 

 2024 年 12 月 14 日（土） 

 

３． 場所 

神戸大学鶴甲第 2 キャンパス A 棟 2 階大会議室 

 

４． 形態 

対面（言語：日本語のみ） 

 

５． プログラム 

小森淳子（岐阜協立大学）「複合差別の中に沈んでいくわたしを掬い続ける～障害のある女性の結

婚・出産・子育て～」 

土屋葉（愛知大学文学部）「対話を開いていくことの可能性：「生きづらさ」の語りをめぐって」 

休憩 

橋田慈子（千葉大学教育学部）「生命の尊厳を取り戻す～出生前検査をめぐる日英の障害女性の試み

～」 

松波めぐみ（大阪公立大学国際基幹教育機構）「『複合差別』を主題化することの意義～京都の条例

づくり運動の経験から～」 

安井絢子（関西大学／日本学術振興会特別研究員 PD）「ケア関係における尊厳を考える：ヌスバウ

ムの『選択に基づく尊厳』とキテイの『関係に基づく尊厳』」 

コメント：B03 班 日笠晴香（岡山大学学術研究院ヘルスシステム統合科学学域） 

 

６． 参加者数 

23 人 

７． 概要と振り返り 

近年、障害のある女性をめぐる複合差別については調査や研究が実施され、その功績は大きいと考え

られる。障害のある女性は「ディスアビリティ」と「ジェンダー」という 2 つの異なる当事者性が組み

合わさることによって起こる特有の差別や抑圧を経験している。本ワークショップでは、「交差性

（intersectionality）」という考え方をベースにして、哲学・倫理学、社会学、社会福祉学、社会教育学、

障害学を専門としている 5 名の女性研究者を招き、それぞれの視点から、障害のある女性の尊厳や人権

の回復と、倫理の確立に向けて必要な事柄について問題提起を行い、尊厳学としての研究と実践のあり
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方を構想した。  

本ワークショップでは、ある人が「自己決定」と「自己責任」をする場合に、その人を「尊重する」

という一般的な考え方の限界について考えるきっかけとなった。ディスアビリティとジェンダーが重な

るところの尊厳・人格・倫理を考える上では、そのような枠組みを超えていかなければならないことを

登壇者 5 名の発表から理解できた。例えば、出生前の生命などの自己決定できない場合や障害のある女

性が自己決定する場合、周囲の対応や価値観、そして社会構造が複雑に影響し、その尊厳が侵害された

り、それが尊重されたりする仕方が多様であることについて論じられた。 

まず、小森淳子氏（岐阜協立大学）が「複合差別の中に沈んでいくわたしを掬い続ける～障害のある

女性の結婚・出産・子育て～」というタイトルで講演を行った。小森氏は、脳性まひによる四肢麻痺と

共に生きており、体幹障害と言語障害がある女性の立場から、優生保護法と障害者の結婚、妊娠、出産、

子育ての経験と葛藤について語った。社会や周囲の一方的な思い込み（パターナリズム）によって、妊

娠・出産についての障害のある女性自身の意思が全く考慮されない・妨げられる状況があることを明確

にした。その後、子育てにおける「性別役割」や「自己責任」の圧力によって、女性が自分を追い詰め

てしまうようになり、支援を求めることが難しくなってしまうことが、障害のある女性の子育てを一層

困難にさせていることを述べた。 

次に、土屋葉氏（愛知大学文学部）が「対話を開いていくことの可能性：「生きづらさ」の語りをめ

ぐって」というタイトルで講演を行った。障害当事者と実際に向かい合って支援者自身が自分のことを

直接伝える「対話」ではなく、アーカイブを利用した「対話」によって、お互いへの「責め」や「非対

称性」を回避し得るということ、アーカイブ中のエピソードに対してその人自身の語りや対話がはじま

ることの重要性を示唆した。 

休憩を挟んで、橋田慈子氏（千葉大学教育学部）が「生命の尊厳を取り戻す～出生前検査をめぐる日

英の障害女性の試み～」というタイトルで講演を行った。イギリスの事例を紹介した後、日本の出生前

検査に関して考察し、社会の抱える問題を個人の選択・責任にしてしまうという点を挙げた。性差別と

障害者差別の交差性が理解されていたという状況について明らかにした。特に、出生前診断や着床前検

査に対する問題提起は、障害のある女性たちが「生命の尊厳」を取り戻すための試みであったことと、

そのことに対する周囲の認識があまりに少なかったことの問題点を挙げた。 

続いて、松波めぐみ氏（大阪公立大学国際基幹教育機構）が「『複合差別』を主題化することの意義

～京都の条例づくり運動の経験から～」というタイトルで講演を行った。ご自身のライフヒストリーを

紹介しつつ、社会の中で、男性ではなく女性に対して不利な抑圧的な規範が存在し、それを目指すよう

教育において女性が仕向けられることの問題点を挙げた。松波氏が京都の「障害者差別をなくす」条例

づくりの事務局長として活動を続けたことによって、障害当事者の視座が入ることの重要性だけでなく、

「当事者」どうしにも経験の「重なり」と「異なり」があることを明らかにしつつ、当事者一人一人の

経験がどのように社会のあり方に影響するのを考えた。 

最後に、安井絢子氏（関西大学／日本学術振興会特別研究員 PD）が「ケア関係における尊厳を考え

る：ヌスバウムの『選択に基づく尊厳』とキテイの『関係に基づく尊厳』」というタイトルで講演を行

った。「どのような存在が人間の尊厳をもつのか」、「どう接することが尊厳を尊重することになるの

か」、という問いの整理の重要性を挙げた。その後、「各ケイパビリティの閾値レベル」によって「人

間の尊厳にふさわしい生」や「人間の生」を判断するヌスバウムの理論だけでなく、キテイの理論にお

いても、「人間の尊厳」がその存在の「性質」やケアする側の「能力」と結び付けられているというこ
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とを示唆した。 

登壇者５名の講演が終わった後、B03 班の分担研究者である日笠晴香氏（岡山大学学術研究院ヘルス

システム統合科学学域）が各登壇者へ向けて建設的なコメントと問いを出した。登壇者間の対話や議論

が重視され、フロアの参加者も互いの意見を交換することができた。ディスアビリティとジェンダーの

交差性を考えることは、今後の尊厳学において重要な示唆を得るきっかけになるだろう。（文責：稲原

美苗） 
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第 35 回尊厳学フォーラム Well-being and the Future of Industrial 

Relations 

１． 主催 

B03 班 

  

共催 

・JSPS 基盤研究（A）「ケイパビリティ・アプローチに基づく福祉交通システムの実装と調査分析プ

ログラムの構築」（課題番号 19H00595） 

・公益財団法人 神林留学生奨学会 

・ムーンショット型研究開発事業「脳指標の個人間比較に基づく福祉と主体性の最大化」（課題番号

JPMJMS2294） 

・一橋大学経済研究所共同利用共同研究拠点事業 

 

２． 日時 

 2024 年 12 月 16 日（月），17 日（火） 

 

３． 場所 

帝京大学霞が関キャンパス 

 

４． 形態 

対面（言語：英語のみ） 

 

５． プログラム 

Opening remarks by organizer 

 

Session 1: Recent Changes in Industrial Relations: Insights from Statistics and Surveys  

-Akie NAKAMURA(RENGO-RIALS)/Susumu KUWAHARA (IER, Hitotsubashi) 

Discrepancy in Unionization Rates Between Official and Social Surveys in Japan 

-Alex BRYSON (UCL) 

Unions, Wages and Hours in the USA: A Half-Century Perspective 

-Ryo KAMBAYASHI (Musashi) 

Union Membership Dynamics in Japan: Analyzing Demand, Supply, and Satisfaction 

-Kyoko SUZUKI (JILPT)/Akie NAKAMURA (RENGO-RIALS) 

Job Quality and Union Membership Status 

 

Session 2: Roles and Mechanisms of Industrial Relations: Behind the Scenes 

-Tomohiro SHIMONAGA (Doshisha) 

Curriculum Design for Vocational Training in Japan in Response to the Fourth Industrial Revolution and 
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Challenges 

-Ikutaro ENATSU (Kobe) 

A Case Study on Data-driven Labor Unions in Japan 

-Takao KATO (Colgate) 

Information and Goal Misalignment, Employee Voice, and Wages: 

Evidence from Japanese Linked Employer-Employee Data 

 

Session 3: Well-being and the Future of Industrial Relations  

-Reiko GOTOH (Teikyo) 

An Empirical Challenge of Capability Approach 

-Andrew CLARK (Paris School of Economics – CNRS) 

Well-being at Work: Japan and the OECD 

-Gabriel BURDIN (Siena) 

The Impact of Overtime Limits on Firms and Workers: 

Evidence from Japan’s Work Style Reform 

-Mari TANAKA (IER, Hitotsubashi/ Tokyo) 

Unions in Developing Countries 

 

Final remarks by the organizer 

 

６． 参加者数 

30 人 

 

７． 概要と振り返り 

経済学に倫理を導入する試みの多くは、利他心、共感、信頼、社会的選好などの概念によって合理的

経済人（自己利益最大化）モデルを拡張することに向けられてきた。社会的な再分配政策の桎梏となる

労働インセンティブ理論，教育と就労を貫く一元的序列主義（生産性）・能力主義，契約自由の成立条

件などの問題が十分に取り組まれてきたとは言い難い。 

個人の福祉と労使関係をめぐる国際コンファレンスでは，個人と公共の間に労働組合（協約）という

概念を挟むことにより，経済学の死角にひとすじの光が当てられた．以下にその概要を簡単に記そう． 

ベルサイユ体制後のリベラルな民主主義社会において形成された労働者‐資本家 (Labor and Capital) と

いう階級意識は近年薄れ，被用者 - 使用者 (Employee and Employer) という一対一の契約関係が「契約

自由の原則」とともに強調されるようになってきた．たとえば、先進各国での労働組合組織率の低下と

いう現状に如実にあらわれている。 

またこの傾向は、個人が直接国家に糾合されるというフランス革命以来の社会観や方法論的個人主義

という経済学や計量経済学の前提と親和的で、個人の福祉を評価する局面においても、整った理論や統

計的操作を現実に当てはめられるようになることからむしろ当然とされてきた。しかし、このコンファ

レンスで話し合われたように、とくに個人の福祉という観点からは、この傾向には議論の余地がいくつ

もある。 
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まず，被用者‐使用者関係には意思決定の機会や行使可能な権限において明確な非対称性が残ると考

えるべきである．「契約自由の原理」の形式的な適用は，特定の個人が被る権利の侵害（福祉の毀損）

を覆い隠しかねない． 

また、もともと福祉の評価基準を措定するには、何ができるかという（客観的）機能測定と同時に、

何がしたいか/何をするべきかという（主観的）準拠機能の措定が不可欠となる。個人と国家を直接つ

なぐ近代社会では、この何がしたいか/何をするべきかは，個人（または国家）が専権的に決められる

ものと考えられている点に注意されたい。 

現実には、特定の個人が措定すべき機能は、家族やコミュニティなど、アイデンティティを共有する

集団に深く規定されながら，形づくられていく。準拠機能の措定が完全に個人に任され、未経験の反実

仮想を通じた準拠機能の措定ができないとすれば、当該個人の措定する準拠機能は自らの経験に過度に

依存する可能性がある。 

本来、準拠機能の措定は、反実仮想を通じて未経験の領域に自らを延長することによって知識を獲得

し、より規範的に是認できる準拠機能が措定されるべきだろう。この際有用なのは、同一アイデンティ

ティのもとでは他人の経験を自らの経験（つまり反実仮想）として取り込めるという手順である。 

同一アイデンティで定義される集計単位を「中間団体」と呼ぶとすれば、被用者-使用者関係における最

も有力な中間団体は労働組合であり、そこでの価値規範を表象するのは労使協約である。最近の先進各

国での労働組合組織率の低下は、労働者の交渉力や労働分配率の低下というマクロ的資源配分的非効率

性を生み出すおそれのあることが指摘されている．その影響は，結局のところ、はたらく人々の職場内

規範形成に影響を及ぼしかねない。 

本コンファレンスでは「契約から協約へ」の可能性と現実性が多角的に検討され，国内外のさまざま

なデータ、ケーススタディを通じて、非対称的な関係性を前提としたうえで，合意形成する手続きとメ

カニズムについて貴重な示唆が得られた．実のところ，近年の社会福祉基礎構造改革で進められた「措

置から契約へ」にも同様の問題が潜む．労働組合研究で得られた知見は，社会福祉制度改革においても

有用となろう． 
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第 36 回尊厳学フォーラム・第 6 回ジェンダー学会議 「ジェンダ

ー概念をめぐる混乱を解きほぐす」 

 

１． 主催 

総括班（X00 班） 

 

２． 日時 

 2024 年 12 月 20 日（金）18:00～20:00 

 

３． 場所 

オンライン 

 

４． 形態 

オンライン 

 

５． プログラム 

18:00~19:30 古川直子「ジェンダー学概念をめぐる混乱を解きほぐす」 

19:30~20:00 質疑応答 

 

６． 参加者数 

25 人 

 

７． 概要と振り返り 

この度は、長崎総合科学大学の専任講師である古川直子先生を招き、「ジェンダー学概念をめぐる混

乱を解きほぐす」をテーマに第６回ジェンダー学会議が開催された。講演に先立ち、「『セックス』は

フィクションか?―J・バトラーとフランス唯物論フェミニズム」をはじめとする古川先生の４本の論文

が共有され、講演への期待が高まっていた。 

講演は古川先生の自己紹介から始まり、「I.ジェンダー概念の導入」、「II. セックス/ジェンダー二元

論への批判とその問題」、「III.セックス/ジェンダー二元論批判の余波」という流れで進行された。冒

頭で先生は、「ジェンダー」概念をめぐる混乱には、社会的な女/男らしさや社会的性別、性別役割規

範、社会的につくられた性といった、多岐にわたる要因が働いていると指摘した。また、ジェンダー概

念の背景として、19 世紀末から 20 世紀初頭に起きた第一波フェミニズムでは公的領域における制度的

不平等が、そして 1960 年代後半から 70 年代初頭に起きた第二波フェミニズムでは私的領域における権

力関係が取り上げられた。 

「セックスもまたジェンダーである」をめぐっては、次の三つの言説に関する問題提起が行われた。

まず、「生物学的性別はスペクトラムであり、二分できない」では、性別が決まらなければ社会生活が

成り立たないという点が挙げられた。次に「『生物学的性別』についての認識は可変的である」に関し

て、事実と認識の齟齬が提起された。最後に「遺伝と環境は不可分である」に関して、「社会的につく
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られた性差」とは、社会的処遇の効果として生み出された見かけだけの性差であるという見解が述べら

れた。このような議論を踏まえて、ジェンダーとは、規範としての「らしさ」、言い換えれば「型」で

あり、その「型」に押し込められた事実としての「らしさ」である、ということが結論づけられた。 

今回の講演を通して、S・ボーヴォワール(1949)をはじめ、Laqueur（1990）、加藤（2005）、萩野

（2011）のような洋の東西にまたがる学者らの研究と古川先生の明快な分析をもとに、ジェンダーをめ

ぐる認識の地平を広げることができた。尊厳学が社会的問題解決に資する新たな学問領域を構築するた

めには、個別の学問の混乱を解きほぐすことが前提となるだろう。その意味でこの講演は、ジェンダー

概 念 そ れ 自 体 と 同 様 、 「 型 」 に 押 し 込 め ら れ な い 、 示 唆 に 富 ん だ 学 び の 場 と な っ た 。                 

（文責：李貞善） 
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4.1. 凡例 

 

 所属・役職は 2024 年度のものを記載した。 

 

 書式は日本学術振興会のものを利用した。 

 

 原則として当該の研究者が単著者および編者になっているものは「書籍」に、それ以外の寄稿や分

担執筆の場合は「雑誌論文」に掲載した。 
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4.2. 総括班 

加藤泰史（領域研究代表者）（椙山女学園大学、教授、哲学/倫理学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

Yasushi Kato The Normative Role of the Concept of Dignity in the Public Sphere 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

Dignity, Freedom and Justice （図書所収論

文） 

無 ─ 2 0 2 4 19-40 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://doi.org/10.1007/978-981-97-0519-1_2 

オープンアクセス 国際共著 

 有  該当する 

タイトルの原題 

  

 

著 者 名 論  文  標  題 

加藤泰史 編者後書き「尊厳学」の中の日欧米圏 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（図書所収論文） 無 ─ 2 0 2 4 515-523 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

無 

オープンアクセス 国際共著 

 無  該当しない 

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Matthias Kettner, Yaming 

Li,Yasushi Kato 

Research Project on Dignity Studies 



  4. パブリケーション 

85 

 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

World Congress Philosophy Rome 2024 2024/08/08  Sapienza University of 

Rome 

タイトルの原題 

  

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

加藤泰史 ノイエ・ヴァッへの「ピエタ」とベルリンの「平和の少女像」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

国際ワークショップ「ベルリンの「平和の少

女像」から考える」 

2024/08/10  一橋大学 

タイトルの原題 

  

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

加藤泰史 二つの尊厳理解と尊厳概念の正当化の問題：尊厳概念の適用の限

界をめぐって 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本倫理学会第 75 回大会 2024/09/28  京都大学 

タイトルの原題 

  

 

3. 〔図 書〕 

著 者 名 出 版 社 

小島毅・加藤泰史（編） 法政大学出版局 

書  名 発 行 年 総ページ数 

尊厳概念の転移 2 0 2 4 534 

タイトルの原題 

  

 

小倉康寛（椙山女学園大学、特任助教、フランス詩/美術史/美学） 

1. 〔雑誌論文〕 
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著 者 名 論  文  標  題 

小倉康寛 1860 年におけるボードレールの詩学の「成熟」--『同時代評論』の

詩群における「イツモ同ジク」の位置 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最 初 と 最 後

の頁 

フランス語フランス文学研究 有 125 2 0 2 4 37-51 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

10.20634/ellf.125.0_37 

オープンアクセス 国際共著 

有 無  

タイトルの原題 

  

 

著 者 名 論  文  標  題 

小倉康寛 ヤコブソンとレヴィ＝ストロース、ボードレールにおける「猫た

ち」 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最 初 と 最 後

の頁 

大橋洋一編『文学理論の名著 50』（平凡社） 無  2 0 2 5 201-214 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

無 

オープンアクセス 国際共著 

無   

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

小倉康寛 自然法を道徳に重ね合わせることを問い返す--齊藤安潔「プラトン

にお ける「魂」の尊厳」を読む-- 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

学術変革領域研究 A「尊厳 学の確立」A02 班主

催『問いとしての尊厳概念』合評会 

2024 年 7 月 椙山女学園大学  

タイトルの原題 
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3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

李貞善（東京大学、特任助教、文化遺産学、社会学（戦争と社会） ） 

1. 〔雑誌論文〕 

著 者 名 論  文  標  題 

李 貞善（Lee Chungsun） 朝鮮戦争における国連軍戦死者追悼空間の平和的意義： 

1964 年国連記念墓地の追悼館造成（韓国語） 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

統一と平和（ソウル大学・統一平和研究院） 有 16 ２ ０ ２ ４ 269―305 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://www.kci.go.kr/kciportal/landing/article.kci?arti_id=ART003167524  

オープンアクセス 国際共著 

公開  ― 

タイトルの原題 

한국전쟁 유엔군 전사자 추모공간의 평화적 의의 : 1964년 유엔기념묘지 추모관 건립 

 

著 者 名 論  文  標  題 

李 貞善（Lee Chungsun） 国連記念公園の合葬の運営実態及び改善に関する研究（韓国語） 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

港都釜山（韓国・釜山広域市史編纂委員会） 有 48 ２ ０ ２ ４ 403―434 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://kiss.kstudy.com/Detail/Ar?key=4106316  

オープンアクセス 国際共著 

公開  ― 

タイトルの原題 

유엔기념공원의 합장(合葬) 운영 실태 및 개선방안 연구 

 

https://www.kci.go.kr/kciportal/landing/article.kci?arti_id=ART003167524
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Lee Chungsun “Educational Programs on the Korean War’s Resilient Heritage: 

Memory Politics of the “Sites of the Busan Wartime Capital””（英

語） 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

International Research Conference on 

Education & Multidisciplinary Studies 

(IRCEMS) 2024 Boston 

2024 年８月９日  Harvard University  

（ Boston, United 

States）  

タイトルの原題 

“Educational Programs on the Korean War’s Resilient Heritage: Memory Politics of the “Sites of the 

Busan Wartime Capital”” 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

李 貞善（Lee Chungsun） 国連軍戦没者の追悼空間に関する軍史的研究： 

1964 年国連記念墓地における追悼館の建設意義を中心に（韓国

語） 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

「2024 年朝鮮戦争学術会議 

（大韓民国・国防部軍史編纂研究所）」 

2024 年 6 月 19 日 国防大学校 

（韓国・ソウル） 

タイトルの原題 

유엔군 전사자 추모공간의 군사사적 연구: 1964년 유엔기념묘지 추모관 건립 의의를 중심으로 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

森永駿（椙山女学園大学、特任研究員、哲学/倫理学、現象学） 

1. 〔雑誌論文〕 

著 者 名 論  文  標  題 

森永駿 後期ハイデガーにおける技術と存在の牧人 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

中部哲学会年報 有 56 2 0 2 4 85-95 
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掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

─ 

オープンアクセス 国際共著 

 有  該当しない 

タイトルの原題 

  

 

著 者 名 論  文  標  題 

森永駿 オランダの安楽死制度における医師と看護師の役割と位置づけ 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

人間学・ジェンダー研究 2024 有  2 0 2 5 印刷中 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

─ 

オープンアクセス 国際共著 

 予定している  該当しない 

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

齊藤安潔（椙山女学園大学、特任研究員、哲学/倫理学、古代ギリシア） 

1. 〔雑誌論文〕  

該当なし。 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

齊藤安潔 「第 II 部 第 1 章 齊藤安潔「プラトンにおける「魂の尊厳」」への
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書評に対する応答 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

『問いとしての尊厳概念』書評会 2024 年 7 月 13 日  椙山女学園大学 

タイトルの原題 

  

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 
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4.3. A01：理論［価値論/倫理学・応用倫理学］班 

「態度適合理論/分析」に基づいて「尊厳」を「絶対的価値」として分析すること 

 

高木駿（班代表者）（北九州市立大学、准教授、哲学/価値論） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

高木駿 自律概念の自然化──「価値の態度適合理論」を拡張するために 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 

 

発 行 年 

 

最初と最後

の頁 

北九州市立大学基盤教育センター紀要 なし 43 2 0 2 4  

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図書〕 

 該当なし。 

 

品川哲彦（関西大学、教授、生命倫理学/倫理学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

品川哲彦 脆弱な消費者――一倫理学者による覚書 

雑  誌  名 

 

査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 
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文学論集 無 74 巻 3 号 ２ ０ ２ ４ 1-19 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図書〕 

 該当なし。 

 

岩佐宣明（愛知学院大学、教授、哲学/応用倫理学） 

1. 〔雑誌論文〕 

著 者 名 論  文  標  題 

岩佐宣明 尊厳を脱神秘化する 

―絶対的価値への自然主義的アプローチ 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『哲学と現代』 有 第 40 号 2 0 2 5 不 明 （ 近

刊） 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

岩佐宣明 尊厳を脱神秘化する 

―絶対的価値への自然主義的アプローチ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

尊厳学フォーラム「価値論の現在」 2024/03/02  愛知学院大学 

タイトルの原題 

  

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

岩佐宣明 絶対的な主観的価値としての尊厳 

―G.シェーンリッヒを批判的に継承しつつ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本倫理学会第 75 回大会 2024/09/28  京都大学 

タイトルの原題 

  

 

3. 〔図書〕 

 該当なし。 

 

青田麻未（群馬県立女子大学、講師、美学/環境論） 

1. 〔雑誌論文〕 

著 者 名 論  文  標  題 

青田麻未 生活の時間と公園の時間――都市における自然がもつ美的意義 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

太田和彦・吉永明弘編著『都市の緑は誰のも

のか 人文学から再開発を問う』（図書所収

論文） 

無 ─ 2 0 2 4 300 ページ

（うち担当

箇所は 197-

221 ペ ー

ジ） 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

無 

オープンアクセス 国際共著 
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 無  該当しない 

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

青田 麻未 日常の美学とジェンダー 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

東京女子大学哲学専攻 100 周年記念講座「哲

学とジェンダー」 

2024 年 9 月 15 日 NHK カルチャー青山教

室  

タイトルの原題 

  

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 
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4.4. A02：欧米圏[概念史]班 

現代の「被造物の尊厳」などの新たな尊厳概念を踏まえた欧米圏の尊厳概念史の再構築 

 

馬場智一（班代表者）（長野県立大学、教授、哲学/倫理学、フランス哲学） 

1. 〔雑誌論文〕 

該当なし 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

馬場智一 東山魁夷と自然との共感 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

4th International Colloquium in Contemporary 

Philosophy and Culture; Nature, Sprituality 

and Culture 

2024 年 6 月 2 日 長野県立大学 

タイトルの原題 

Kaii Higashiyama and the sympathy with nature 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

馬場智一 書評「第 I 部 第 6 章 岩佐宣明「被造物の尊厳──比較衡量可能な

内在的価値の可能性」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

『問いとしての尊厳概念』書評会 2024 年 7 月 13 日 椙山女学園大学 

タイトルの原題 

 ― 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

馬場智一 根を持つ哲学：安藤昌益とヘルマン・コーエン 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

World Congress of Philosophy, Rome, 

International Association for Japanese 

Philosophy Co-sponsored by the Philosophical 

2024 年 8 月 5 日 ローマ・サピエンティ

ア大学（ローマ, イタリ

ア） 
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Association of Japan 7th Annual Conference of 

International Association for Japanese 

Philosophy 

タイトルの原題 

Rooted Philosophies: Ando Shokei and Hermann Cohen 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

馬場智一 第Ⅱ部空間・時間 書評１：原生の時空と尊厳概念研究を巡るコ

メント 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

『グローバル関係論の思想史』書評会 2024 年 9 月 14 日 駒澤大学 

タイトルの原題 

 ― 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

馬場智一 ジャック・マリタンのカント批判 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

A02 班成果報告と WS「尊厳概念史の再構築

に向けて（１）：古代・中世哲学 

2024 年 1 月 24 日 東洋大学 

タイトルの原題 

 ― 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

馬場智一 東山魁夷のエッセイと「故郷風景」の哲学 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

Exploratory Workshop “Literature and/or/as 

Philosophy 

2024 年 1 月 25 日 京都大学 

タイトルの原題 

 Essays of Kaii Higashiyama and the philosophy of “homelandscape” 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし 
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津田栞里（東洋大学、講師、哲学/社会思想史、ドイツ哲学/スピノザ主義/ジ

ェンダー学） 

1. 〔雑誌論文〕 

該当なし 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

津田栞里 啓蒙時代における狂いの星座：啓蒙の鏡像としての狂い 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本病跡学会第七一回総会 2024 年 7 月 7 日 東洋大学 

タイトルの原題 

 ― 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

津田栞里 なぜ尊厳概念史のネガティブ・アプローチなのか 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

A02 班成果報告と WS「尊厳概念史の再構築

に向けて（１）：古代・中世哲学 

2025 年 1 月 24 日 東洋大学 

タイトルの原題 

 ― 

 

3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 

津田 栞里 晃洋書房 

書  名 発 行 年 総ページ数 

バウムガルテンとスピノザ論争史：一八世紀ドイツ哲学再考 2 0 2 5 242 

タイトルの原題 

— 
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宇佐美公生（岩手大学、嘱託教授、哲学/現代倫理学、英米哲学/英米倫理学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

宇佐美公生 尊厳概念の理念的性格―尊厳概念不要論の検討を介して 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

日本倫理学会第 75 回大会報告集 無  2 0 2 4 44−47 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

 ― 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

宇佐美公生 第 I 部 第 5 章 「尊厳」概念の不確定性をめぐって 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

『問いとしての尊厳概念』書評会 2024 年 7 月 12 日 椙山女学園大学（オン

ライン参加） 

タイトルの原題 

 ― 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

宇佐美公生 尊厳概念の理念的性格―尊厳概念不要論の検討を介して 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本倫理学会第 75 回大会 2024 年 9 月 28 日 京都大学 

タイトルの原題 

 ― 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

宇佐美公生 尊厳概念の理念的性格―尊厳不要論と自律の検討 



  4. パブリケーション 

99 

 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

A02 班成果報告と WS「尊厳概念史の再構築

に向けて（１）：古代・中世哲学 

2025 年 1 月 24 日 東洋大学 

タイトルの原題 

 ― 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし 
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4.5. A03：非欧米圏[概念史]班 

アジア・イスラムなどの非欧米圏の尊厳概念史の構築 

 

小島毅（班代表者）（東京大学、教授、中国思想） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

小島毅 唐君毅の「自作主宰」──人格尊厳の根拠として 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 333-352 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

著 者 名 論  文  標  題 

小島毅 「世界人権宣言」における良知 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

死生学・応用倫理研究 無 30 2 0 2 5 3 月発行の

ため未定 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定あり − 

タイトルの原題 

日本語 

 

2. 〔学会発表〕 
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該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

中村元哉（東京大学、教授、近現代中国政治/中国法制史） 

1. 〔雑誌論文〕 

著 者 名 論  文  標  題 

中村元哉 2010 年代の憲政論の地平――中国憲政史をどう認識するのか 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

中国 21 無 60 2 0 2 4 115-129 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

著 者 名 論  文  標  題 

中村元哉 現代中国の安定と成長を歴史的に考察する 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

東亜 無 689 2 0 2 4 74-81 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 
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著 者 名 論  文  標  題 

中村元哉 張君勱の憲法制定活動からみる「人間の尊厳」の思想的基盤 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 689 2 0 2 4 353-366 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

竹下（牧角）悦子（二松學舍大學、教授、近代中国文学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

牧角悦子 周作人「人間の文学」に見る中国近代知識人の「人間」観 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 367-386 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 
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日本語 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

小倉紀蔵（京都大学、教授、朝鮮（韓国）哲学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

小倉紀蔵 日本群島と総合的人間 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 17-42 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 
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清水正之（聖学院大学、特任教授、日本哲学/日本思想史） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

清水正之 「世教」再考―当事者とはだれか 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

弘道 無 1150 2 0 2 4 6-11 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

著 者 名 論  文  標  題 

清水正之 伝統思想における尊厳概念──十七・十八世紀の日本思想とその

方法から 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 43-69 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

著 者 名 論  文  標  題 

清水正之 「開くこと閉じること」―当事者とはだれか・道徳の主体と尊厳 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

キリスト教と諸学 有 36 2 0 2 5 7-21 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 
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− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定あり − 

タイトルの原題 

日本語 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

犬塚 悠（名古屋工業大学、准教授、日本哲学/環境論） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

犬塚悠 和辻哲郎における尊厳概念──人間存在の否定性 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 237-266 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

犬塚悠 和辻哲郎における尊厳概念 
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学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

東方学会第 68 回国際東方学者会議 2024 年 5 月 25 日 オンライン 

タイトルの原題 

日本語 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

ギブソン松井佳子（神田外語大学、教授、比較文学/ジェンダー学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

ギブソン松井佳子 〈弱さ〉の尊厳の提起──日本の「私小説」における日常生活の

実相に導かれて 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 215-236 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 
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前川健一（創価大学、教授、仏教学/日本思想史） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

前川健一 近代仏教における縁起と尊厳 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 193-214 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

著 者 名 論  文  標  題 

前川健一 清沢満之のカント批判 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

創価人間学論集 無 19 2 0 2 5 3 月発行の

ため未定 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

著 者 名 論  文  標  題 

前川健一 鈴木宗忠 忘れられた宗教哲学者による知られざる新カント派受

容 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 
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近代日本における価値哲学者の群像 無 − 2 0 2 5 3 月発行の

ため未定 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

菊地達也（東京大学、教授、イスラム思想） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

菊地達也 イスラム教における人間観──カラーマと義務賦課の観点から 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 123-144 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

2. 〔学会発表〕 
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該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

金光来（東京大学、特任研究員、朝鮮思想史） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

金光来 人間と動物の本性は同じか異なるか──朝鮮朱子学の人物性同異

論争 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『尊厳概念の転移』（小島  毅・加藤  泰史

(編)、法政大学出版局） 

無 − 2 0 2 4 101-122 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 

 

著 者 名 論  文  標  題 

金光来 一八世紀東アジアの心論──李瀷と戴震の心論と西学 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

日本儒教学会報 無 9 2 0 2 5 45-56 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定なし − 

タイトルの原題 

日本語 
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

金光来 一八世紀東アジアの心論──李瀷と戴震の心論と西学 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本儒教学会 2024 年度大会シンポジウム 2024 年 5 月 25 日 二松学舎大学 

タイトルの原題 

日本語 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 
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4.6. A04：世界哲学史構想班 

欧米圏と非欧米圏の尊厳概念史を統合して尊厳概念に基づく世界哲学史の構築 

 

納富信留（班代表者）（東京大学、教授、ギリシア哲学/世界哲学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

納富信留 知性について 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『未来哲学』 無 別冊 2 0 2 4 1-12 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

  

タイトルの原題 

 

 

著 者 名 論  文  標  題 

納富信留 魂があると語ること―松永プラトンの一歩先― 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

西日本哲学会 無 32 2 0 2 4 57-73 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

  

タイトルの原題 

− 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
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納富信留 ソクラテスとソフィスト：ソフィスト批判の歴史再考 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

Ancient Greek Sophistry and Its Legacy: An 

International Conference 

2024 年 12 月 12 日  オンライン 

タイトルの原題 

Socrates and the Sophists: Reconsidering the History of Criticisms of the Sophists 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

納富信留 西洋古典文献学とは何か？ 理念・実践と諸問題 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本中国学会第 76 回大会 2024 年 10 月 12 日 二松学舎大学 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

納富信留 プラトンはなぜ哲学を神の使命だと考えたか？ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 4 回国際プラトン学会アジア地区大会 2024 年 9 月 11 日 名古屋大学 

タイトルの原題 

Why does Plato consider philosophy to be the mission of god? 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

納富信留 プラトンと対話の可能性 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

WCP 2024 国際プラトン学会セッション 2024 年 8 月 7 日 ローマ・サピエンツァ

大学 

タイトルの原題 

Plato and the Possibility of Dialogue 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

納富信留 三木清とギリシア哲学 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
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三木清研究会公開講演会 2024 年 6 月 29 日 たつの市 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

中島隆博（東京大学、教授、中国哲学/世界哲学史） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

中島隆博 哲学の異端――中国哲学と世界哲学 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

哲学 無 75 2 0 2 4 59-72 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

  

タイトルの原題 

 

 

著 者 名 論  文  標  題 

中島隆博 日本哲学の未来 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『未来哲学』 無 別冊 2 0 2 4 13-24 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

  

タイトルの原題 
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

中島隆博 「すべてを知る――世界哲学と空海」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

高野山真言宗東海地区教師研修会 2024 年 5 月 30 日 名古屋マリオットアソ

シアホテル 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

中島隆博 「世界哲学と人間の再定義」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

地球システム・倫理学会 2024 年 6 月 15 日 麗沢大学新宿キャンパ

ス 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

中島隆博 「民の天下」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

台湾学会「天下秩序與共生哲學」 2024 年 8 月 22 日 オンライン 

タイトルの原題 

 「民之天下」 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

中島隆博 「朝に道を聞く」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

京都哲学研究所＋京都哲学会 2024 年 11 月 2 日 京都烏丸コンベンショ

ンホール 

タイトルの原題 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

中島隆博 「精神について」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

“The Standpoint of Heimatlosigkeit and the 

Planet”シンポジウム 

2024 年 11 月 29 日 東京大学東洋文化研究

所 

タイトルの原題 

“On the Spirit” 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

上原麻有子（京都大学、教授、日本哲学/比較哲学/ジェンダー学） 

1. 〔雑誌論文〕  

 者 名 論  文  標  題 

上原麻有子 日本の近代化における女性の尊厳意識への目覚め日本の近代化に

おける女性の尊厳意識への目覚め 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

加藤泰史編著『問いとしての尊厳概念』（法

政大学出版局） 

無 ― 2 0 2 4 205-217

（総ページ

574） 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

  

タイトルの原題 

 

 

2. 〔学会発表〕 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

上原麻有子 「尊厳の意味を求める女性たち ― 日本の第一次フェミニズム運動

の担い手」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本倫理学会（第 75 回年次大会）主題別討議

「尊厳概念の思想史的射程」 

2024 年 9 月 28 日 京都大学 

タイトルの原題 

 

 

2. 〔図 書〕  

 該当なし。 
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4.7. B01：法制度[憲法/メディアなどを含む]班 

各国憲法や各国生命倫理法等の比較に基づく尊厳概念の法的分析 

 

建石真公子（班代表者）（法政大学、教授、国際人権法/生命倫理法） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

建石真公子 「ヨーロッパ人権裁判所における DSDs アスリートの権利の保護

と限界 ―キャスター・セメンヤ対スイス事件に関するヨーロッパ

人権裁判所 2023 年 7 月 11 日判決 (Mokgadi Caster Semenya v. 

Switzerland, no. 10934/21)について―」 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『令和 5 年度 日本スポーツ協会スポーツ

医・科学研究報告 IV』 

  無 IV 号 2 0 2 4 32-39 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

有  

タイトルの原題 

 

 

著 者 名 論  文  標  題 

建石真公子 「性別変更における生殖不能要件の合憲性−性同一性障がい者特

例法 1 条３項と『自己の意思に反して身体の侵襲を受けない自由』

（最高裁判所大法廷２０２３年１０月２５日決定）」 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

国際人権   無 35 号 2 0 2 4 73-75 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

有  

タイトルの原題 
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

建石真公子 「ヨーロッパ人権条約と加盟国の緊張と協調−人権解釈に関する

人権裁判所と国内議会の関係を中心に−」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

イギリス法研究会 15 周年記念シンポジウム 2024 年 6 月 29 日 早稲田大学 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

建石真公子 「リプロダクティブ・ライツの権利の性質−「身体と法」におけ

る尊厳と自由の調整の試み−」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

ジェンダー法政策研究所 2024 年 8 月 4 日 オンライン 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

建石真公子 "Personnes mourantes et droits fondamentaux" 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

La Vulnérabilité-Colloque franco-japonais 

organisé par la Société de législation comparée 

La Société franco-japonaise de science 

juridique (SFJSJ) 

2024 年 9 月 17 日  Salle des Conseils de 

l'Universite Paris-

Panthéon-Assasle, 

タイトルの原題 

終末期の人々の人権 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 
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建石真公子 「民主主義社会における身体に関わる医科学の実践に対する法的

ルールと尊厳」―生殖補助医療の日仏比較から考える尊厳と自由

の調整の試み−」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

愛知憲法会議 2025 年 2 月 1 日 愛知民生会館 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 

建石真公子(分担執筆) 学術協力財団 

書  名 発 行 年 総ページ数 

『生殖補助医療のこれからー社会の合意に至るために考えること』 ２ ０ ２ ５ 216 （ 近

刊） 

タイトルの原題 

 

 

宮下紘（中央大学、教授、プライバシー権/個人情報論） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

宮下紘 マイナ保険証と医療における『個人の尊厳』」 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

大阪保険医雑誌   無 698 号 2 0 2 4 16-19 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

  

タイトルの原題 

 

 

2. 〔学会発表〕 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

Hiroshi Miyashita Safeguarding Data and Privacy with AI: Where Do We Stand? 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

37th LAWASIA Conference 2024 年 10 月 14 日 クアラルンプール 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Hiroshi Miyashita A Deep Dive into the Legal Issues and Regulations on Generative AI 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

Lawyers Associated Worldwide 2024 2024 年 4 月 18 日 浦安 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

池田弘乃（山形大学、教授、法哲学/ジェンダー・セクシュアリティと法） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

池田弘乃 婚姻の契約化と婚姻廃止論：婚姻法と親子法の幸せな「離婚」は

可能か 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

法律時報   無 97 巻 3 号 2 0 2 5 20-24 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

無  

タイトルの原題 
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Hirono IKEDA Sexual Diversity and Japanese Law: the Importance of Accurate and 

Careful Understanding 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 31st World Congress of the International 

Association for Philosophy of Law and Social 

Philosophy 

2024 年 7 月 11 日 Soongsil Univeristy（ソ

ウル市） 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 

池田弘乃 第三文明社 

書  名 発 行 年 総ページ数 

LGBT のコモン・センス：自分らしく生きられる世界へ ２ ０ ２ 4 184 

タイトルの原題 

 

 

石川健治（東京大学、教授、憲法学/比較法学） 

1. 〔雑誌論文〕  

該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

松尾直紀（法政大学、大学院生/リサーチアシスタント、憲法学/アイデンティ
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ティへの権利） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

松尾直紀 法的な「出自」情報とは何か─内密出産，匿名出産，生殖補助医

療および養子縁組に関する独仏の状況を参考にして─ 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

法学志林   無 122 2 0 2 5 1-27 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

公開予定あり − 

タイトルの原題 

− 

 

著 者 名 論  文  標  題 

松尾直紀 特別養子縁組における「出自」情報に関する一考察―「他者のプ

ライバシー」としての「自己の出自」― 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

法政法学   無 31 号 2 0 2 5 1-23 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

− 

オープンアクセス 国際共著 

− − 

タイトルの原題 

− 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  
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該当なし。 
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4.8. B02：政治[国際政治/移民・難民などを含む]班 

法・政治・国際関係と尊厳 

 

芝崎厚士（班代表者）（駒澤大学、教授、国際関係論/国際平和論） 

1. 〔雑誌論文〕 

著 者 名 論  文  標  題 

芝崎厚士 〈国際〉の未来 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

現代思想 無 2025 2 0 2 5 131-147 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

― 

オープンアクセス 国際共著 

予定なし ― 

タイトルの原題 

― 

 

著 者 名 論  文  標  題 

芝崎厚士 時間・空間セット 『グローバル関係の思想史』第二部英訳 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

Journal of Global Media Studies 無 35 2 0 2 4 1-49 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

― 

オープンアクセス 国際共著 

あり ― 

タイトルの原題 

‛Space-Time' Set - <Empire>, Westphalian Myth, and Temporality: Trilogy on the spaciotemporal 

theory of the study of international and global relations 

 

著 者 名 論  文  標  題 

芝崎厚士 アート・クンストセット 『グローバル関係の思想史』第三部英
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訳 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

Journal of Global Media Studies 無 36 2 0 2 5 11-64 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

― 

オープンアクセス 国際共著 

あり ― 

タイトルの原題 

‘Art-Kunst’ set – Children’s Literature, Bob Dylan and Media Watch: A Global Chain Reaction of 

Compassion through Encounter with the Unknown 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

芝崎厚士 エラスムス像と貨狄様「未知との出会い」が生みだしたグローバ

ル文化交流  

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

国際文化学会 2024 年 7 月 14 日 東洋大学 

タイトルの原題 

― 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

芝崎厚士 自我・時空・世界 グローバル関係研究と見田宗介/真木悠介 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本国際政治学会 2024 年 11 月 17 日 札幌コンベンションセ

ンター 

タイトルの原題 

― 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

芝崎厚士 穐吉敏子論 国際／グローバル文化交流の視点から 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

世界政治研究会 2025 年 1 月 17 日 明治大学 
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タイトルの原題 

― 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

川眞田嘉壽子（立正大学、教授、国際法/移民難民論） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

川眞田嘉壽子 事 例 研 究  武 力 紛 争 下 の 性 暴 力 : S.H v. Bosnia Herzegovina, 

CEDAW/C/76/2017 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

国際女性 無 38 2 0 2 5  

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

― 

オープンアクセス 国際共著 

― ― 

タイトルの原題 

― 

 

2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

齋藤純一（早稲田大学、教授、政治理論/不平等論） 

1. 〔雑誌論文〕  
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著 者 名 論  文  標  題 

齋藤純一 社会的協働のなかでの仕事 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

法学セミナー 無 4・5 月号 2 0 2 5 4-10 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

― 

オープンアクセス 国際共著 

― ― 

タイトルの原題 

― 

 

2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

岸見太一（福島大学、准教授、政治理論） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

岸見太一 「入管行政における認識的不正義」 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

佐藤邦政・神島裕子・榊原英輔・三木那由他

『認識的不正義ハンドブック : 理論から実践

まで』（勁草書房） 

無 ― 2 0 2 4 14 章（237-

250） 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

― 

オープンアクセス 国際共著 

なし ― 

タイトルの原題 
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

岸見太一 入管行政における認識的不正義 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

Epistemic Injustice in Japan and Beyond, A 

Workshop in Osaka 

2024 年 12 月 14 日 立命館大学大阪いばら

きキャンパス 

タイトルの原題 

Epistemic Injustice in Immigration Bureaucracies 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 
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4.9. B03：経済・福祉政策班 

ケイパビリティ毀損と人間の尊厳 ― 福祉経済政策の倫理と哲学 ― 

 

後藤玲子（班代表者）（帝京大学、教授、経済哲学/ケイパビリティ論） 

1. 〔雑誌論文〕  

該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

後藤玲子 傷ついた小鳥にお礼ができるだろうか 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

長野県立大学象山塾 2024 年 6 月 29 日 長野県立大学 

タイトルの原題 

 ─ 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Gotoh R. and R. Kambayashi An Empirical Challenge of Capability Approach 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

17th Meeting of the Society for Social Choice 

and Welfare, 

2024 年 6 月 2 日-6 日 Paris School of 

Economics, 

タイトルの原題 

 ─ 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

R. Kambayashi and R. Gotoh

（organizers） 

Well-being and the Future of Industrial Relations 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

国 際 コ ン フ ァ レ ン ス Well-being and the 

Future of Industrial Relations 

2024 年 12 月 16 日，17

日 

Teikyo University, 

Kasumigaseki Campus 

タイトルの原題 
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 ─ 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

後藤玲子 「健康と病の語り」データベースの利用に基づく個人のケイパビ

リティの特定と測定 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

DIPEx-Japan（認定 NPO 法人健康と病いの語

り）セミナー 

2025 年 2 月 8 日 オンライン 

タイトルの原題 

 ─ 

 

3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 

Reiko Gotoh Springer 

書  名 発 行 年 総ページ数 

Dignity, Freedom and Justice 2 0 2 4 280 

タイトルの原題 

― 

 

著 者 名 出 版 社 

後藤玲子・吉原直毅訳 勁草書房 

書  名 発 行 年 総ページ数 

ジョン・ローマー『機会の平等――境遇による格差から自由な社会に

向けて』 

2 0 2 5 280 

タイトルの原題 

Eqaulity of Opportunity 

 

著 者 名 出 版 社 

鈴村興太郎・蓼沼宏一・後藤 

玲子監訳 

勁草書房 

書  名 発 行 年 総ページ数 

アマルティア・セン『集団的選択と社会厚生 拡大新版』 2 0 2 5 280 

タイトルの原題 
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Collective Choice and Social Welfare 

 

鈴木（日笠）晴香（岡山大学、講師、哲学/認知症論） 

1. 〔雑誌論文〕  

該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

日笠 晴香 〈迷惑〉意識における自律と依存 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

シンポジウム「現代日本における高齢者のも

つ迷惑をかけたくない意識とジリツ」 

2024 年 10 月 26 日 立命館大学平井嘉一郎

記念図書館 

タイトルの原題 

 ─ 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

日笠 晴香 コメント 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

ワークショップ「ディスアビリティとジェン

ダーの交差性：尊厳・人権・倫理」 

2024 年 12 月 14 日 神戸大学 

タイトルの原題 

 ─ 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

稲原美苗（神戸大学、准教授、現象学/障害者研究） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

稲原美苗 つながりの現象学―ケアのコミュニティを考える 
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雑  誌  名 

 

査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

東洋学術研究 無 63 (1) 2 0 ２ ４ 51-74 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

─ 

オープンアクセス 国際共著 

その予定である  − 

タイトルの原題 

 − 

 

著 者 名 論  文  標  題 

稲原美苗 「ジェンダーとセクシュアリティ」 

雑  誌  名 

 

査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

臨床心理学増刊第 16 号『 臨床心理実践サバ

イバルガイド 』（金剛出版） 

無 63 (1) 2 0 ２ ４ 56-63 （ 総

ペ ー ジ

216） 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

─ 

オープンアクセス 国際共著 

なし  − 

タイトルの原題 

 − 

 

著 者 名 論  文  標  題 

稲原美苗 ジェンダー平等社会に向けた人々の学び 

雑  誌  名 

 

査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

津田英二、伊藤真木子、鈴木眞理編著『生涯

学習と社会教育の基礎』（人言洞） 

無 ― 2 0 ２ ４ 48-62 （ 総

ペ ー ジ 数

192） 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

─ 

オープンアクセス 国際共著 
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その予定である  − 

タイトルの原題 

 − 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

稲原美苗 多様な当事者のニーズについて考える～ある障害当事者の経験か

ら～ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 62 回全国大学保健管理研究集会 2024 年 10 月 17 日  神戸国際会議場 

タイトルの原題 

 ─ 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

稲原美苗 コロナ禍における障害者の「すこやかさ」について臨床哲学的に

考える 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 83 回 日本公衆衛生学会総会 メインシン

ポジウム 3 

2024 年 10 月 30 日 札幌コンベンションセ

ンター 

タイトルの原題 

 ─ 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

稲原美苗 大学における障害者支援の課題と今後の展開：障害のある教員の

立場から考える D＆I 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 36 回日本生命倫理学会年次大会 学会企画

シンポジウム「生命倫理学と障害者差別の解

消：配慮と対話の交錯」 

2024 年 11 月 16 日 立命館大学大阪いばら

きキャンパス 

タイトルの原題 

 ─ 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

稲原美苗 ディスアビリティとジェンダーの交差性と障害女性の尊厳―フェ

ミニスト現象学的観点から 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

尊厳学の確立 B03 主催 ワークショップ 「現

象学と尊厳─経験と差別を考える」 

2025 年 2 月 15 日 神戸大学鶴甲第 2 キャ

ンパス 

タイトルの原題 

 ─ 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 
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4.10. B04：先端科学技術政策班 

AI やロボット、ビッグデータ等の先端科学技術の社会的受容における尊厳概念の分析 

 

杉本俊介（班代表者）（慶應義塾大学、准教授、応用倫理学/情報科学哲学/組

織論） 

1. 〔雑誌論文〕  

該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

杉本俊介 カントは経営倫理について何を語りうるか─カント的経営倫理の

問題点 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本経営倫理学会 2024 年度研究発表大会 2024 年 6 月 29 日 関西大学高槻ミューズ

キャンパス 

タイトルの原題 

 ─ 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

杉本俊介 【書評】宇佐美公生「「尊厳」概念の不確定性をめぐって」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

『問いとしての尊厳概念』合評会 2024 年 7 月 12 日 椙山女学園大学／オン

ライン 

タイトルの原題 

 ─ 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 
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本田康二郎（金沢医科大学、教授、技術哲学/科学技術倫理学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

Honda, Kojiro "Japanese Robot Culture and Ancient Shintoism" 

雑  誌  名 

 

査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

REPORT ON THE WORKSHOP 

DISCURSIVE AND MATERIAL 

DIMENSIONS OF THE DIGITAL 

TRANSFORMATION: PERSPECTIVES 

FROM AND ON JAPAN 

無  2 0 2 4 36-39 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://researchmap.jp/kojiro-honda/published_papers/46783965  

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

 日本語 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

小山虎（山口大学、准教授、分析哲学/ロボット倫理学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

小山虎&西村友海 「発言権」 に基づく対話システムのレベル分け—AI 

アカウンタビリティの実現に向けたマイルストーンの提案— 

雑  誌  名 

 

査 読 の 有

無 

 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

https://researchmap.jp/kojiro-honda/published_papers/46783965
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日本ロボット学会編『日本ロボット学会誌』  42, 6 2 0 2 4 555-561 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 https://doi.org/10.7210/jrsj.42.555  

オープンアクセス 国際共著 

その予定である。   

タイトルの原題 

 ─ 

 

2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

西條玲奈（東京電機大学、助教、ロボット哲学） 

1. 〔雑誌論文〕  

 著 者 名 論  文  標  題 

西條玲奈 AI のジェンダー化 

雑  誌  名 

 

査 読 の 有

無 

 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

大澤博隆監修『AI を生んだ 100 の SF』（ハ

ヤカワ新書） 

無 ― 2 0 2 4 全 352 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

   

タイトルの原題 

 ─ 

 

 

https://doi.org/10.7210/jrsj.42.555
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

西條玲奈 「フィクトセクシュアルとフェミニストは対立しなければならな

いのか」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

ロボット・AI の ELSI 研究会シリーズ第 2 回

「ソーシャル・エージェントとフィクトセク

シュアルをめぐる状況についての報告と議

論」 

2024 年 12 月 7 日 AP 品川 

タイトルの原題 

 ─ 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

伊藤克彦（慶應義塾大学、特任助教、法哲学） 

1. 〔雑誌論文〕  

 該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Ito Katsuhiko and Sugimoto 

Shunsuke 

"Is Dignity an Essentially Contested Concept? 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

XXV World Congress of Philosophy 2024 年 8 月 24 日 Sapienza University of 

Rome 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 
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4.11. B05：先端医療技術政策班 

ゲノム編集や iPS 細胞等の先端医療技術や尊厳死等の問題を尊厳の毀損の観点から分析 

 

田坂さつき（班代表者）（立正大学、教授、ギリシア哲学/臨床哲学） 

1. 〔雑誌論文〕 

著 者 名 論  文  標  題 

田坂さつき 臨床哲学対話 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

立正大学分学部論叢 有 147 2 0 2 4 1-22 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://rissho.repo.nii.ac.jp/search?page=1&size=20&sort=custom_sort&search_type=2&q=17174

76646007  

オープンアクセス 国際共著 

有   

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

加藤泰史（領域研究代表者）（椙山女学園大学、教授、哲学/倫理学） 

※総括班を参照 

 

松原洋子（立命館大学、教授、生命倫理/科学史/科学技術社会論） 

1. 〔雑誌論文〕  

https://rissho.repo.nii.ac.jp/search?page=1&size=20&sort=custom_sort&search_type=2&q=1717476646007
https://rissho.repo.nii.ac.jp/search?page=1&size=20&sort=custom_sort&search_type=2&q=1717476646007
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 該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Yoko Matsubara "Prevention of 'Inferior Descendants' Births and Human Rights 

Violations: The History of the Eugenic Protection Law" 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 4th Public Symposium of the Gender and 

Legal Policy Center 

2024 年 8 月4 日 オンライン 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

美馬達哉（立命館大学、教授、医療神経学/医療社会学） 

1. 〔雑誌論文〕  

 該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 

美馬達哉 青土社 

書  名 発 行 年 総ページ数 

臨床と生政治――〈医〉の社会学 2 0 2 4 420 

タイトルの原題 
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石井哲也（北海道大学、教授、生命倫理学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

石井哲也 今、ゲノム医療が直面している課題とは？ 尊厳が守られるルー

ルづくりのために 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

月刊保団連 無 1425 2 0 2 4 18-24 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

http://id.ndl.go.jp/bib/033524709 

オープンアクセス 国際共著 

 無   

タイトルの原題 

  

 

著 者 名 論  文  標  題 

石井哲也 生殖医療規制の世界的変遷 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

Encyclopedia of Reproduction, 3rd edition. 無 ― 2 0 2 4 380-386 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

 無   

タイトルの原題 

‘Global Changes in the Regulation of Reproductive Medicine’ 

 

著 者 名 論  文  標  題 

石井哲也 多遺伝子スコアの倫理：成人、未成年、胎児、胚の観点 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 
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三宅秀彦編『全ゲノム・エクソーム解析時代

の遺伝医療，ゲノム医療における倫理・法・

社会』（メディカルドウ） 

無 ― 2 0 2 4 全 167 中 9

ページ 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

 無   

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

石井哲也 知能の多遺伝子スコアを用いて胚を選別せず、聡明な子を育てる

ことを話し合う 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

世界生命倫理会議 2024 年 6 月5 日 ドーハ 

タイトルの原題 

Discuss parenting intelligent children, without selecting embryos by polygenic scores for intelligence 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

石井哲也 ゲノム医療法と小児の人権 倫理の立場から 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本小児保健協会 学術集会 2024 年 6 月 21 日  札幌ロイトンホテル 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

石井哲也 出生前のゲノム情報の取得と人の尊厳 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本生命倫理学会 2024 年 11 月 16 日 立命館大学 大阪 

タイトルの原題 
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3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

香川知晶（山梨大学、医学研究員、フランス哲学/生命倫理学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

香川知晶 命をめぐる倫理的問題 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

『「死」を考える』（集英社インターナショ

ナル） 

無 ― 2 0 2 4  

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

 無   

タイトルの原題 

  

 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

香川知晶 安楽死問題を通して現代の死生観を考える 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 21 回「Camp NIDOM 21」 2024 年 5 月 25 日  ホテル鹿島ノ森・鹿島

ノ森ホール(長野県軽井

沢町) 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 
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香川知晶 近接と遠隔：金森修と応用倫理 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本科学史学会・第 71 回年会 2024 年 5 月 26 日 東京大学駒場 I キャンパ

ス 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

香川知晶 安楽死・尊厳死について考える―本人の意思をめぐって:DNAR 指

示の問題― 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 48 回日本自殺予防学会総会・第 29 回日本

臨床死生学会総会､合同大会合同大会シンポ

ジウム 

2024 年 9 月 14 日 埼玉会館（埼玉県さい

たま市浦和区） 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

笹月桃子（早稲田大学、教授、小児医療/緩和医療学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

笹月桃子 「意思決定支援」をめぐる問いと実践 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

日本小児血液がん学会雑誌 依頼原稿 61-5 号 2 0 2 5 18-24 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 
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著 者 名 論  文  標  題 

笹月桃子 小児医療 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

三重野雄太郎・秋葉峻介編『概説 生命倫理

学』（大学教育出版） 

― ― 2 0 2 5 全 318 ペー

ジ 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 弱き存在と共に生き延びる 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 127 回 日本小児科学会学術集会 特別企画 

未来世代に受け継ぐ小児科学 

2024 年 4 月 19 日  福岡 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 慢性疾患を持つ患者の医療をめぐる協働意思決定 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 59 回日本小児腎臓病学会学術集会 教育講

演 

2024 年 6 月 7 日  福岡 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 
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Momoko Sasazuki Surrogate Decision-Making for Children with Life Threatening 

Conditions 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

Stanford-Waseda Bioethics Seminar 2024 年 6 月 26 日   Tokyo 

タイトルの原題 

Surrogate Decision-Making for Children with Life Threatening Conditions 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 子どもの意思決定支援 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 34 回日本小児看護学会学術集会 特別企画 2024 年 7 月 7 日  大阪 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 「小児 ACP」が提示する課題 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 6 回日本在宅医療連合学会年次大会シンポ

ジウム 

2024 年 7 月 21 日  千葉 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 子どもの尊厳と最善の利益について考える～新生児・小児・重症

心身障害児医療を通じて～ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

B03 班主催 ワークショップ「認知症と尊

厳・人格・最善」 

2024 年 7 月 8 日 岡山 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 
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笹月桃子 話し合いのガイドライン改訂の要点と協働意思決定の実践 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

新生児成育医学会 第 7 回 web セミナー 2024 年 10 月 11 日 オンライン 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 弱き存在と共に生き延びる～高度医療・テクノロジーをめぐる協

働意思決定について考える～ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 30 回 出生前から小児期にわたるゲノム医

療フォーラム 特別講演 

2024 年 10 月 20 日 佐賀 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 「重篤な疾患を持つ子どもの医療をめぐる話し合いのガイドライ

ン」 2024 年改訂が目指した理念 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 36 回日本生命倫理学会年次大会 シンポジ

ウム 

2024 年 11 月 16 日 京都 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 小児医療における臨床倫理 ～子どもの意思決定支援～ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本小児科学会 北海道地方会 第 321 回例会 

特別講演 

2024 年 12 月 1 日 札幌 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 
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笹月桃子 子どもを他者に置く 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本文化人類学会東北地区研究懇談会 2024 年 12 月 21 日 仙台 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 遺伝性疾患におけるウェルビーイング～生命倫理の立場から～ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 47 回 日本小児遺伝学会学術集会 招待講演 2025 年 3 月 1 日 東京 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

笹月桃子 出生前検査に対する日本小児科学会の立場 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 15 回日本小児科学会倫理委員会公開フォー

ラム 

2025 年 3 月 22 日 オンライン 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

該当なし。 

 

阿久津英憲（国立研究開発法人国立成育医療研究センター、部長、再生医療） 

1. 〔雑誌論文〕  

 該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
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阿久津英憲 シンポジウム 2「受精卵へのゲノム編集遺伝子研究に関する世界的

な取り組みや考え方」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本医師会シンポジウム：「先端的な医科学

技術がもつ生命倫理の課題」 

2024 年 2 月 29 日 日本医師会オンライン

開催 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

阿久津英憲 シンポジウム 2「ヒト受精胚を考える新たな視点；ヒト胚モデルと

は何ものか」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 9 回研究倫理を語る会 2024 年 3 月 2 日  仙台 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

阿久津英憲 「受精胚ゲノム編集指針の 2024 年改正について~新規胚・提供胚

研究指針~」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 7 回 Japan PGT Consortium 研究会 2024 年 6 月 30 日 オンライン 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

Hidenori Akutsu “Stem Cell-Derived Intestinal Avatars: Unveiling Mechanisms of 

Gastrointestinal Disorders” 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 21st International Federation of 

Associations of Anatomists (IFAA) 

2024 年 9 月 8 日 Gwangju, Korea 

タイトルの原題 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

阿久津英憲 「オルガノイド研究の現在と ELSI」 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 36 回日本生命倫理学会年次大会 2024 年 11 月 17 日 大阪 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

小倉康寛（椙山女学園大学、特任助教、フランス詩/美術史/美学） 

※総括班を参照 
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4.12. C01：社会実装班 

尊厳の理念の学校カリキュラムへの導入を通じた社会実装の探究 

 

柳橋晃（班代表者）（茨城キリスト教大学、講師、教育哲学/カリキュラム論） 

1. 〔雑誌論文〕  

該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

柳橋晃 ルッツ・コッホにおける教育と尊厳 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本道徳教育学会第 104 回（令和 6 年度秋

季）大会 

2024 年 11 月 23 日 静岡大学 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

伊藤博美（椙山女学園大学、教授、教育哲学/幼児教育論） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

森崇記・伊藤博美 社会変化に即した PTA 活動のあり方――尾張小中学校 PTA 連絡

協議会事務局の活動を通して―― 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

椙山女学園大学教育学部紀要 無 18(1) ２ ０ ２ 5 未定 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

未定 
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オープンアクセス 国際共著 

未定  

タイトルの原題 

 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

伊藤博美 ケア倫理からの提起～教育・保育現場の葛藤状況の検討を通して

～ 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本道徳教育学会第 104 回（令和 6 年度秋

季）大会 

2024 年 11 月 23 日 静岡大学 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

片山勝茂（東京大学、准教授、道徳教育/教育哲学） 

1. 〔雑誌論文〕  

 該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

片山勝茂 英米における尊厳概念の射程 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本道徳教育学会第 104 回（令和 6 年度秋

季）大会 

2024 年 11 月 23 日 静岡大学 

タイトルの原題 

 



  4. パブリケーション 

154 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

 

藤井基貴（静岡大学、准教授、道徳教育/教育哲学） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

藤井基貴・鵜飼峻二 高校公民科「公共」における「人間の尊厳」の取り扱い(2) : 学習

指導要領及び教科書における記載を中心に 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

静岡大学教育実践総合センター紀要 有 34 ２ ０ ２ 4 109-117 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://doi.org/10.14945/0002000275 

オープンアクセス 国際共著 

https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2000275   

タイトルの原題 

 

 

著 者 名 論  文  標  題 

藤井基貴・鵜飼峻二 高校公民科「倫理」における「人間の尊厳」に関する取り扱い ―

学習指導要領と教科書の記載を中心に― 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

静岡大学教育学部研究報告（教科教育学篇） 有 56 ２ ０ ２ 4 27-39 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://doi.org/10.14945/0002001084  

オープンアクセス 国際共著 

https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2001084   

タイトルの原題 

 

https://doi.org/10.14945/0002000275
https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2000275
https://doi.org/10.14945/0002001084
https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2001084
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著 者 名 論  文  標  題 

小川日南・藤井基貴 災害伝承と防災教育(1) : 静岡市における民話「沼のばあさん」を

事例として 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

静岡大学教育実践総合センター紀要 有 34 ２ ０ ２ 4 56-64 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://doi.org/10.14945/0002000270  

オープンアクセス 国際共著 

https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2000270   

タイトルの原題 

 

 

著 者 名 論  文  標  題 

藤井基貴 思考力・判断力・表現力を育てる防災学習プログラムの開発 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

研究報告：未来を拓く道徳教育の探究 有 102 ２ ０ ２ 4 88-106 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

 

オープンアクセス 国際共著 

https://www.chu-ken.jp/pdf/kanko102.pdf   

タイトルの原題 

 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

藤井基貴 現代の教育における「尊厳」概念の射程―カント、デューイ、科

目「公共」― 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 67 回日本デューイ学会 2024 年 9 月 29 日 創価大学 

タイトルの原題 

https://doi.org/10.14945/0002000270
https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2000270
https://www.chu-ken.jp/pdf/kanko102.pdf
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発 表 者 名 発  表  標  題 

藤井基貴 いのち・防災と道徳教育―考える・脅さない・伝える・支える防

災― 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本道徳教育学会第 104 回（令和 6 年度秋

季）大会 

2024 年 11 月 24 日 静岡大学 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

松塚ゆかり（一橋大学、教授、統計学/教育経済学） 

1. 〔雑誌論文〕  

 該当なし。 

 

2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

孟碩洋（一橋大学、特任助教、高等教育学） 

1. 〔雑誌論文〕  

 該当なし。 
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2. 〔学会発表〕 

 該当なし。 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 

 

鵜飼峻二（リサーチアシスタント） 

1. 〔雑誌論文〕  

著 者 名 論  文  標  題 

藤井基貴・鵜飼峻二 高校公民科「公共」における「人間の尊厳」の取り扱い(2) : 学習

指導要領及び教科書における記載を中心に 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

静岡大学教育実践総合センター紀要 有 34 ２ ０ ２ 4 109-117 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://doi.org/10.14945/0002000275 

オープンアクセス 国際共著 

https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2000275   

タイトルの原題 

 

 

著 者 名 論  文  標  題 

藤井基貴・鵜飼峻二 高校公民科「倫理」における「人間の尊厳」に関する取り扱い ―

学習指導要領と教科書の記載を中心に― 

雑  誌  名 査 読 の 有

無 

巻 発 行 年 最初と最後

の頁 

静岡大学教育学部研究報告（教科教育学篇） 有 56 ２ ０ ２ 4 27-39 

掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子） 

https://doi.org/10.14945/0002001084  

オープンアクセス 国際共著 

https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2001084   

https://doi.org/10.14945/0002000275
https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2000275
https://doi.org/10.14945/0002001084
https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/records/2001084
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タイトルの原題 

 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

鵜飼峻二 「人間の尊厳」への一つのデューイ的アプローチーデューイによ

るカント批判を手がかりにー 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第 67 回日本デューイ学会 2024 年 9 月 29 日 創価大学 

タイトルの原題 

 

 

発 表 者 名 発  表  標  題 

鵜飼峻二 高校公民科「倫理」における「人間の尊厳」に関する取り扱いー

学習指導要領と教科書の記載を中心にー 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本道徳教育学会第 104 回（令和 6 年度秋

季）大会 

2024 年 11 月 24 日 静岡大学 

タイトルの原題 

 

 

3. 〔図 書〕  

 該当なし。 
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5.1．各研究班のアウトリーチ活動 

主催：A02 班 

タイトル：「尊厳」哲学特別ゼミ 

開催日時：2024 年, 10/18（金）, 11/15（金）, 12/13（金）すべて 13:30~15:30 

場所：MARUKUNI（長野県長野市, 権堂アーケード商店街） 

活動の概要：MARUKUNI は、長野市権堂アーケード商店街にあるセレクトショップ兼サロン。様々な

会合に利用されているが、2018 年から哲学カフェ（哲学対話交流会）も開催している。近年では長野市

の青木島公園閉鎖問題などに関心のある市民が集まり議論する様子が地元紙に掲載されるなど、市民の

公共的議論の場としても知られている。 

今回の特別ゼミは、MARUKUNI 店主、丸山泰子さんからの A02 班長の馬場に要望があった。丸山さ

んは、馬場が 2018 年から仲間と始めた「権堂哲学カフェ」の、当初からの常連参加者でもあり、今回

の依頼につながった。 

初回は尊厳概論、二回目は尊厳死、三回目は自然の尊厳について、一般向けに約一時間講義し、その

後質疑応答や自由な議論を行った。60~70 代シニア層の女性を中心として、毎回 10 数名の参加者があ

ったが、シニア男性や、30 代の男性ビジネスコンサルタントも参加していた。 

内容としては、本科研およびそれ以前の尊厳学科研の成果を元に分かりやすく紹介した。三回目の自

然の尊厳については、A02 班の研究課題でもあるスイス憲法における「被造物の尊厳」とその解釈上の

課題や、いわば「自然の尊厳」に近い着想を記した、日本画家東山魁夷の自然と風景を巡る随筆を紹介

した。 

三回とも、質問を受け付けながら講義を進めた。参加者からは多くの質問や意見が寄せられ、講義後

も熱のこもった対話がなされ、尊厳というテーマへの関心の高さが感じられた。特に尊厳と弱さの関連

が、参加者自身の経験や思索から複数回指摘されたことは、尊厳概念研究にも重要な示唆となった。 

 

 

主催：B05 班 

タイトル：ギャラリーFu「White Out」トークイベント「人に対するゲノム編集の行方」、「mother シ

リーズ第４弾を終えて」 

開催日時：2024 年 5 月 25 日（土）16:30-18:00、6 月 8 日（土）16:30-18:00 

場所：gallery Fu（横浜市） 

活動の概要：班長の田坂さつきが横浜市のギャラリーFu から依頼を受け、トークイベント「White Out」

へと参加し、ゲノム編集についての対談および会場との対話を実施した。ギャラリーFu は先端科学技術

をテーマに、有識者と現代アートのコラボレーションを行っている。 

 本イベントは一般の参加者を主な対象としている点でアウトリーチ活動に位置づけられるが、同時に

現場で活動する医療者との対話を通じた臨床研究として、研究会「尊厳学フォーラム」の一環として実

施された（詳細は 3. 6 「尊厳学フォーラム第 21 回」の報告書を参照）。 
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5.2. ホームページでの情報発信 

 昨年度は本領域のホームページ「Dignity Studies」（https://songengaku.jp/）を立ち上げたものの、

「公募研究」や「活動・イベント」などのセクションでは研究者情報や活動実績の詳細が十分に掲載さ

れていなかった。そのため今年度は各セクションの充実化を重点的に実施した。具体的には、「公募研

究」のセクションには 2024 年から採択された 5 名の公募研究者の簡単な紹介とそれぞれの Researchmap

へのリンクを掲載し、「活動・イベント」では、順次、研究会のプログラムや報告書を公開している。 

 

 

 
領域 HP 「公募研究」 

 

 

 
領域 HP 「活動・イベント」 
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領域 HP 「計画研究」 

 

 

 
各計画研究班の HP 

 

 

5.3. WCP への参加と ISDS 設立の告知 

 2024 年 8 月 1 日~ 8 日にローマ・サピエンツァ大学で開催された世界哲学会議（World Congress of 
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Philosophy: WCP）にて、Mathias Kettner（ヴィッテン・ヘァデッケ大学、ドイツ）や Wu Xingdong

（北京師範大学、中国）らと共に、本領域代表者の加藤泰史が「Research Project on Dignity Studies」

というタイトルでラウンドテーブルを行い、本領域の研究成果と今後の展望を紹介すると共に、尊厳学

研究の国際的なネットワークを構築すべく、各国の研究者に研究への参加を呼びかけた。 

 

 

 
WCP における発表の様子 

 

また、9 月 28~29 日に京都大学で開催された日本倫理学会第 75 回大会では、本領域の加藤泰史（領

域代表者）、岩佐宣明（A01 班）、宇佐美公生（A02 班）、上原麻有子（A04 班）の 4 名が主題別討議

「尊厳概念の思想史的射程」を行い、欧米圏だけでなく、非欧米圏をも含む尊厳概念史に関して活発な

議論が交わされた。  

 先述の WCP および日本倫理学会では、国際尊厳学協会（International Society for Dignity Studies: 

ISDS）の設立を告知し、尊厳学研究の国内外のネットワーク構築を強化すべく、両会場の参加者に下記

の同協会の案内チラシ（日本語／英語）を配布した。 
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国際尊厳学協会設立のチラシ 
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6. 若手研究会の発足 
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6.1. 若手研究会の概要 

 尊厳概念はさまざまな研究で重要なものなっている。このことを念頭に置きつつ、本領域研究では、

若手研究会を発足し、メールや Slack などを活用した自主的な交流を随時開催しつつも、年に１度、領

域内に開かれた発表の場を設けようとしている。これらは現在、特任助教４名、特任研究員 3 名、臨時

職員 1 名、RA 1 名の合計 9 人である。 

 参加者のそれぞれの研究分野は、文学、哲学、倫理学、儒学、教育学、法学、文化遺産学など、多岐

に及ぶ。対応できる言語圏も、フランス語、ドイツ語、ギリシア語、韓国朝鮮語、中国語などである。

また参加者の年齢も、20 代から 50 代と幅広い。 

 それぞれの参加者は、尊厳学と異なるところで専門的な研究を行っているが、それらと尊厳学とを噛

み合わせることで、尊厳学を深めつつも、また自分の研究に新しい視点をもたらすことができるのでは

ないかと期待している。それぞれの着眼点を示す。 

 

現時点での参加者 

・李貞善（総括班、特任助教）：朝鮮戦争の遺産をめぐる「死者の尊厳」という概念 

・小倉康寛（総括班/B05 班、特任助教）：フランス文学の脱宗教化の文脈での「尊厳」 

・齊藤安潔（総括班、特任研究員 ）：プラトンをはじめとする西洋古典の「尊厳」 

・森永駿（総括班、特任研究員 ）：ハイデガーの「尊厳」概念、安楽死等の医療倫理における「尊厳」 

・金光来（A03 班、特任研究員）：東アジア近世における西洋霊魂論の受容での「尊厳」 

・松尾直紀（B01 班、リサーチアシスタント）：法における「自己の出自を知る権利」と「尊厳」 

・伊藤克彦（B04 班、特任助教）：「尊厳」に分析哲学的にアプローチする 

・高萩智也（B04 班、臨時職員）：ヒュームにおける「尊厳」概念 

・孟碩洋（C01 班、特任助教）：教育で「尊厳」の認識を測定するスケールの開発 
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